
愛知県臨床工学技士会誌
Journal of Aichi Associatión -for Clinical Engiñeerring Technologists 

Vol.16 .2007-2 

� 句.

愛知県臨床工学技士会
URL : http://www_o..aice.gr.jp/ 

第 16 号



一 日 次 一

会長挨拶
会 長 渡遺晴美

学術活動集
〈第16回愛知県臨床工学技士会学術大会〉

演題 1 当院における白血球除去療法………...・H・..…...・H・..…...・H・..…...・H・.....・H・.....・H・.. 2

独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター 臨床工学室

長谷川静香、 篠田 悟、 新美伸治、 洞 博之、 林 裕樹

演題 2 ペースメーカー外来業務の現状ー....................................................................7

名古屋第二赤十字病院 臨床工学部

杉浦裕之、 山田悌士、 薗 田 誠、 東 和美、 江 向 光希子

新居優貴、 倉地寛美、 水野雄介、 五藤輝彦

演題 3 前額部センサによるSp02計測の臨床的意義…'"・H・H・H・..……...・H・..…...・H・..……10

名古屋披済会病院 臨床工学部

中 井浩司 、 渡遺晴美、 高橋幸子、 宮本浩三、 土井 厚

沖島正幸、 花隈 淳、 森下雄亮

名古屋披済会病院 心臓血管外科

平手 裕市

演題 4 当院におけるME機器中央管理の現状について ...・H・H・H・.....・H・H・H・.....・H・.....・H・'.17

藤田保健衛生大学病院 ME管理室

石 田 沙織、 石川 隆志、 山内章弘、 海江 田章、 豊崎正人

三津健治、 榊原未和 、 池田智子、 杉森美幸、 山本 賢
中島 歩

藤田保健衛生大学 医学部 呼吸器外科

服部良信

演題 5 メタノール中毒患者にHDを行った1例 ...・H・.....・H・H・H・.....・H・..…...・H・.....・H・..…23

豊橋市民病院 臨床工学室 高橋紀幸

演題 6 透析患者の皮膚色について
一皮膚色の定量的測定と各種生化学マーカーとの関係から一…...・H・.....・H・.....・H・"25

医療法人光寿会光寿会リハビリテーション病院 透析センター

柴田昌典

演題 7 パソコンによる透析室業務の効率化および医療サービスの向上を目指して…...・H・"3 3

医療法人名古屋記念財団 東海クリニック

森賓篤司 、 市川博章、 小熊博康、 川 上 大、 喜多圭介

入木一朗

演題 8 透析用血液回路の標準化に準じた回路の製作…...・H・"…...・H・H・H・..…...・H・..………37

常滑市民病院 中央機材室 羽田 野浩史、 石川健太郎、 矢野洋子、 中 谷 環



〈血液浄化勉強会〉
適正透析に関する最近の動向とその評価法...・H・H・H・-・…...・H・.....・H・..………...・H・.....・H・..…40

東京女子医科大学病院 臨床工学部 村上 淳

循環血液量モニタを指標にした除水管理の模索
一血液循環量モニタ標準装備の時代が来る-'"・H・.....・H・..……...・H・..…・H・H・.....・H・"……56

東京女子医科大学病院 臨床工学部 江口 圭

〈第7回肘部臨床工学技士会連絡協議会学術大会〉
発表レポート...・H・H・H・.....・H・..…...・H・..………'"・H・..…...・H・.....・H・.....・H・..…...・H・.....・H・..70

名古屋第二赤十字病院 第二臨床工学課 水野雄介

1
9
0

1
2
7

 

門i

門i

oo

oo

oo

ny

簿
…

名
…
…
…

E毘
…
…

晶
君会

会
会

士

員
員

技

委
委

学

り
会
能
報

工

よ
員

職
広

床

間
員
員

だ
委
・
・

臨

会
A芸

会

育
織
集

県

助

員

教
組
編

知

顧
正
賞

委

愛

愛知県臨床工学技士会 役員名簿…...・H・-一……・…...・H・-…...・H・...・H・...・H・...・H・....・H・-…...・H・99

愛知県臨床工学技士会 委員会名簿 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100

愛知県臨床工学技士会定款 ...・H・..…...........................................................................103

平成18年度理事会議事録 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・114

愛知県臨床工学技士会会員メーリングリスト(Mυについて…...・H・.....・H・.....・H・-・……………116

入会と会員登録変更のご案内 ...・H・.....・H・..………...・H・.....・H・H・H・.....・H・..…………...・H・..…117

日本及び愛知県臨床工学技士会申込書

移動届

投稿原稿の募集 ......................................................................................................125

愛知県臨床工学技士会投稿・執筆規定 ........................................................................126



愛知県臨床工学技士会誌 Vol . 1 6  

ゐ一品 長 挨 拶

愛知県|臨床工学技士会 会長 渡 遼 晴 美

晩冬の候、 会員の皆様におかれましては益々御清栄の事とおj麦び申し上げます。
今回は会長挨拶と言うより 5月12日出�13日(日)の両日に名古屋国際会議場にて開催される第17回日

本臨床工学会について会員の皆様にご案内致します。
昨年当初より本学会実行委員にて鋭意準備を進めて参りましたが、 学会開催まで残すところ3ヶ月

ほどとなり、 現在(1月10 日)までに決定している本学会の内容についてご案内致します。
市民公開講座では、 オーネンストリングス楽団 20名� 30名のアーチストによる楽団演奏が行われ、

学会における楽団演奏は始めての試みであり、 大きな期待を抱いております。 また、 名古屋大学医学部
バイオロボテックス学教授の林衆治先生によるテーマ『先端医療の現在と未来』の講演では、 一般市民の
みならず我々にとっても大変に興味深いものがあり、 どのようなお話が飛び出すのか、 今より楽しみに
しております。 特別講演では、 かの自動車メーカー最大手であり、 また地元企業でもあるトヨタ自動車
株式会社の技監林南八先生にテーマ『医療界における業務改善手法』と題して、 一流企業の業務主案から
見た医療界の業務の状況を一万両断に指摘いただくと共に、 その改善方法についてご教授願えるものと
期待しております。 また、 厚生労働省医政局安全対策推進室より仮題テーマ『医療機器の安全性確保の
ための行政の対応及び|臨床工学技士への期待j(変更の可能性有り)の講演をいただき、 マスコミなどで
毎日のように取り立たされている医療事故は後を絶たない現状において、 今後、 この安全を確保するた
めに、 行政側としての安全指導と対応およびこれらに深く関わる我々臨床工学技士に何を期待している
のかを、 是非、 伺ってみたいものである。 教育講演では中部学院大学の田久浩志先生によるテーマ『業
務および学会発表に役立つ統計学~標準偏差やt値なんか怖くない�j田久先生は学会発表のための医療
統計処理の方法などについて大変に詳しい先生で、 それについての本も発行されております。 また、 千
葉科学大学教授の長村洋一先生にはテーマを『透析患者の栄養とサプリメントJと題してお話をして頂き
ます。 透析患者さんは日々非常に制限された食生活の中で栄養を考えなくてはならず、 また、 クオリ
ティーオブライフに即した食生活に少しでも近づくためにはどのようにしたら良いのか、 これらに付い
て適切なアドバイスが頂けるものと思います。 また、 最近ではサプリメントが市場に数多く氾濫してお
り、 このようなサプリメントをどのように受け入れて行くのか、 良きアドバイスが頂けるものと期待し
ております。 その他、 一般演題157題、 ポスターセッション 30題、 シンポジウム「チーム医療の更なる発
展のために�CEの果たすべき役割�J 1題、 ワークショップでは臨床工学技士のみならず医師、 看護師、
弁護士、 栄養士、 理学療法士など多領域の指定演者を招き、 血液浄化部門「貧血予防へのさらなるアプ
ローチJi臨床で活かす最近のデイパイス」、 体外循環部門「トラブルシューテイング~対処およびその後
の対策�J、 人工呼吸部門「最近の呼吸管理」、 高気圧酸素治療部門「高気圧酸素治療の現状j、 ペース
メーカ部門「ペースメーカ業務の現状j、 心臓カテーテル部門「心臓カテーテル業務の現状J、 教育関連部
門「教育カリキュラムの構築」の8題について活発な討論が行われものと思われます。 また、 ランチョン
セミナー10題、 モーニングセッション 1題、 ホスピタリティールーム 1社、 機器展示50社(予定)、 書籍
展示1社、 などが決まりつつ有り、 学会全体の輪郭が見えて来るようになりました。 地元開催でも有り
会員の皆様には学会への参加など絶大なるご支援を心よりお願い申し上げます。

最後に会員の皆様にご理解とご協力のお願いが有ります。 それは当技士会の年会費納付について現
在は郵便局にて会員の皆様に振込んで、頂いておりますが、 再三の督促にも関わらず現在の年会費納付率
が60%と低迷状態がここ数年続いており、 当技士会の行事を実施してゆく上で経済的な重圧が大きくの
しかかっており、 このままだと技士会そのものの運営が危ぶまれます。 つきましては年会費の納付の方
法を銀行口座による自動引落し、 いわゆるファクタリングの導入を致したく、 平成19年度の第17回愛知
県臨床工学技士会通常総会にて議案審議として提案させて頂きますのでご理解とご協力のほど宜しくお
願い申し上げます。

本年は当技士会にとりまして一段と多忙な年になりますが、 皆様の絶大なるご支援ご協力を宜しく
お願い申し上げます。

1 



愛知県臨床工学技士会誌 Vol . 1 6  

2 

|第1 6回愛知県臨床工学技士会学術天会 (2006.6.4 除 鶴友会館) I 

学術活動

〈第16回愛知県臨床工学技士会学術大会〉

演題1当院における白血球除去療法

[要 旨]

独立行政法人国立病院機構名古屋医療セ ン タ ー 臨床工学室 長谷川 静香

篠田 悟、 新美伸治、 洞 博之、 林 裕樹

潰蕩性大腸炎 や 関 節リ ウ マ チ の 治療 の 一 つ 、 LCAP療法 は 直接血液瀧流 に よ る 血液浄化であ る 。

白 血球の除去率が高 く 、 回 路内圧 の 上昇、 カ ラムの凝固 を し ば し ば経験す る 。 カ ラム の凝 固 を 抑

え 、 よ り 安全 に LCAP法 を 施行 で き る よ う に 、 再循環LCAP法 を 始めた。 そ こ で、 通 常LCAP法

と 再循環法の副作用 の 発生率 を比較 し 、 再循環LCAP法 は 通常LCAPì法 よ り 安全 に 施 行 で き る と

考 え 、 施行 し てい る の で紹 介す る 。

Key word : 白血球除去療法(LCAP法) 、 再循環LCAP法、 回路内圧上昇、 脱血不 良、 血管痛

1 . はじめ に

潰蕩性大腸炎や 関 節リ ウ マ チ の 治療 の l つ と し て 、 白血球除去療法(以下 、 LCAP法) が行 われ

る よ う に な っ て 、 当 院 に おいて も 外来お よ び入院治療 を 行 っ て い る 。 こ れ ら LCAPì法 を 施行 す る

にあた り 、 い く つかの間 題 を 経験 し て き た。

LCAP法で使用 さ れ る カ ラム(セ ル ソ ーノ\) は 、 白血球除去率が処理量2 .000 mlで、98.0 %、 処理量

3.000 mlで、 は93.1% と 除去能力 が優れてい る ため 、 治療中 に 回路内圧が上昇 し や すい。 ま た、 治療

に は安定 した血液流量(脱血量) が必要 と な る が、 当院で は穿刺部位 と し て 両上肢皮静脈 を 選択す

る た め 十 分 な 脱血量が得 ら れず、 血液ポンプが停止 し て し ま う こ と があ る 。 脱血不 良状態 の 解除

作業 を 行 っ てい る 聞 は 、 血液の 流れが滞 る ため カ ラム内凝集が充進 し 、 カ ラム内凝固 が起 こ っ て

し ま う ケ ー ス も あ る 。 ま た、 返血に生理食塩水 を 使用す る こ と で血管痛 を 訴え る 事例 も 経験 した

た め 、 当院で は 再循環LCAP法 の 施 行 を 開始 した。 今 回 、 再 循環LCAP法 と 通常LCAP法 で の 副

作用発生率の検討 を 行 っ た。

1 1 . 方 法 お よ び対象症例

以下 に説明す る 当院 に お け る LCAP法の治療方法(穿刺部位お よ び血液流量・ 開始・ 返血) に て

施行 した通常LCAP法(以下 : L群 ) お よ び再循環LCAP法(以下 : R群 ) に 分け検討 した。 検 討方法

は 、 LCAP法施行中 に 発生 し た回 路内圧の 上昇(動脈圧 と 静脈圧 の 差 が100 mmHg以上) 、 脱血不良

(血流量30 ml/min以下) 、 血圧低下や動惇、 返血時血管痛 、 治 療 の 中止(回路内圧が上昇 し 、 目

標処理量 に 到達で き ない) の 発生率 に ついてL群 と R群 を比較 した。
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対象症例 は 、 200 3年 2 月�2006年 4月 ま で に 施行 したLCAP;治療215 回 を 対象 と した。 (表1 )

表 1 . 対象症例

O対象2003年2月�2006年4月までに施行したLCAP法215回を対象とした。

LCAP5去 再循環LCAP法
( 161 ) ( 54 ) 

UC 152 28 

RA 9 26 

1 . 再循環LCAP法

カ ラム を 通過 した血液 を も う 1 つポンプ を 使用 し 再度 カ ラム の 入口 に 返す こ と に よ り 、 カ ラ

ム内 の血流量 を 増 や す方法。 体外循環装置 は 、 東 レ メデイ カ ル社 製 の TR-525 を 使用 し 、 材料

は 、 体外循環 回 路U-520SYB・ バ イ パ ス 回路U-167R ( ろ 液ポンプ用) を 使用す る 。 (図1 )

O 体外循環装置
'TR-525 (東レメデイカル)

O材料

-体外循環回路
-ハ.イハ。ス回路

()...... 安

市iZJ
| 川 ιー斗・ : 一一一-

図 1 . 再循環LCAP法 ( 回 路 図 ・ 材料)

2 . 再循環LCAP法の治療方法

1 ) 穿刺部位お よ び血液流量

:U-520SYB 

U-167R 

原則、 両上肢皮静脈 を 選択 し 、 血液流量 は 、 50 ml/min と し 最低流量 は 30 ml/min と す

る 。 再循環 率 は50 % を 基本 にして施行。

2 ) 開 始

脱血側穿刺後、 回 路 を 接続 し抗凝 固剤 を 脱 血側 回路 よ り 投与 を 行 う ( ア レ ルギ一反応や穿

刺状態 の確認) 。 送血側穿刺後、 回 路 を 接続 し 治療 を 開始す る 。 (充填液の 回 収 は 行 わ ない)

3 
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3)返 血

脱血側 回 路 内 の 血液 を 生食 に て 押 し 返 し 、 ク ラ ン プす る 。 次 に 、 脱血側 サ ン プ リ ン グ

ポ ー ト にエ ア ー 針 を 刺 し 、 脱血 回 路・ カ ラ ム 内c1 / 2 ) を エ ア ー に て 返血す る 。 そ の 後 、

生食 ラ イ ン よ り 生食 を 脱血 回路内 に充填す る と 同 時 に カ ラ ム 内残 り c1 / 2 ) を 返血す る 。

最後 に 、 カ ラ ム 内 を エ ア ー 置換後 、 錯子 に て カ ラ ム 前後 を 遮断 し 、 バ イ パ ス 側 ポ ン プヘ ッ

ド を 開 け送血側 回路内血液 を 生食に て置換す る 。

1 1 1 . 結 果

全体の副作用発生率 は 、 L群27.9%、 R群で は 14.8%とR群の 発生率が有意 に低値 を 示 し た 。 回

路 内 圧 の 上昇 はL群で 9.3% ( 1 5 回 ) 、 R群で は 3.7% ( 2 回 ) を 示 し た 。 こ の う ち 治療 の 中 止 に ま で

至っ た 例 は 、 L群で3.7% ( 6 回 ) で あ っ た 。 R群に お い て脱血不良例 は 、 1 1 . 1%で あ る が 回 路 内 圧

の 上 昇 は 3.7%と低 く 、 治療 の 中 止 に ま で、至っ た 例 は 無 か っ た 。 脱血不良例 は 、 全体 ( 2 1 5 回 ) で

18.6% (30 回 ) で あ っ た 。 (表 2 ) 

表2. 結果

医 副作用の発生率 LCAP�去 再循環LCAP法
27.9% (45) 14.8% (8) 

回路内圧の上昇* 9.3% ( 15) 3.79-也 (2)

治療の中止帥 3.7% (6) 0% (0) 
脱血不良*帥 9.9号色 (16) 11.1% (6) 

血圧低下 1.9% (3) 0% (0) 

動惇 1.9% (3) 0% (0) 

返血時症状 1.2% (2) 0% (0) ( )件数

* 入口側庄と出口側圧の差圧が100mmHg以よ
"回路肉J凝固を伴う治療中止
山血液流量30ml/min以下

IV . 考 察

LCAP法で使用 さ れ る セ ル ソ ーパ は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト の 極細繊維不織布に 白 血球

を 捕捉 し 、 疾患、 活動性、 年齢な ど に 関係 な く 、 1 回 の 血液処理 (3，000ml) に よ り 除去 さ れ る 白

血球 は 、 お よ そ 1 X 1010個と除去能力 が優れ て い る た め 、 治療 を 行う 際 に は 、 カ ラ ム 内圧 が上昇

し や す いIl傾向に あ る 。 治療施 行中 の カ ラ ム 凝固 は 、 体外循環の 血流 に よ り 発生 す る 高 い ず り 応

力 に よ り 、 GPIIb/IIla受容体 を 介す る vWFとの結合が盛 ん に 行わ れ、 血小板の凝集 が進 むと考

え ら れ る。 血小板の凝集が進み一次血栓(血小板血栓) が形成 さ れ、 一次血栓上 で血液凝固反応に

よ り フイプ リ ン 線維の網が一次血栓 を 覆い補強が行わ れ、 二次血栓 ( フイプ リ ン 血栓) と な る 。 二

次血栓が形成 さ れ る と、 カ ラ ム 凝固 に よ る 血液回収不能とな る こ とが予想 さ れ る 。

再循環LCAP法 は 、 カ ラ ム 内 を 再循環 さ せ る こ と に よ り 、 カ ラ ム 内 の流れが速 く な り 、 カ ラ ム

内 に二次血栓が形成 さ れ に く い状態 を 作 り だ し て い る と考え る 。 そ の た め 、 回 路 内 圧 の 上昇が抑
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制 で き たと考え ら れ た 。 特 に脱血状態が悪 く 、 駆血 な ど行っ て も 十分な 血流量が得 ら れず、 低流

量で治療 を 行わ な け れ ば な ら な い症例 に お い て は、 カ ラ ム 内 で の 血液停滞時聞が延長 し 、 カ ラ ム

内凝固の可能性が高 く な る 。 再循環でカ ラ ム 内 の血流量 を 増 や す こ と は 、 低流量で施 行す る 場合

に 特 に 有効 で あ る と考え る 。 ま た 、 脱血不良 に よ り 、 血液ポ ン プが停止 し て し ま い 、 脱血不良状

態の解除作業 を 必要とす る 場合 は 、 再循環用 ポ ン プ を 使用 す る こ と に よ り カ ラ ム 内 の 血流 を 止 め

る こ と な く 、 脱血不良状態 の 解 除作業が行える 。 そ の こ とが治療 中 止症例 の発生 し な か っ た 要因

の一つ で も あ る と考え る 。 今 回 、 脱血不良 を 血流量30ml/min以下と定義 し た が、 血流量30ml/

mm以上で施 行中 で も 、 途 中 で脱血が 困 難とな り 脱血不良状態 の 解 除作業 を 必要とす る 場合 も し

ば し ば見 ら れ、 実際 は か な り の頻度 で脱血不良状態 は起 き て い る といえ る 。

最終的 にカ ラ ム の凝固が起 こ り 治療 を 中 止 し て し ま う 例 で も 、 再循環 回 路 を 使用 し 、 カ ラ ム を

バ イ パ ス す る こ と に よ り 、 回 路 内 の 血液 だ け で も 返血す る こ とが可能と な る 。 症例 に よ っ て は 、

貧血があ る こ と も 多 く 、 返血 を 断念す る こ とは 、 血液の損失 に つ な が る 。 ま た 、 治療 を 途 中 で 中

止 し たとい う 事実が患者様の精神 的不安な ど に も 結 びつ く と考え ら れ る た め 、 回 路 内 の 血液 だ け

で も 返血す る こ とで、 少 し で も 患者様の負担 を軽減 さ せ る こ とがで き る と考え る 。

し か し 、 カ ラ ム 内 を 再循環 さ せ る こ と に は 、 デメ リ ッ ト も 存在す る 。 カ ラ ム の 除去性能 は 、 血

液流速 に よ り 変動す る た め(高流速 ほ ど除去効果が低下 を 示す) 2)再循環 を 行 う こ と に よ り カ ラ ム

内 の流速が速 く な る こ と は 、 除去性能へ影響す る 。 篠田 ら 3)の検討 し た in vitro に よ る 牛血 を 用

い た 血液流速 に よ る 白 血球除去性能への影響で は 、 カ ラ ム 内 の 血液流速 を 50.0%上げ る こ と に よ

り 、 全体の 平均除去率 が約4.9%の低下 を 示すと報告 さ れ て い る 、 カ ラ ム 自体の 除去能力 が高 い

た め 治療効果への影響 は 、 当 院 に お い て 今のと こ ろ 見受け ら れて い な しh

LCAPì治療 を 開 始 し た 当 初 、 エ ア ー 返血法 を 採用 し 施 行 し た と こ ろ 、 安全上好 ま し く な く 、 生

理食塩水返血 に切 り 替えた が、 そ れ に よ り 穿刺部の痔痛や発赤な どの症状(L群1.2%) を 経験 し た 。

ま た 、 山家 ら 4) は 、 生理食塩水 に よ る 返血法 で の 副作用症状発生率 は 58.6%で あ る と報告 し て い

る 。 当 院で は 、 デキ ス ト ラ ン な ど新 た に輸液製剤 を 使用 せず、 再循環 回 路 を バ イ パ ス 回 路と し て

利用 す る こ と に よ っ て脱血・送血 回 路内 の み は 生理食塩水置換が、 カ ラ ム 内 はエ ア ー に よ る 返血

が可能と な っ た 。 そ の こ と に よ り 、 血管刺激物質 ( セ ロ ト ニ ン・ ト ロ ン ボ キ サ ン ) や 白 血球の再放

出 な どの発生抑制 が な さ れ血管痛 な どの 返血時 に発生す る 副作用 を抑制 し て い る と考え ら れ る 。

今回 の 検討か ら も R群 に お い て は 、 返血時症状の発生例 は 、 一例 も 無 く 返血時 に お い て の有用性

も 示唆 さ れ た 。

v. おわりに

通常LCAP法と再循環LCAP法 で の 副作用 の 発生率 を 比較検討 し た 。 通 常LCAP法27.9%、 再循

環LCAP法14.8%と、 再循環LCAP法 は 通常LCAPi法 に比べて 副作用 の発生率が低 く 、 ま た 返血時

に血管痛な ど の 副作用の発生 も なく安全 に 返血が行え、 通常LCAP法 よ り 安全で有効で あ る こ と

が示唆 さ れ た 。
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演題2ペースメーカー外来業務の現状

1 . はじめ に

名古屋第二赤十字病院|臨床工学部 杉 浦 裕 之

山田悌士、 薗田 誠、 東 和 美 、 江向光希子
新居優貴、 倉地寛美 、 水野雄介、 五藤輝彦

近年 、 医 工学技術 の 進歩 に よ り 、 ペースメーカ の機能 は 高 度 に な り 、 ペース メー カ を 植込 む患

者 は年々増加傾 向 に あ り ま す。 そ の 為 、 ペース メーカ 植込み患者の管理 を 専 門的 に 行い、 長期的

に 安全性 を 向上 さ せ、 効率よ く情報や技術 を提供す る こ と が必要です。 ま た200 2 年 度 の診療報酬

改訂 に よ り 、 ペース メー カ 移植術及 び電池交換術 に 関 す る 施設基準 に 臨床工学技士の l 名以上 の

常勤が明記 さ れ ま した。 当 施設で も 以前 ペー ス メー カ 外来 は 、 メ ー カ ー ・業者 に 依頼 し て チ ェ ッ

ク を 行 っ てい ま したが、 2001年 度 4月 よ り メー カ ー ・ 業者サポー ト 下 に 臨 床 工学技士 に よ る ペー

ス メー カ 外来業務 を 開始 し ま した。 今 回 、 当 施設に お け る ペース メー カ 外 来 の 現状 と 問 題点 に つ

いて報告 し ま す。

1 1 . 植込み件数

当 施設で の過去 3 年の 年 間 ペ ー ス メー カ 植込み件数 は 、 200 3年が112 件(新規69件、 交換43件) 、

2004年が106件(新規58件、 交換35件、 CRT13件) 、 2005年が117件(新規64件、 交換36件、 CRT17

件) 、 2006年6月 1 日 ま でが56件(新規2 8件、 交換2 3件、 CRT 5 件) 0 (図1 参 照)

ペースメーカ ICD 
120(1 4・・・

80 悶W171ilU 
30 
25f 11 1 1  130 
|牌IU IU盆40r 11 11 u LJ....l 

20HÎ431門351 Hぉ|
。 H15 H16 H17 

口交換ロ新規圃Bi

|函 15 
10 
5山�μ:Jμ6

H18 (6月1日) 。 H15 H16 H17 
口交換口新規

図 1 . 植込み件数 (交換含む)

H18 (6月1日)
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1 1 1 . 外来体制 ・ 間隔

外来体制 は 、 現在ベ ー ス メ ー カ が約80�90人/月、 ICDが約25�35 人/月 を 臨床工学技士 1 �

2 名 、 メ ー カ ー・ 業者 1 � 2 名 で 行っ て い ま す。

外来 日 は 、 毎週火曜日 の 午前 ( 9 : 00� 12 : 00) メ ー カ ー 別 に 、 第 1週 が ゲ ッ ツ ブ ラザ ー ズ 、 第

2週 が 日 本 ラ イ フ ラ イ ン 、 第 3週 が 日 本 メ ド ト ロ ニ ッ ク 、 第 4週 が そ の 他 (ガ イ ダ ン ト・ エ ラ メ

デイ カ ル・ ビ タ ト ロ ン・ ピオト ロ ニ ッ ク ) に 分 け て 行っ て い ま す 。 ま た 午後 ( 1 3 : 00 � 1 6  : 00) 

ICD外来 を 行 っ て い ま す。 ( 図 2 参 照 )

外来 間隔 は 、 新規・ 電池交換後 は 1ヶ月以内 に チェ ッ ク を 行い 、 異常がな け れ ば 6ヶ月間隔 の

外来管理 に な り ま す。 そ の 後 、 電池電圧 の低下・ リ ー ド 抵抗 の 変化 な どがあ れ ば 3ヶ月、 1ヶ月

と外来 間隔 を 短 く し て い ま す。

ペースメーカ

火曜日午前(9:00-12:00)

第1週目・・・ゲッツブラザーズ

- 第2週目・・・日本ライフライン

- 第3週目・・・日本メドト口ニック

- 第4週目・・・その他

(ガイダント、エラメデイカル、

ピタトロン、ピオトロニック)

ICD 
火曜日午後(13:00-16:00)

・ 第1週目・・・日本メドトロニック

ゲ、ツツブラザーズ

- 第2週目・・・日本メドトロニック

日本ライフライン

- 第3週目・・・日本メドト口ニック

ガイダント

図2. 外来日

IV. 当施設の ペ ー スメーカ舛来の流れ

① 外来 に て受付

②12誘導心電 図 、 胸 部X線写真 (現在 は患者の検査待 ち 時 間短縮 の 為 、 リ ー ド 抵抗 、 闘値 の急

激な 変化が な け れ ば行っ て い ま せ ん。 )

③循環器外来 で プ ロ グ ラマ ー に よ る 検査

④デー タ 整理・ 次 回 外来予約

① 外来終了

③ ・ ④ が臨床工学技士 の 行っ て い る業務です。

V. 外来業務

基本的 に 臨床工学技士 が プ ロ グ ラマ ー操作 を 行 い 、 現在 の状態・ 電池寿 命・ リ ー ド 抵抗・ペ ー

シ ン グ関値・ セ ン シ ン グ闘値 の測定 を し ま す。 設定やモ ー ド変更があ る 場合 に は 、 外来 の 医 師 に

報告 し 設定変更 を 行っ て い ま す 。 ま た 患者指導・ デー タ 整理 ( カ ル テ・ ペ ース メ ー カ 手帳へ の 記
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入)・ 次 回 の 外来予約 を 行 っ て い ま す。 メー カ ー・ 業者 に は 、 臨床工学技士 へ の ア ド バ イ ス な ど

を 行っ て も ら っ て い ま す。

VI . 問 題点 と対策

当 施設 で は 、 初 め 1 名 の 技士が半年 間 ぐ ら い お試 し で外来業務 を 行い 、 そ の 後 ス タ ッ フ 全員

で 1 年半 ぐ ら い外来業務 を 交代で、行っ て い ま し た 。 し か し 当 施 設 の 植込み型ペ ー ス メ ー カ の採

用メ ー カ ー は 7 社 あ り 、 取 り 扱 う ベ ー スメ ー カ の 機種 は 数十機種と非常 に 多 く 、 プ ロ グ ラマ ー

も 9台 あ り ま す 。 そ の 為 、 全員 がすべ て の プ ロ グ ラマ ー 操作 や 特殊機能 を 理解す る の が困難 で

し た 。 そ の対策と し 第 1週 目 はA、 第 2週 目 はB、 第 3週 目 はC、 第 4週 日 は D . Bとい う よ う に

メ ー カ ー ごと に 4 人 の専任技士 を 決 め 、 植込み 時や外来時 に直接 メ ー カ ー 指導 を 受 け る こ と に

よ り 、 プ ロ グ ラマ ー 操作と知 識 を 習 得 さ せ ま し た 。 そ の か い あ っ て 、 メ ー カ ー 無 し で も 外来・

救急外来・ 手術時の緊急ペ ー スメー カ・ ICD チェッ ク や 設定変更が院 内 ス タ ッ フ の み で対応が可

能 に な り ま し た 。 ま た 他 の ス タ ッ フ も ベ ー スメ ー カ の 知 識 を 一 定 の レ ベ ル に 保 つ た め 、 月 に 1

回 (可 能 の 場合 は 2週 間 に 1 回 ) の ベ ー ス で 、 院 内 で各 メ ー カ ー の 勉 強 会 を 行 い 、 日 本・ 愛知 県

臨床工学技士 会主催 の 勉強会 に も 積極 的 に 参加 し ま し た 。 現在 はICD . CRT . CRT-D の 勉強会

を 開催 し て い ま す。

V11. 結 語

メ ー カ ー ごと に 技士 を 決 め る こ と に よ り 、 プ ロ グ ラマ ー 操作 の 習 得が可能 に な り ま し た 。 ま

たメ ー カ ー と 同 等 な 、 知識や技術が必要 な 為 、 今後 も 院 内 勉強 会 を 継続 し て い き た い です 。 最

後 に 全員が プ ロ グ ラマ ー 操作 を 習得 で き る こ とが今後 の課題です。

9 
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演題3前額部センサによるSp02計測の臨床的意義

一臨床使用における実際と解析一

1 . はじめ に

中 井 浩 司 1 )

渡溢晴美 1 )、 高橋幸子 1 )、 宮本浩三 1 )、 土井 厚 1 )
沖島正幸 1 )、 花隈 淳 1 )、 森下雄亮 1 ) 、 平手裕市 2 ) 

1)名古屋披済会病院 |臨床工学部

2 )名古屋披済会病院 心臓血管外科

パルス オ キ シメータ は採血 を 必要 と せず、 非侵襲的、 連続的かつリアルタ イ ム に 動脈血の 酸素

飽和 度 を 測定す る 装置 と し て 医療現場 にl幅広 く 普及 し てい る 。 センサ は大 き く 分 け て 透過型 と 反

射型 に 分類 さ れ る が、 中で も 最 も 普及 し ている の は手指や足祉に 装着す る 透過型 の 指尖部センサ

で、 当 院 に おいて も 患者の呼吸・ 循環動態 を 知 る モニタリン グ方法 と し て 指尖部センサが最 も 使

用 さ れて い る 。

一方、 現在有用性が認め ら れつ つあ り 、 臨床応用 さ れて き てい る 反射型 セ ンサ は 、 前額部に装

着 し て 使用す る も の であ る 。 こ の 前額部センサ に よ る Sp02 測 定 は 、 指尖部センサ比べ、 血液循

環時 間 の 差 に よ っ て生 じ る 変化 の遅延が少 な い点l、3) と 末梢循環不全のあ る 患 者 に お い て も 測定

が可能2 . 3. 4)であ る 点 で優れている と さ れて お り 注 目 さ れて い る 。

しか し 現実 に 、 ランニン グコス トで考 えた場合、 前額部センサ は 、 我々が よ く |臨 床 使用 し てい

る 指尖部センサ に比べる と か な り 割 高 であ る 。 加え て 、 2006年度 医科保険点数の算定 に よ る と 、

臨床現場で、のSp02 計測 は センサの種類お よ び装着部位 を 問 わ ず 、 保険点数が一律30 点(I 日 に つ

き ) と 低 く 、 さ ら に 人工呼吸器装着患者( 5 時 間 を 超 えた場合、 1 日 に つ き745点) に 対 し て の使用

は 、 人工呼吸器の所定点数 に 含 ま れ る こ と か ら 、 医療経済的理由 に よ り 、 前額部センサ の 使用 は

コス トがかか り 、 病院経営上、 指尖部センサ を 使 わ ざる を 得 ない状況 にある 。 当 院 に おいて も 指

尖部センサが第一選択 と し て 使用 さ れ、 前額部センサ の普及 に は至っ ていない。 と は言 う も の の 、

実際最 も 利用 さ れてい る 指尖部センサ は 、 果た し て 医療現場で問 題 な く 適切 に 使用 さ れて い る の

だ ろ う か。 前述 した と お り 、 センサ装着部位の違い に よ り 反応 時 間 に 差が生 じ る な ど、 使用上注

意 を 要す る 症例 も あ る と 考 え られ、 当院での実際 の |臨床現場 に おいて 、 装着部位 に よ る 違い を 比

11変 し+食言す した。

1 1 . 目 的 お よ び対象

我々 は以下 の 日 常的 な Sp02 測定 に お け る 前額部センサ と 指尖部セ ン サ で の 同 時測 定 を 行い 、

比較検討 した。
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1 . 関心術後抜管せず、 ICUへの移動中 は アンピ‘ ュ ー バ ッ グ に よ り 呼吸管理 を した患者のSp02

経時的変化( 2 例: case A、 B)

2 . 関心術後抜管し、 ICUへ の 移動中は 自 発呼吸下でリザー パ ー マ ス ク に よ り 呼吸管理 を した

患者のSp02 経時的変化( 1 例: case C) 

3. 関心術後 、 ICU に て 人工呼吸器管理中(挿管中) の 患 者 の吸疾操作 に お け る SpOz経時的変

化(1 例: case D)  

1 1 1 . 方 法

1 . 機 材

a)測定機器: Nellcor Puritan Bennett社製N-550

b ) セ ン サ: Nellcor前額部センサMax-Fast(以下H) と 指尖部センサD-25(以下手指お よ

び足E止に装着した場合 を それぞれF、 T) を 使用。 前額部セ ン サ は 反射型 セ

ンサ で近接した 同 一平面 に 発光部 と 受光部が配置 さ れ、 前額部の 平 坦 な 組

織表面 に 装 着して反射光 と 散乱 光 を 検出 す る 構造。 指尖部セン サ は 透過型

で、 発光部 と 受光部で手指お よ び足祉の組織 を 挟 む構造 に な っ てい る 。

c ) 解析ソフ 卜 : Nellcor Sat-Collector 

2 . 解析方法

前額部 と 指尖部で、SpOz 同 時測 定 を 行い、 それぞれのSpOzの最大低 下値(%) と Sp02 95% を

基準値 と して設定し、 基準値 ま で低下 す る 時 間(秒) を 測定した。

前額部センサMax-Fastは 眉の 少し上 、 発光部 と 受光部が眼筒上動脈の真上に な ら な い よ う

に 若干外側か ら 装着し、 浅側頭動脈 に 近づけ な い よ う に 注意した。 ま た、 静脈の う っ 血 に よ る

静脈拍 動 や 浮腫 の 影響5. 6)を防 ぐた め 、 必ずヘ ッ ド バン ド を 使用して セ ンサ に 軽い圧迫を加 え

た。

指尖部センサD-25 は 手 指 お よ び足祉に 装着し、 外か ら の 光 を遮断し、 発光部の 光軸が受光

部に 合 わ さ る よ う に 装着した。 写真1 は センサの形態 お よ び測定風景を 示す。

写真 1 . セ ン サ の形態お よび装着部位 と 測 定風景

11 
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3 .  Nel lcor Sat -Col lector に よ る解析例

今 回我 々 が用 い た 比較解析の た め の 方法 を 説明 す る た め に 、 成 人男性Sp02変化 の 一例 を 図

1 に示す。 グ ラ フ は上か ら Sp02、 Pulse Rate (脈拍数) 、 Amplitude (脈波の 振幅) の 変化 を 表 し 、

横軸に 経過 時 間 を 示 す 。 被験者 に は 約60秒間 息 ご ら え を し て も ら っ た 。 被験者 は HSp 02 、

FSp 02と も に 安静時 で は 99%、 息 ご ら え に よ っ て 95% ま で低下 す る 時 間 は 、 FSp 02で42秒、

HSp02で26秒で あ っ た 。 FSp02で は息 ご ら え に よ っ て 84% ま で の低 下 に 留 ま っ た が、 HSp 02

で は 75% ま で 大 き く 低下 し た 。 さ ら に 呼吸 を 再 開 し て か ら の 変化 は 、 HSp02 で 、 よ り は や く

上昇が確認 さ れ た が、 一方、 FSp02で は 呼吸再開後 も 下が り 続 け て い る こ とが分か る 。

こ の 時点、で、HSp02 の 測定がFSp02で の 測定 よ り も 、 よ り は や く 変化 を 捉 え て い る こ とが確

認で き た 。

同様の解析手段 を 利用 し て 、 実際の 医療 の現場 に お け る 前額部セ ン サと指尖部セ ン サ で の 比

較結果 を 以下 に示す。

市00
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図 1. Nellcor Sat - Collectorによる解析結果成人男性Sp02変化の一例

IV . 結 果

1 . 行為 1 : case A 

ア ン ビ ュ ーパ ッ ク に よ る手術室か ら ICU ま で の約16分間 の 移動 中 の 変化 を 図 2 に 示 す。 セ ン

サ は 前 額部と足Rl上に装着 。 ア ン ピ、ユ ー バ ッ ク で の移動前 はFiOzl.O で の 麻酔器管理 を し 、 移動

後 はICU でFi020.6 に て 人工呼吸器管理と し た 。 Sp02の安定期 か ら 基準値 95%ま で低 下 す る 時

間はHSp02で36秒、 TSp02で は約 3 倍の 120秒で あ っ た 。 最大低 下値 は HSp02で77% ま で大 き

く 低下 し 、 TSp02で84% ま で の低下 に 留 ま っ た 。
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図 2. 術後移動時の ア ン ビューバッ ク によ る呼吸管理 (case A) 

2 . 行為1 : case B 

ア ン ビ ュ ー バ ッ ク に よ る手術室か ら ICU ま で約 8 分 間 の 移動 中 の 変化 を 図 3 に 示 す 。 セ ン サ

は前額部と足祉 に装着。 ア ン ビ、ユ ーパ ッ ク で の 移動前 は FiOz1 .0 で の 麻酔器管理 を し 、 移動後

はICUで、Fi020.6 に て 人工呼吸器管理と し た 。 前述のcase 同様、 HSp02がTSp02 よ り も 、 よ り

早 く 変化 を 捉 え て い る こ とが分か っ た 。 安定期 か ら 基準値95% ま で低 下 す る 時 間 は HSpOzで

40秒、 TSpOzで は 約 2 倍の80秒で あ っ た 。 最大低下値はHSp02、 TSpOzで差は 聞 かず、 92%、

93%の低下 に留 ま っ た 。

アンピ、ユ日バザタで移動申
、�

ICU 
人工呼吸器装著Fi020.6で開始

'''-03 1ð:1。

図 3. 術後移動時の ア ン ビューパック によ る呼吸管理 (case B) 

13 
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3 . 行為2 : case C 

手 術 室 で抜管後 、 自 発呼吸下 で、 02 100%の リザ ーパ ーマ ス ク を 装着 し 、 ICUへ約 8 分間の

移動 中 の 変化 を 図 4 に 示す。 セ ン サ は前額部と足踏上に装着。 安定期 か ら 基準値 95% ま で低下す

る 時間はHSp02で 181秒 (約 3 分) 、 TSp02で倍に近い 327秒 (約 5 分30秒) で、 双方 に 約 2 分30

秒の 聞 き が生 じ た 。 最大低下値 はTSp02で95%、 HSp02で は 、 早 い段 階 で 9 1 % ま で の 低 下 を

見 た 。
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園4. 術後移動時の リ ザーパーマスク による 呼吸管理(case C) 

4. 行為3 : case D 

与a
i::: 

人工呼吸器管理 中 の 患者 に お け る 吸疾操作 で のSp02経時変化 を 図 5 に 示 す 。 人工呼吸器の

設定条件は Fi020.4、 換気モ ー ドPCV、 設定吸気圧 18cmH20、 PEEP 5 cmH 20、 設定呼吸 回 数

7 回 /min。 セ ン サ は前額部と手 指 に装着。

( 1 )吸疾前02Flash操作 な し 開放式吸引 吸疾時 間34秒 ( 図 5 ( 1 )) 

( 2 )吸疲前02Flashあ り FSp02の 上昇確認後 開放式吸引 吸疲時間44秒 ( 図 5 ( 2 )) 

( 3 )吸疲前02Flashあ り FSp02の上昇確認後閉鎖式吸引 吸疾時間34秒 ( 図 5 ( 3 )) 

( 1 )HSp 02 で 1 00 % か ら 94 % ま で 低 下 し 、 FSp 02 で は 9 7 % か ら 94% ま で 低 下 し た 。 ま た 、

FSp02 はHSp 02 に 対 し て 、 30秒の反応遅延 を 生 じ 、 さ ら に HSp02 は 吸疲中 に 低 下 し 始 め

た が、 FSp 02は 吸疾終了 後 か ら 低 下 し始め た 。

( 2 )HSp 02の み 3 %低下。

( 3 )HSp 02、 FSp02と も に 変化 を 示 さ な か っ た 。



Vol . 1 6  愛知県臨床工学技士会誌

|第 1 6回愛知県臨床工学技士会学術大会 (2006.6.4酷鶴友会館) I 

出

: 102' 100% Flash鵬|

品ムム=
罷

nu
 

明白FZ
 

nu
 
nr

 
柄、ωH

 
一一一一一一一一一一
}
湖一一

縮問 問

( 3)吸1実前FiOt:l.O閉鎖式吸事

Jl品工士一

図 5. 人工呼吸器管理中における 吸療方法の違いにい る Sp02経時変化 (case 0) 

察V. 考

今 回 、 検討 し た すべ て の 日 常 的 な 医療 行為 に お い て 、 指尖部 セ ン サ は 前 額 部 セ ン サ に 比べ、

2 に お い て は 、 SpOz低下 が発現す る 時 間 に 明 ら か な 遅れ を 生 じSpOzの 変化が小 さ く 、 行為 1 、

こ の こ とは不適切 な 呼吸補助 に よ る 低酸素血症の 過小評価や発現 に対す る 発見の遅れ をて い た 。

招 き 、 指尖部セ ン サ を 使用 す る 上 で充分な 注意 を 要す る と思 わ れた 。

一方、 前額部セ ン サ は 、 末梢循環不全 を 認め る 場合 に お け る 指尖部セ ン サ で の測定不能時で も 、

モ ニ タ と し て信頼性が高脳組織 を 濯流す る 動脈血 中 の酸素飽和 度 を 反映 し た 測定値 が得 ら れに

く 、 充分に そ の 活用 が期待 さ れ る 。

論Vl. 結

前額部 に よ る 測定 は 指尖部 で の 測定 に 比べ、 SpOz変化 を よ り 鋭敏に捉えしへ呼吸状態 の悪化

を 遅延 な く 発見 で き る 。 今 回 、 呼吸管理 を 必要とす る 患者 に 対 し て 日 常的 に よ く 行わ れ る 医療行

為 中 の 検討 を 行っ た が、 少 な い症例 に お い て も 前述の傾向が見 ら れ、 臨床 的 な意義 を 認め た 。 生

体に お い て 最 も 低酸素に 暴露 さ れ る こ と を 嫌 う 臓器 は脳組織 で あ り 、 SpOz低 下 の 評価 に は 前 額

部セ ン サ が よ り 有用と思 わ れ る 。

15 

し か し 、 使用 に あ

た っ て は 、 そ の特性 を 認識 し た う えでの使用 が望 ま れ、 呼吸・ 循環動態等、 患者観察か ら 得 ら れ

る 情報 を 充分 に 踏 ま え、 指尖部 セ ン サ に よ り 計測 さ れた値を 評価すべ き で あ ろ う 。

指尖部セ ン サ は前額部 セ ン サ に 比べ、 安価で使い慣れ、 広 く 普及 し て い る 。
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演題4当院におけるME機器中央管理の現状について

1 . はじめ に

石 田 沙 織 1 )

石 川隆志1) 、 山内章弘j) 、 海江田 章 1 ) 、 豊崎正 人 1 ) 、 三津健治 1 ) 、 榊原未和 j)
池田智子 1) 、 杉森美幸 1 ) 、 山 本 賢 1 ) 、 中島 歩 1 ) 、 服部良信 2 )

1)藤田保健衛生大学病院 ME管理室

2 )藤田保健衛生大学 医学部 呼吸器外科

当院ではME機器の 安全性及び信 頼性の確保 と 共 に 、 医 療 従事者への 教 育 活動 に 寄与 す る こ と

を 目 的 と し て2001年 4月 に ME管理室が開設 さ れ 5 年 が経過 した。 2005年 4月 に は 改正薬事法が

施行 さ れ医療機器の安全対 策 の抜本的見直 し が行われる な ど1 ) 医療安全 の 意識が高 ま る 昨今、 質

の 高い、 安全な 医療 を 提供す る 上 で 臨床工学技士の 果たす役割 は 非常 に 大 き い と 思 われ る 。 ま た、

間接的 に で はあ る が経済的 な 面 で も 大い に 医療機 関 に 貢献 し 得 る ため 、 そ の 業 績 を 客観的に評価

す る こ と が重要 と な る 。 今 回 我々 はME管理室開設か ら のME機器中央管理の経過 と 現状 に つい

て報告す る 。

1 1 . 方 法

1 .  M E 機器中央管理の経緯

当院では汎用器か ら )11員 に管理の拡大 を 進め て き たが、 そ の 経緯 を 以下 に示す。

1989年 4月 救命救急 セ ンタ 一 人工呼吸器保守 ・ 点検

1992 年 4月 一般病棟成 人用人工呼吸器保守 ・ 点検

2001年 4月 ME管理室開設

人工呼吸器中央管理

200 2 年 4月 輸液ポンプ・ シリンジポンプ中央管理

11月 除細動器中央管理

200 3年11月 低圧持続吸引器中央管理

2005年9月 AED導入・ 中央管理

2006年 3月 経腸栄養ポンプ中央管理

2. 管理システ ム

当 院 で は rFile Maker Pro 6 ，] を用いてM E 機器管理データベース を 作成 し 、 管理機器台帳、

貸出・ 返却、 点検、 院内外修理 ・ 不具合履歴 を 管理 し 、 機器の稼働率の把握や購入 ・除却等 を

行 っ て い る 。 除細動器 は 各部署 に 常時設置 し 、 他の機器の貸出 は 救 命救急 セ ンタ ー や NICU な

17 
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どの特種病棟 を除 き 使用後返却 を 原則 と して中央管理 を行っ て い る 。

1 1 1 . 結 果

1 . 機種の統一化

従 来 、 新規機器の購入 の 際 に は 各診療科の 医師や看護師 に よ り 機器の選定がな さ れて き たた

め 、 病院全体 と して 見 る と 機器の統一性が な く 、 中央管理開始 当初の機器の種類 は 合計で70機

種であっ たO そ のため機器の操作性 も 統ー さ れず 、 機器 と 消耗品の組 み 合 わ せ も 多様 であ り 、

操作 ミ ス や 組 み 合 わ せ 間 違い な どが発生しやすい環境 と な っ ていた。 2006年 5月現在、 機器の

種類 は合計38機種へ と 減少し、 特 に 汎用性の 高い輸液ポンプ、 シリンジポンプ で は 大幅 な 機種

の統一化が実現した(図 1 ) 0

2Q06年5月

10 20 30 40 50 60 70 

圃人工呼吸器B鮪液ポンプロγリンジポンプロ除純動器ロ低圧持続吸引器

図 ME機器機種数の推移

2 . 適正保有台数の管理

機器台数の増減の決定 は 、 主 に稼働率 を 元 に行 う の が理想的であ る が、 各病棟 に おい て 使用

後返却が必ずし も 守 ら れ て い る わ け で は な く 、 実際 に は貸 出 率 と して の 把握しかで き てい な い

の が現状である 。 図 2 に2005年度の機器の貸 出 率 を 示す。 年 間平 均 は 人工呼吸器78%、 輸液ポ

ンプ94%、 シリンジポンプ93%、 低圧持続吸引器75%であ っ た。 貸 出 回 数 は 増加傾 向 にあ り

(図 3 ) 、 特 に貸 出 率が90 % を 超 えた輸液ポンプ、 シリンジポンプに つい て は需要が増し て お り

不足状態 と な る 日 も あ っ た。 使用後返却の徹底 も 呼 びか け て い る が平均貸 出 日 数 はいずれの機

器 も10 �13 日 程度 と な っ て お り 改 善 さ れて お ら ず(図 4 ) 、 台数不足が頻繁 に 起 こ る と 抱え 込み

現象が発生し悪循環 と な っ た。

以上の こ と か ら 更 に保有台数の調整 を 行 っ た結果、 2006年 5月現在の現行運用台数 は 人工呼

吸器55台、 輸液ポンプ2 2 3台、 シリンジポンプ117台、 除細動器41 台(AED6 台 を 含 む ) 、 低圧

持続吸引器43台、 経腸栄養ポンプ142 台の合計621台 と な っ てい る (図 5 ) 。



愛知県臨床工学技士会誌 Vol 目 1 6

| 第1 6回愛知県臨床工学技士会学術大会 (2006 .6.4 胎 鶴友会館) I 

(国)
100 

80 

60 

40 

20 

(日}
16 

14 

12 

iO 

一L .\ . .一で戸:，;" ..- --...:1守之±工・ -1 4 い一円γ\
. 』ーも- ・.-.. ・-----.--〆. 屯

4.}l' 5J! 5月 7A 8ft 9}l' 10月11月12A lA 2月 3A

一+一人工呼唖置

・ 繍様ポンプ

一合-"/リンソポンプ

・ 低圧神続胆引器

図 2 2005年度ME機器貸 出 率

Jd今R一
一ー.�

2003年度 2004年度 2005年度

図 4 平均寛出回数の推移

--+-一人工呼唖器

ー .�穣ポンプ

ー『舎一γリンジポンプ

手 ・ト 伝圧符臨援引器

3 . 保守管理

(図)
8000 

{台1
200 

200 
100 

図 3 年間質出回数の推移

図 5 M E機器台数の推移
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安全性の確保 と 使用現場 に お け る 故障 を 最小限に す る た め に は、 定期的 な 点検 と 予防保守が

重要で あ る 。 以下に 当 院 に おいて 行 っ て い る ME機器点検の種類 と 頻度 を 示す。

人工呼吸器:使用後 点検、 使用中点検、 定期点検( 3ヶ月毎 ま た は200 時 間 の 動作) 、 予

防保守点検

輸液ポ ン プ:使用後点検、 定期点検(6ヶ月毎)

シリンジポンプ:使用後点検、 定期点検(6ヶ月毎)

除 細 動 器: 日 常点検(原則 と し て 1週 間毎に 各設置部署が行 う ) 、 定期点検(6ヶ月毎)

低圧持続吸引器:使用後点検、 定期点検(6ヶ月毎)

経腸栄養ポンプ:定期点検( 1 年毎)

そ の 他、 不具合時の 依頼点検、 修理後点検や納品時点検 は随時行 っ てい る 。 点検回数は管理

台数の 増加に伴い増加 し て お り 、 人工呼吸器 は 他 に 比べて点検 間隔が短い た め総点検回 数の

50 %以上 を 占め て い る (図6 ) 。

修理 回数は年々減少 し て お り 、 2005年度 は!愉液ポンプでリコールがあ っ た た め院外修理が増

加 し てい る が、 約80 % は院内修理で対応 が可能であ っ た(図7) 。

19 
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図 6 点検回数の推移
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図 7 修理回数の推移
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病棟 に お け る ME機器 に 関 す る トラブル対応件数は、 人工呼吸器 と 生体情報モニター に 関 す

る 依頼が大部分 を 占 め て い る (図8 ) 。 トラブル内容 と して は、 アラーム発生時の 対応 や 設定 間

違い、 心電図や血圧波形が出 な い な ど と い っ た病棟内で対処可能であ っ た も の が最 も 多 く 、 次

いで使い方がわ から ない な ど取扱説明 を 行 っ た も のが多 く な っ て い る (図9 ) 。 実際 に院内外 で

修理や調整が必要で あ っ た も の は 年々減少して お り 、 2005年度 で は14%で あ っ た。

ME管理室が こ れ ま で に 開催した勉強会 は2006年5月現在で合計44回 と な っ た 。 2005年 度 は

病院機能評価の受診 によ り 病院全体の勉強会が多 く 開催回数が減っ て し ま っ た が、 当初は大規

模 な 勉強会が多 か っ た の に比べ、 近年 は 小規模化して 回数を増やすよ う にしてい る (表1 ) 。 こ

れ は実技 を メイン と した 指導 を 行 う た め であ り 、 新規採用者 を 中心 と した 汎用器で あ る 輸液ポ

ンプ・ シリンジポンプの取扱い説明 会 に始 ま り 、 各病棟単位 で の 人工呼吸器や除細動器の取扱

い説明会が多 く な っ てい る 。
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表1 ME機器に閲す る勉強会の開催

開催回数(回) 述べ参加人数(名) 平均参加人数(名/回)

2003年度 12 958 80 

2004年度 18 514 29 

2005年度 7 213 30 

2006年度 7 121 17 (5月現在)

a同b‘ 計 44 1，806 

IV. 考 察

機種 の 統一化が も た ら す 効果と し て は 操作が標準化 さ れ る こ と に よ る 安全性の 向上 だ け で な

く 、 消耗品 の種類 の 減少 に よ る 在庫管理の簡素化や コ ス ト 削 減、 保守点検 に お け る 専門性の向上

があ る 。 ま た こ の こ と は修理件数の 減少や耐周年数の延長 に も つ な が る 九特 に 院外修理件数 を

減 ら す こ とで修理 コ ス ト の 削 減と機器のダウン タ イ ム 短縮 が期待 で き る 。 限 ら れた 機器 を 効率良

く 使用 す る こ と は経済面で も 重要 で あ り 、 施 設の規模 に よ っ て は ア ウ ト ソ ー シ ン グや リ ー ス 契約

な ど も 効果 的 で あ る と思 わ れ る 九

ま た 、 ト ラ ブ ル 原因 の多 く が使用 者の 知識不足 に よ る も の が多 く 、 安全管理室 や看護部と連携

を 取 り 、 更 に 勉強会 を 充実 さ せ る こ とが必要と思 わ れ た 。 し か し 、 すべて を ME管理室 で 行 う こ

と は 人 的 に も 時 間 的 に も 困 難 で あ る 。 各部署でME機器担 当 の看護 師 を 配置 し て 指導者と し て の

研修 を ME管理室 で行い 、 こ の 担 当 者が各部署 を 教育す る とい う 方法 を 取 り 入 れ る こ と に よ り 効

率 的 な 教育が行え る と思 わ れ る 。 そ の他、 勉強会の効果 を確認す る シ ス テ ム や夜間 の緊急性の 高

い ト ラ ブ ル に も 対応 で き る 体制 を 作 る こ と、 ト ラ ブ ル 内容 を 更 に 分析 し て ト ラ ブ ル対応マ ニ ュ ア

ル を 作成す る こ と な どが必要 で あ る と思 わ れ た 。

v. おわ り に

今 回 、 当 院 に お け る ME機器 中央管理の経過と現状 に つ い て報告 し た 。 ME管理室 開 設か ら 一

定の 効果が見 ら れ た が、 改善点 も 残 さ れ て い る 。 ME管理室 は直接 の 収益部門で な い だ け に 、 こ

う し た客観的評価は非常 に 重要で、あ る 。 今後 は バ ー コ ー ド に よ る ME機器とそ の消耗品 な ど の 管

理 を 行う こ と に よ り 、 効率的 な 運用と、 よ り 具体的 な 評価 を 行う とと も に 、 ト ラ ブル件数の多い

生体情報モ ニ タ ー を は じ め 、 中央管理機器 を 拡大 し 院 内ME機器 の 情報管理と安全管理 に 努 め て

い く 考 え で あ る 。
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演題5 メタ ノ ール 中 毒患者にH D を 行 っ た 1 例

豊橋市民病院 臨床工学室 高 橋 紀 幸

1 . はじめ に

燃焼用 アルコー ル を 誤飲し、 意識 レ ベル低下 に て 当 院受診 さ れ緊急HD を 施行した 1 例 を 報告

す る 。

1 1 . 症 例

24歳女性

既 往

現 病

歴 : 特記事項 なし

歴 : 職場 に て燃料用 アルコー ル ( メ タ ノ ール76% 、 エタ ノ ー ル20 % ) を 300 ml ほ ど誤

飲 (11匝吐 あ り 、 こ ぼした量 も あ り 正確な 量 は不明) し意識 レ ベル低下 に て 当 院救

急外来科受診、 ICU入院 と な っ た。

来 院 時 現 症 : 意識 レ ベルJCS 1I -10 、 血圧101/56mmHg 脈拍57/min SP0299% 

呼吸数14/min 体温36.80C

入 院検査成績 : WBC 9150 /uL RBC 514 x104/uL Hb 14.7g/dL Ht 45.3% PLT 27.9 x 

104/uL 好中球 51.8% リンパ球 40 .8% 単球 5.5% 好酸化球 1.2 % 好塩基

球 0 .7% pH 7.345 PC02 38.6mmHg P02 97.0 mmHg HC03 20 .5mmol/L 

SBE-4.2 mmol/L S02 97.1% 総蛋 I�I 8.1g/ dL CK 109IU/L AST 19 IU/L 

ALT 2 3  IU/L LDH 181 IU/L ク レ アチ ニン 0.48mg/dL BUN 12 mg/ dL 

Na 140mEq/L K 3.7mEq/L CI 106mEq/L 総 ピリル ピン 0.3mg/dL

経 過 : メ タ ノ ー ル血中濃度 は 当院 で は 緊急 に 測定す る 事がで き ず、 来院時血液 ガ ス で

ア シ ド ー シ ス 無い も の の 誤飲量 が 多 量(100 % メ タ ノ ー ル で、 失明量10 �15ml 、

致死量50 �200 m!) で あ る 為 ダブルルー メ ン カ テ ー テ ル を 挿入し緊急HD と な っ

た 。 緊急透析 2 団 施 行 (誤飲後およそ 5 時 間 後よ り 4 1J寺 聞 と 前 日 透析終了後25

時 間 後よ り 3 時 間 施行) 。 自 尿 も あ り 、 意識状態 も 改善。 咽頭痛 有 り 耳鼻科11侯

頭 フ ァ イパ ー 施行、 特記所見 なし。 視神経障害 の 有無 の検索 に 眼科依頼、 特記

所 見 無し。 高 濃 度 アルコール に よ る 食 道 、 胃 粘膜障害有無 の検索 に GIF施行 、

軽 度 の 胃 炎 の み。 副作用 も 無 く 第 5 病 日 退院 と な る 。
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川 . 考 察

今 回 の症例 で 中 毒症状が消化器症状の み で軽度で あ っ た の は 多 量誤飲 し た 燃料用 ア ル コ ー ル に

エ タ ノ ー ル が20%含 ま れて い た為 に メ タ ノ ー ル がホ ル ム ア ル デ ヒ ド や 蟻酸への 代謝す る 速度 を 遅

ら せ て い た事と、 誤飲後 早期 にHD施行す る 事がで き た か ら で あ ろ う と考え ら れ る 。

IV. ま と め

メ タ ノ ー ル 中毒 に HD は 有効 な 治療 で あ り 、 医 師 の指示 に 伴 い 、 素早 い 対応 で 施 行す る べ き だ

と考え ら れ る 。
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演題6 透析患 者の皮膚 色につ い て

要 旨

一 皮膚 色の定量的測定と各種生化学

マ ーカーとの関 係 か ら 一

医療法 人光寿会 光寿会 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病院 透析セ ン タ ー 柴 田 昌 典

維持透析患者106名 の 皮膚 の 色調 を コニ カ ミ ノ ルタ社製 の 分光測 色計CR-400⑧で定量的 に 測 定

し た と こ ろ 、 対照患 者 1 37名 に比 し 有意 に 皮 膚 の明度が低い (p <0 .01) こ と が示 さ れ た。 ま た、 こ

の 低 下 と 年 齢 と は 相 関 が な か っ た が、 維持透析 の 継続期 間 の 長 さ と は 有 意 の 相 関 がみ ら れ た

( p <  0 .01) 。 皮 膚 の明度 の 低 下 は 血清 ク レ アチ ニ ン値 と の 聞 に 有 意 の 相 関 が あ っ た が (p < O.ol ) 、

血清 B U N 値 や尿酸値、 あ る い は KT/V値 と の 間 に は 相 関 が な か っ た。 ま た血清インタ ク ト副

甲 状腺 ホ ルモン (intact PTH) 値 や α I お よび ß 2 ミ ク ロ グ ロ プリン ( α l 、 ß 2 MG) 値 と の 聞 に も 有

意 の 相 関 が あ り (p<0.05、 p < O.Ol、 および、p <0 .05) 、 血清 ク レ アチ ニン、 intact PTH、 α 1 、 ß 2 MG

の 高 値 の も の ほ ど皮膚 が黒い こ と が示 さ れた。 ク レ アチ ニン は体 内 でメチル グ アニジン に 代謝 さ

れ、 メチル グ アニジンの約 20 %が血中で蛋 白 と 結合 し た形態 で存在す る こ と を 考慮す る と 、 分子

量がおよそ 1 � 3 万 の 物 質 が維持透析患者 の 皮 膚 の明度の低下 を も た らす原 因 物 質 で あ ろ う こ と

が推測 さ れた。

Key Words :慢性腎不全、 維持透析、 色素沈着、 皮膚 の明度、 分光測色計

はじめ に

維持透析患 者 の 皮膚 に 色素沈着が生 じ、 長期 に わ た り 透析 を 続け る 患者 ほ ど 高 度 と な る 傾 向が

あ る こ と は 臨床的 によ く 知ら れ た 事実 で あ る i 寸 )。 し か し 色素沈着 は 維持透析患者の 予 後 を 左右

す る 因 子 で は な く 、 美容的な 観点以外からは積極的な検討ー や 治療 の対象 と は 考 え られて こ な か っ

た。 色素沈着発生の原因 と し て は、 慢性腎不全の状態 に あ る 透析患者 に おいて増加す る 、 あ る い

は 欠乏す る 種々の物 質 の 関与 が提 唱 さ れてい る がい 6 )、 具体的 に どの 物 質 が ど の よ う に作用す る

の か不明 な 点 が多い。 今回、 維持透析患者 の 皮膚 の 色調 を 色 の 三要素 を 含め て 定量的に 測 定 し 、

そ の な かで も 皮膚 の明度 と 種々の生化学マー カ ーの測定値 と の相 関 に ついて検討ー し、 若干の結果

を 得 た の で報告す る 。

方 法

1 ) 分光測色計 に よ る 皮 膚 の 色調 の定量的測定

す で に 1992 年 に古川 らが透析患者の皮膚の色調 を 分光測定計によ り 定量的に測定 し ている が5 ) 、

我々はよ り 小 型 で 高感 度 の 改 良機種CR-400@ (図 1 、 コニ カ ミ ノ ルタ社製) を 使用 し た。 本機器

に よ る 測 定 の 原理 な ど は 上記 の 文 献 を 参照 さ れ た いが、 1 976年 国 際照明委 員 会 (Commission

25 
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Internationale de l '  Eclairage. CIE) に よ り 規格化 さ れ、 日 本 の]IS規格 で も 採用 さ れ て い る

(JIS Z8729) Lγr表色系 に 従 う も の で あ る 。 色 の数値的定量 は具体的 に は種々の 産業現場で、

た と え ば 自 動車 の 塗料 の 色合わせ、 印刷物の 色管理、 繊維製品の染色 に あ た っ て の 色管理 な ど

に 広 範 囲 に 応用 さ れ て い る も の で あ り 、 色 の 三 属性の明度 (value) 、 色相 (hue) 、 彩 度 (chroma)

を 数値 に 置 き 換 え 、 三次元座標上の一点 と し て どの よ う な 色 も 数値 と し て 記述 で き る と い う 原

理で あ る 。 な おLγV表色系 の う ち L値 は明度 を示す指標 で あ る が、 数値100 が真 っ 白 、 数値 O

が真 っ 黒 と 表現 さ れ、 o � 100 の 間 で数値が小 さ い ほ ど黒い と い う こ と を 定量的 に示す こ と に

な る 。 CR-400@の先端部分 に あ る 直径8 mmのiHJj定ユニ ッ ト を 患者 の 皮膚 の う ち 、 日 光照射の影

響 を 可及的 に除外す る た め、 腹部の臓上 1 cmの部位 を 測定点 と し て、 合計 2 度測定 し た。 な お、

同部位 に術創 や癒痕 な どが存在す る 場合 に は、 適宜、 左右 2 cm程度測定箇所 を 移動 さ せ癒痕 な

どの組織反応 の 影響 を除外す る よ う に つ と め た。

�時三
f電通"
. 、h

l‘!- r 

:J4 

-ー

図 1 分光測色計 CR-400⑮ ( コ ニ カ ミ ノ ル タ )

2 ) 対象患者

少 な く と も 六ヶ 月 以上、 維持透析 を 続 け てい る 慢性腎不全患者106名 (男性72 名、 女性34名、

年齢 は63 ::!::12 歳) と 同 時期 に 受診 し た 非透析患者137名 (男性80 名 、 女性57名、 年 齢 は 58 ::!:: 26歳)

に、 目 的 と 方法 を 充分 に説明 し た 上 で 同 意 を 得 て から、 皮膚 の 色調 を 定量的 に 測 定 し た。

3 ) 統計処理

統計的解析 に ついて はStudent- t- test を用いて 有意差 を検討ー し 、 p <0 .0 5 を も っ て 有意 と し た。

結 果

図 2 に 示すよ う に、 維持透析患者の皮膚 の明度 (L値) は 有 意 に 低 く ( p < O.Ol ) 、 非透析患者 に比

べて明らか に 皮 膚 の 色調が黒い こ と が示 さ れ た。

図 3 - a に 示 す よ う に 維持透析患者 の 皮 膚 の明度 は 年齢 と の 聞 に 有 意 の 相 関 を 認め な か っ た 。

と こ ろ が、 図 3 - b に 示 す よ う に 維持透析の継続期間 と 患者 の 皮 屑 の明度 の 低 下 の 問 に は明らか

な 正 の 相 関 がみられ、 維持透析の期 間 が長 け れば長い ほ ど皮膚 の明度が低い、 す な わ ち 皮膚 の 色
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が黒 い こ とが わ か っ た (p < o.oI) 。
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55 
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45 
非透析患者 (n=1 37)透析患者 (n=1 06)

値目L維持透析患者 と 非透析患者の皮膚 の 明 度図 2
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皮 膚 の 明 度 と 透析歴 の 関 係図 3 - b皮膚 の 明 度 と 年齢 の 関 係図 3 - a

維持透析患者 は全身的管理が必要であ る た め 、 透析操作 に よ っ て 除去すべ き 尿毒症物質 を は じ

め種々 の 生化学 デー タ を 定期 的 に 測定 し て い る が、 そ れ ら の デー タ と皮膚 の 明 度との 相 関 を あ わ

せて検討 し た 結果 を 以下 に示す。

図 4 - a に 示 す よ う に 、 維持透析患者の 皮膚 の 明 度 ( L 値 ) は 血清 ク レ ア チニ ン 値 と強 い 負 の相

つ ま り 皮膚 が黒 いと闘 が あ っ た (p < 0.01 )  0 血清 ク レ ア チニ ン値が高 い ほ ど皮膚 の 明 度が低 い 、

い う 有意の傾向が示 さ れ た の で あ る が、 図 4 - b に 示す よ う に ク レ ア チニ ン と 同 様 に 腎不全の代

表的 なマ ー カ ー で あ る 血清BUN値 と皮膚 の 明 度の聞 に は ま っ た く 相 関 は 認 め ら れ な か っ た 。 ま

た 、 図 4 - c に 示 し た が血清尿酸値 と皮膚 の 明 度の聞に も 有意の 相 関 は 見 ら れ な か っ た 。 そ こ で、

透析医療現場で尿素の 除去率 の 指標と し て頻用 さ れ る KT/V値 に つ い て も 検討 し た が (図 4 - d ) 、

や は り 有意の相 関 は 見 ら れ な か っ た 。 現在 ま で に 知 ら れて い る と こ ろ に よ れ ば、 腎機能 の 廃 絶 に

よ り お よ そ 200種類 の 物 質が腎不全患者の 血 中 に い わ ゆ る 尿毒症物 質と し て 増 加 す る 。 表 1 に そ

こ こ に あ げた 分子量がお よ そ 1 万 を 越 えの な かで も 代表的 な も の を 各 々 の 分子量とと も に 示す。

α 1 お

よ び ß 2 ミ ク ロ グ ロプ リ ン ( α l MG、 ß z MG) で あ り 、 同 時 に 維持透析患者 にお い て 必発 で あ る 貧

血 の 管理の た め に フェ リ チ ン (ferritin) も 定期 的 に 測定 さ れ て い る 。

る 物 質 の う ち 、 臨床現場で ル ー チ ン に測定 さ れて い る の が副 甲 腺 ホ ルモ ン Gntact PTH) 、

こ の 四種 の ポ リ プ チ ド ~ 蛋

27 

白 の 血 中 レ ベ ルと皮膚 の 明 度 (L値) との 相 関 の有無 を 検討 し た の が 図 5 で あ る。 図 5 - a に 示 す

よ う に 維持透析患者 の 皮膚 の 明 度 (L値) と血清 フェ リ チ ン 値との 間 に は ま っ た く 相 関 は な い が、
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図 5 - b に 示 す よ う に 血 清 i n t a c t  P T H値 と の 聞 に は 有 意 の 負 の 相 関 が あ り ( p < 0 .0 5 ) 、

血清 intact PTH値 の 高 い患者 ほ ど皮膚 の 明 度が低 い 、 つ ま り 皮膚 が黒 い こ とが示 さ れ た 。 ま た

図 5 - c お よ び 5 - d に 示 す よ う に 、 血清 α l MG値 と ß 2 MG値 との聞 に も 有意 の 負 の 相 関 が あ り

(p < 0.05 お よ び、p< O.Ol ) 、 血清 α l MG値 お よ び ß 2 MG値 の 高 い 患者 ほ ど有意 に 皮膚 が黒 い こ とが

示 さ れた 。
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図4 維持透析患者の皮膚 の 明 度
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尿毒症患者血 中 で増量 を 認 め る物質

fl|
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手
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(d) L値 と β 2 ミ ク ロ グ ロ プ リ ン

維持透析患者の皮膚 の 明 度

(c) L値 と α 1 ミ ク ロ グ ロ プ リ ン

図5
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考 察

慢性腎不全の患者 に 維持透析 を 継続す る に つ れ、 患者の皮膚 が徐 々 に 黒 く な っ て く る こ と は 、

臨床現場 で は よ く 知 ら れた事実 で あ り 1 ー へ 至極 当 然の こ との よ う に 受 け取 ら れて き た 。 そ の発

生頻度 に つ い て も 数 々 の報告があ る が、 50-90%と非常 に 高率 で あ る 1 . 3 、 5 ) 。 し か し 、 こ の 問 題

が維持透析患者の生命予 後 を左右す る わ け で は な く 、 常 に 全身 的 な 合併症の 管 理 に細心の 注意 を

払 う 必要の あ る 透析医療の 現場 で は 、 美容的 な 問題 に は積極的 な 追求 も な さ れず、 治療 の対象と

も 考 え て こ ら れ な か っ た よ う で あ る 。 色素沈着とい う 問題 を 考 え る 上で重要 な こ と は 、 そ れが単

に メ ラ ニ ン の 表皮 肉 で の量的増加 に よ る も のと一元的 に 短絡で き な いとい う こ とで あ る 4 ) 。 血流

障害 に よ る 欝血 4 ) 、 か ゆ み を 伴 う 皮膚病変と繰 り 返す掻破 に よ る 色素沈着 ヘ 近年 は エ リ ス ロ ポ

エ チ ン の 実用 化 に よ り 頻度 は大幅 に 減少 し た も の の 、 合併症と し て の 貧血 に 対 し て繰 り 返 さ れ る

輸血あ る い は鉄剤の投与 に よ る ヘモ ジ デ リ ン の 沈着 6 ) 、 あ る い は維持透析患者 に 必発の 合併症で

あ る ア ミ ロ イ ド ー シ ス の影響 5 ) 、 あ る い は全身状態が悪化 し低栄養状態や脱水状態 に あ る 患者 の

度膚 に比較的急速 に 色素沈着が増強す る こ と も 臨床 的 に 経験 さ れ る こ とで あ る 5 ) 。 従 っ て 、 維持

透析患者の皮膚 の 色調 の 変化 を 問 題 に す る 場合、 視覚的 な観点か ら で な く 、 色 の 三属 性 の 測定 を

含め た 定量 的 な 分析 は 必須 の こ とで あ ろ う 。 今回、 色 の 三属性の う ち 特 に黒 ~ 白 の 成分の 決定要

因 で あ る 明 度 (value) に つ き 定量的検討 を 加 え た が、 す で に 古 川 ら が報告 し て い る よ う に 5 ) 、 維

持透析患者の 皮膚 は 有意 に 黒 い 、 とい う 結果 を 得 た 。

と こ ろ で、 維持透析患者の皮膚 の色調変化 の 原因 は何な の で あ ろ う か。 維持透析 を 必要とす る

慢性腎不全患者の体内 に は 、 本来 な ら 腎 よ り 排推 さ れ る べ き お よ そ 200種類 に も の ぼ る 尿毒症毒

性 を 有す る 物質が蓄積す る とい わ れて お り (表 1 ) 、 何 ら かの 生化学的代謝異常が 関 与 し て い る と

考 え る の が も っ と も 自 然で あ ろ う 6 -1 1 ) 。 維持透析患者 は全身的管理の 必要上、 定期 的 に種 々 の 生

化学マ ー カ ー の測定 を 行 っ て い る の で 、 我々 は そ の な かか ら 代表的 な 尿毒症のマ ー カ ー で あ る 血

清 ク レ ア チニ ン 、 BUN、 尿酸値 に つ い て維持透析患者の皮膚 の 明 度と の 相 関 を 検討 し た ( 図 4 ) 。

興味深 い こ と に 、 血清 ク レ ア チニ ン 値 と度膚 の 明 度が有意 に 負 の 相 関 を 示 し た ( 図 4 - a ) の に 対

し 、 同 じ く 原毒症 の代表的 な 血清マ ー カ ー で あ る BUN値 ( 図 4 - b ) と尿酸値 ( 図 4 - c ) は度膚 の

明 度との 相 闘 が ま っ た く 認め ら れ な か っ た 。 透析医療の現場で、 透析効 率 のマ ー カ ーと し て 臨床

的 に頻用 さ れ る 、 尿素除去率KT/V も 皮膚 の 明 度と ま っ た く 有意 の相 関 を 認め な か っ た ( 図 4 -

d ) 。 維持透析患者 に お い て そ の血清 レ ベ ル が上昇す る こ とが よ く 知 ら れ て い る 高 分子 の ポ リ ペ

プ チ ド ~蛋 白 に つ い て も 検討 し たと こ ろ 、 分子量が45万と非常 に 巨大 な フェ リ チ ン の 血清 レ ベ ル

と皮膚 の 明 度との聞 に は 相 関 は な か っ た ( 図 5 - a ) 。 と こ ろ が、 分子量が9，600 の intact PTH値

( 図 5 - b ) 、 同 じ く 33，000の わ ミ ク ロ グ ロプ リ ン ( α I MG、 図 5 - c ) 、 ま た 分子量が1 1，800の ß 2 ミ

ク ロ グ ロプ リ ン 値 ( ß 2MG、 図 5 - d ) 、 との聞 に は 有意の 負 の 相 闘 が認 め ら れ た 。 換言す れ ば、

血清 ク レ ア チニ ン 値 が高 い 患者 ほ ど、 ま た 血清intact PTH値 、 α I MGお よ び ß 2MG値 の 高 い 患

者 ほ ど有意 に 皮膚 の 明度が低 く 、 つ ま り 度膚 が黒 いとい う 結論が得 ら れた 。 そ し て ク レ ア チニ ン

を 別とす る と、 現時点では分子種 を 同定で き な い も のの、 こ こ に あげたintact PTHや α 1 お よ び ß 2MG
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と同程度の分子量 を 有す る ポ リ ペ プ チ ド あ る い は 蛋 白 が、 維持透析患者の皮庸 の 明 度の低下 に何

ら か の役割 を は た し て い る も のと想定で き る よ う で あ る O

さ て 、 ク レ ア チニ ン は 蛋 白 代謝 の 終末産 物 で あ り 、 一方尿酸 は核酸の 終末産 物 を 含 む も の の 、

と も に低分子量 の 窒素化合 物 で あ る 。 分子量がわずか113 し か な い ク レ ア チニ ン が、 分子量9.600

�33.000 のintact PTHや α 1 お よ び ß 2MG、 あ る い は 未 同 定の ポ リ ペ プ チ ド や 蛋 白 と 同 一 の メ カ

ニ ズ ム で維持透析患者の皮膚 の 明 度 の低下 を も た ら すとは到底考え に く い こ とであ る 。 と こ ろ で、

ク レ ア チニ ン は体内 で 図 6 に 示す よ う な経路 に よ り 、 メ チル グ ア ニ ジ ン へと代謝 さ れ る こ とが知

ら れて い る 。 維持透析患者の血清 メ チル グ ア ニ ジ ン 濃度が上昇 し て い る こ と は よ く 知 ら れた事実

で あ る し 、 血 中 の メ チ ル グ ア ニ ジ ン の お よ そ 20% は 蛋 白 と結合 し た か た ち で存在す る こ とか ら 、

通常の 透析操作 で は 透析患者の 血清か ら は 除去 さ れ に く い こ と も 知 ら れて い る 。 従 っ て 、 血清 ク

レ ア ニ チ ン が高 け れ ば高 い ほ ど、 血清 メ チル グ ア ニ ジ ン が増加 し 、 結果と し て皮膚 の 明 度 の低下

を も た ら す よ う な 分子量お よ そ 1 � 3 万程度の ポ リ ペ プ チ ド や 蛋 白 の 血 中 レ ベ ル の増加 を 引 き 起

こ し て い る 可能性が考え ら れ る 。
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図 6 ク レ ア チ ニ ン か ら メ チルグア ニ ジ ンへの代謝経路

維持透析患者の皮膚 の 明 度の低下 は 、 組織学的 に は 角 質の増殖と表皮基底層 の 色素の増加とい

う 変化 に 基づ く も の で あ り 4 、 ヘ 今 回 述べた よ う な 、 具体的 に 分子量 お よ そ 1 � 3 万 の ポ リ ペ プ

チ ド や 蛋 白 分子 の 血 中 レ ベ ル の増加が どの よ う に 皮膚 の メ ラ ニ ン 代 謝 な ど に作用 し て 12) 、 色素沈

着 と い う 結果 を も た ら す の か、 あ る い は 従来か ら 報告 さ れて い る 透析患者の 血 中 に増加 す る と い

わ れ る lipotrophic hormone13あ る い はmelanotrophic hormoneω な どと どの よ う な 関係 が あ る か

な ど解明すべ き 点は 多 い 。
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演題7 パ ソ コ ン に よ る透析室業務の効率化

{ 目 的 】

およ び医療サ ー ビスの 向 上 を 目 指 し て

医療法人名古屋記念財 団 サ テ ラ イ ト 統括主任 森 賓 篤 司

東 海 ク リ ニ ッ ク 市川 博章、 小熊博康、 川 上 大 、 喜多圭介、 八木一朗

近年 、 透析室 に お いて 、 業務合理化や 医療サー ビ ス の 向 上 な ど を 目 的 と し た コ ン ピ ュ ーター に

よる 透析管理 シ ス テムが各メー カ ーから販売 さ れ実績 を 上 げつ つ あ る の は 周 知 の 通 り で あ る 。 し

か し そ れらの 導 入 に かか る コ ス ト は 依然 と し て 高 く 、 又 目 覚 しい進歩が続 く コ ン ビ ュ ータ 一 社 会

に おいて は そ の対応 と し て の シ ス テムパージ ョ ン ア ッ プに 費や す 維持 コ ス ト も 加わ る た め 、 現在

の保険透析医療情勢で は 特 に 普及が難 しい。 今回我々は 、 よ り 高性能化、 低価格化す る 市販 の パ

ソ コ ン に て そ れらの代行 は ど こ ま で可能か を検討 し た。

[方 法]

シス テ ム構成 :サーバー側 マ シンはCPU : pentium 

X e o n  2 G H z  、 メ モ リ 1 G b  、

ハ ー ド デ ィ ス ク : 1 44 G  、 O S :

windows2000sv、 データーベー ス に

は SQL7.0 を 用い、 院 内 の情報交換

を 行 え る よ う メ ー ル 、 院 内 掲 示板

に はEXC-S2000 を イ吏用 し た。 急 な

停電時 に そ な え 非常用電源 と し て

UPS を 設置 し た。 ク ライ ア ント側 マ シンはCPU : ペン テ ィ アム 4 2 .4GHZ、 メモ

リ : 512 M b 、 ハ ー ド デ ィ ス ク : 40 G、 OS : windows2000pro と し た。

従 来 の 業務 で は 、 記録 を 行 な う 場合 、 同 じ 内 容 を

数種類の用紙 に 記録す る 。 例 え ば透析条件の 変 更 は

5 種類の用紙 に 重複 し て 記録 し 、 発注表は毎 日 同 じ

内 容 を 記入 す る な ど、 重複 し た 業務が多 く 記録 も れ

や転記 ミ ス が起 こ る 危険性が大 き か っ た。
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現在の 業務 で ク ラ イ アント側 に て 患者基礎 データ

そ の 情報 を サ ーの 入 力 、 削 除 、 及 び変 更 を 行い 、

パ ー 側 のSQL7.0 に 蓄積 し て処理 を 行 う 。 ク ライ アン

ト側 で は 入力 さ れ た 患者 の 最新情報や 集計結果の表

示 及 び 、 そ の 情報 に 基 づい た 業 務表や 患 者 紹 介状、

物品発注表な どの作成 を 行 う 。 以上 の よ う に 今 ま で

分散 さ れ て き た情報 の 一 元 管 理化 は 、 IDNO や透析

ク ー ル 、 患者名 な どの項 目 な ど一 度入 力 し た情報 を

多方面 で利用す る こ と で業務の効率化 を は か る 。

ク ー ル な どの 変 更従 来 の 業務 で は 薬 剤 、 使用量、

があ っ た場合 そ の 都 度変 更 し ていた。 ま た 書 き 込み

を 重ね る に つ れ 見 え に く く な る た め 、 透析中の薬剤

-欄表は月 に 一 度作 り 直 し てい た 。 ま た 透析中 に 使

用す る 抗凝 固 剤 も ー欄表を 参照 し な がら シリンジ に

抗凝 固 剤 の 量 と 使用者の 名 前 を 手書 き し ていた。

リ ス ト形式 の た め そ の 都

- 透析 中 の使用薬剤

現在変 更 が あ る 場合 、

度 簡単 に 変更 で き 、 終了 日 を 経過 さ れ て 投与 さ れ

る 危 険性があ る と 色 を 反転 さ せ る こ と に よっ て投

与 ミ ス を防 ぐ。

函品前晶静止四

国平一甲山TF一T

-キ+F甲骨++

山一円一千平宇一一dm?

?図晶キキ一白申晶

画中一宇中国苧申

- 透析 中 の 使用 薬 剤 1 欄 表 ~ 現在

毎 日 最新の 処置表を 印字 し て る た め 古い情報が

レ ポ ー ト は 現在使用 し残 っ て る 可能性 は 少 な く 、

ている 業務表を 基 に作成 を 行 っ た た め 、 現場 に 促

し た設計が 出 来 た。 ま た 抗凝 固 剤 の 使用量 な ど は

蓄積 さ れ た データベ ー ス の情報 を 元 にラベ ル化 し

こ の デー タ を も と に 薬 局 で は転記 ミ ス を防げ る 。

薬剤 の 集計 を 行い薬剤在庫管理 を 行 っ て る た め 無

駄 な 薬剤 の発注が防げ る O
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- 体重 関 連 の 転記計算 ミ ス の 軽減 を 目 指 し て シ ス テ ム 構成

体重計 A&D AD-6105W /P と PC を RS2 32 Cで

接続 し体重 データ を 自 動送信 さ せ た O 操作 は 誰 で

も 使用 で き る よ う タ ッ チ パ ネ ル を 使 用 し 、 バ ー

コー ドリー ダー と10 キ ー の み と し た。

- 体重 関 連 の転記計算 ミ ス の 軽減 を 目 指 し て

バーコー ドリー ダ ー に よ り 患 者 データ を 呼 び 出

し 、 体重が確定す る と 体重計よ り データがPCへ送

られサーマ ルプリンターから、 前 回 、 現在の体重

増加量や増加率 だ け で な く 、 そ の 透析 日 の体重 ま

で の 計算 を 行 な う た め の 1 欄表を 印 字 し 、 計算 間

違い、 転記 ミ ス を防 ぐ と 同 時 に 効率化 も 実現 し た。

- 一覧表作成

日 常業務 に は 様々 な 一 覧表が必要です。 従来手

作業 で一 覧表を作成 し てい ま し た が、 現在 は必要

な 一覧表がPC操作です ぐ に 印刷 が 出 来 、 全体の把

握や新人スタ ッ フ の教育 に 活用 し てい る 。

業務内 容 の 所要時 間 を PC 導 入 前 後 で比較 し グ

ラ フ に し た も の で 、 所要時 間 は 3 回実施 し た 平均

値 で 、 PC は 実際 の 業務 に則 し 印 刷 ま で待 っ て い

る も の は所要時 間 に加 え た。 赤が従来 の業務、 青

がPC で の 業 務 で 、 PC導 入 前 に比べ 5 �30 % に 時

間 が短縮 し た。

E耳t;r.直事由・;;i'当，1M自己耳切帰lE]商品官協窪雪国叫田園置・
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[ ま と め】

1 . 手書 き の業務 を PC に 委託

業務の効率化~業務 の 見直 し 改革

医療の 安全性の 向上~転記 ミ ス 、 計算 ミ ス の低減

2 . 情報 の 一元管理

① 必要 な 情報がす ぐ取 り 出 せ、 広範囲 に業務の改善

②業務が集 中 す る 時 間 帯 に短時 間 で 出 力

3 . 医事や薬局 な ど の 関 連部 門 ま で情報 を 活用

4 . 現場 に 促 し た 設計 が 出 来、 シ ス テ ム の変更可能

5 . 検査デ ー タ や薬剤情報提供 な ど 患者 サ ー ビ ス の 向 上
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演題8 透析用 血液 回路の標準化に準 じ た 回路の製作

常滑市民病院 中央機材 室 羽 田 野 浩 史

石 川 健太郎、 矢野洋子、 中谷 環

1 . はじめ に

針刺 し 事故や血液の飛散による 感染防止、 空気混入や 出血 な どの事故防止 と 操作性の 向上 の た

め 、 2004. 3 に 日 本臨 床工学技士会 から報告 さ れた 「透析用血液 回 路 の 標準化 に 関 す る 報告書J(以

下 「報告書」 と す る 。 ) に 準 じ て 、 血液回 路 を 製作 し た の で報告す る 。

1 1 . 方 法

各メー カ ー よ り 販売 さ れてい る 血液回 路部品 を 検討 し 、 「報告書」 の 中 で 当 院血液 回 路 と 不適合

な①~①の箇所の変更 を 行 う 。

①ニ 一 ド ル レ ス ア ク セ ス ポー ト へ の変更

②空気混入や 出血 を防止す る 全接続部位の ル アー ロ ッ ク 化

③ ピ ロ ー の補液ライン下流への 変更

④圧モニターラインへの ト ラン ス デ ュ ー サ保護 フ ィ ルター の組 み 込 み と デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル 化

⑤気泡検出器下流 で の ア ク セ ス ポー ト 廃止

1 1 1 . 結 果

図1 に 変更 後 の 回 路図 を 示す。 ①~①の 問題点 を 解消 し 、 静注す る 薬剤 は ス リ ッ ト 式サンプル

ポー ト へ、 持注す る 薬剤 は ロ ッ ク 式サンプルポー ト で行 う こ と で針 を 使用せず採血や投薬が行 え

る よ う に な り 感染対策や操作性が向上 し た。 ま た ト ランス デ ュ ー サ保護 フ ィ ルター の デ ィ ス ポー

ザ ブ ル化、 全部位の ロ ッ ク 化 に よ り 安全性 も 向上 し た。

fil& 間
4)( 回掴嵯皇

2五 降臨
白也器，.，

8∞ 

6∞ 

l占 1日
4W16 

噛.1 4U 1 

80 

8∞ 

I.�: "，"  

図 1 - 1 変更後 の血液回路 図 ( A 側回路)
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京2ωo

守 3∞目時 備制9 ..19 制16

目， n )EコィJIð- ぼJR.A)
圃 吋耐

<w1下1

集野， "ゆ1

図 1 - 2 変更後の血液回路 図 ( V 側回路)

[組 問品

先 に挙 げた 問題点 を 解消 し て も 採血後、 ス ピ ッ ツ に 入 れ る と き に は針 を 使用 し な け れ ば な ら な

い と い う 問 題点があ っ た 。 そ の た め真空採血管 ホ ル ダー(以下 ホ ル ダー と す る 。 ) の 導 入 を 検討・ し

た (図 2 ) 。 導 入 す る に あ た り 、 ホ ル ダーからの 出血や 空気混入 な ど の 危 険性が考 え ら れ た め加

圧 ・ 陰圧テ ス ト を 行い、 未 使用時 で は + 500 mmHg、 1 回以上ス ピ ッ ツ を 挿 入 し た も の は + 300 mm 

Hgで、極微量 な 血液漏 れが発生 し、 陰圧 に 関 し て は - 200 mmHg以上 で、 も 空 気 の 混 入 は 認め ら れ な

か っ た 。 そ の た め 臨床で使用す る に は 問 題 ない と 判 断 し た。 ま た図 3 に 示すよ う に 採血 に 使用す

る シ リンジ の 廃 棄量 が30 �60 % 減 少 で き 、 採血時 に か か る コ ス ト も 軽減 で き 、 移 し 変 え や リ

キ ャ ッ プ時 に起 こ る 針刺 し 事故 も 防止 で き た 。

字ぐ4一一�

圃圃麟i
図 2 真空採血ホルダー

V . 結 語

に

図 3 各種 シ リ ン ジ の比較

一、

今 回 の血液 回 路 の 変 更で2006. 3 に中間報告の あ っ た 報告書 に も 準 じ た血液 回 路が製作で き た 。

し か し 当院血液回 路 に は 5 本 の 紺子 を 使用 し ている が、 主It子 に も 血液が付着 し てい る こ と が し ば

し ば見受けられ る 。 「透析医療 に お け る 標準的 な 透析操作 と 院内感染予防 に 関 す る マ ニ ュ アル」 に

記載 さ れている よ う に、 透析毎 に洗浄や消毒が必要 な た め 感染制御や作業 の 効率化に おいて、 今後
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鉛子 レ ス の 回 路 を 製作 し て い き た い。 ま た穿刺針 に お い て も 安全装置付穿刺針の 導入 を 行 っ て い

き た い 。

参考文献

1 ) 山 口 恵三 、 秋葉 隆 : 透析医療 に お け る 標準 的 な 透析操作と院 内 感染予 防 に 関 す るマ ニユ

ア ル (改訂版第 2 刷)

2 ) 日 本臨床工学技士 会、 血液静化 関 連標準化検討委員会WG l (透析装置 ・ 回路 関 連) : 透析

用 血液回路の標準化 に 関 す る 報告書

3 ) 日 本臨床工学技士 会、 血液浄化 関連標準化検討委員会WG l ( 透析装置 ・ 回 路関連) : 透析

用 血液回路の標準化 に 関 す る 報告書2006
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〈血液浄化勉強会〉

適正透析 に 関 す る 最近 の 動 向 と そ の評価法

1 . は じ め に

東京女子医科大学病院 臨床工学部

村 上 淳

適正透析 を 論ず る と き 、 ま ず始 め に 語 ら な け れ ば な ら な い の は 透析液清掃化 に つ い て で あ り 、

こ れ を 実行せず し て適正透析に 関 す る そ の 他の あ ら ゆ る 理論 ・ 実践 は 無 に 帰 す る とい っ て も 過言

で は な い。 透析液清浄化 の 手法や 臨床効果 に つ い て は他書 に譲 る が、 適正透析の 第一歩 は 、 ま ず

「透析液の清浄化か ら 始 ま る 」 こ と を 常 に念頭 に お い て 日 々 の 治療 を 行っ て い た だ い た 上 で 、 こ れ

か ら 述べ る こ とが、 適正透析実践の た め に 少 し で も お 役 に 立 て る な ら ば幸 い で あ る 。

1 1 . 至適透析 と 適正透析

透析治療の究極の 目 的 は 、 言 う ま で も な く 生体腎機能の完全な る 代 行で あ り 、 こ れ を 達成 し たと

き 初 め て至適透析 を 実現 し たと言 え る 。 将来的 に革新的技術の 開発な どで こ れが可能とな る 日 が来

る の か も 知れな い が、 現在のと こ ろ 必ず し も そ の見通 し は 明 る いと は い え な い。 一方、 適正透析と

は そ の 時 々 で可能 な技術 ・ 理論な ど を 駆使 し て 、 1 回 1 回 の透析治療 を そ の患者 にとっ て 、 よ り 適

正 な も の に 導 く こ とで あ る 。 そ こ で、 わ れ わ れ透析医療 に 関 わ る ス タ ッ フ に 課せ ら れた使命と は 、

安全かっ適正 な 治療 を 、 常 に提供可能 な環境 を 創 り 出す努力 を 怠 ら な いとい う こ とに な る 。

1 1 1 . 適正透析の最近 の 考 え 方

周 知 の 通 り 、 血液透析とは血液 を 体外に導 き 出 し 、 こ れ を 血液浄化用 の デバ イ ス (通常はダイ ア

ラ イザ ) に よ り 滑化す る 治療で あ る 。 し か し 、 本来の 目 的 は血液の み を き れい に す る こ とで は な く 、

体液全体 を 浄化す る こ と に あ る 。 で はダイ ア ラ イザ の溶質除去能が高 け れ ば高 い ほ ど体液は浄化

さ れ る の かとい え ば、 必ず し も 答 え はyesとは な ら な い。 例 え ば、 図 1 に 示 し た よ う な 、 治療中 血

液で溶質濃度が代表 さ れ る 1 st プー ルとそ れ以外の 2 ndプー ルとい う 体液構成 の簡単 な モ デ ル を

例 にとっ て解説す る と、 体液全体の浄化 は 、 少 な く と も こ こ に示 し たKn (ダイ ア ラ イザ の ク リ ア

ラ ン ス ) とKc (隔 壁 間 ク リ ア ラ ン ス 2 ndプー ルか ら 1 stプー ルへの溶質 の 移動 を 規定す る 因子) と

い う 2 つ のK ( ク リ ア ラ ン ス ) の影響 を 受 け て い る と考 え ら れ、 Kn は主に 1 stプ ー ル の浄化 に 関係

し て い る と理解 で き る ( 間 接 的 に は溶質 の拡散な どで 2 nd プ ー ル の浄化 に 関 与 ) 。 つ ま り 、 2 nd 

プー ル の浄化 に 関与す る Kcが治療条件に よ っ て変化す る 場合、 あ る い は積極的 に 変化 さ せ る 場合

に は 、 こ のKcとい う 指標が体液の浄化効率 を 考 え る 上で、非常 に 重要 な Factorとな る 。

日卜 1 . 適正透析の重要 な Key word : Kc * 末梢循環

末梢血管 は組織へ の 必要 な 物 質 (酸素、 栄養等) の供給と不要と な っ た 物 質 (尿毒症性毒素を 含

む様々 な代謝 物) を 運 び 出 すとい う 重要 な 役割 を 担 っ て お り 、 こ の循環 を 治療 中 可能 な 限 り 維持

す る こ と は 、 2 n d プ ー ル か ら 1 stプ ー ルへの溶質の移動 を 規定す る 因 子 で あ る Kc を 良好 に 保つ
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こ と に 他 な ら な い。

こ の 点 に 関 し て 興味深い研 究 の ひ と つ に 、 治療中の 末梢循環 と Kc の 関 係 に ついて 、 及 川 らの

末梢循環測定装置(マ シモSETラ デ イ カ ル : マ シモ社製) を用い て 評価 し た 報告があ る 。 図 2 に

示 し た よ う に L1 pI( こ の 装置で測定 さ れ る 循環指標PI の 変化量積算値) と % ク リア ス ペ ー ス (CS/

透析後BW x 100 ) の 間 に は 有意 の 正 相 関 があ り 、 末梢循環が明らか に 透析 効率 に 影響 を 及 ぼす と

報告 し てい る 。 ま た 、 同研究では図 3 、 図 4 に 示 し た と お り 、 ウ レ アのリバ ウ ン ド と L1 PI、 な ら

び、に Kc と の 関 係 に つい て も 言及 し て お り 、 こ の中で L1 PI と Kcが良好 に 保 た れ てい る 症例 で は 、

リバ ウ ン ド率が明らか に 低い傾 向があ り 、 ウ レ アの除去 に つい て 、 シン グ ルプールに 近い理想的

な除去動態 で あ る と し てい る 1 ) 。
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参考文献1) よ り号 |用一部政変

図 1 単純 な体液構成モデル ( 2 -compartment model) 図 2 末 梢 循震の指標 LI PI と % ク リ ア ペ ー ス (CS) の 関係
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図 3 末梢循環の指標 .LI PI と % リ バ ウ ン ド 45の関係 図4 Kc と リ バ ウ ン ド 45の 関 係

1 1 1 - 2 .  Kc ( * 末梢循環) の Negative change と Positive change 

私がこ こ で提案す る KcのNegative change、 Positive change と は 、

Negative change : Kcが意図せず、 に マイナ ス 方向 に 変化 し て し ま う 。

Positive change 治療条件の 変 更 な ど に よ っ て Kc を 積極的 に 変化 さ せ る 。

こ と を 意味 し て お り 、 各々に ついて 少 し 解説 を加え る 。
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1 1 1 - 2 - 1 . Kcの Negative change 

KcのNegative changeと考え ら れ る 例 を 以下 に示す0

・ 昇圧剤 の 日 常的使用

荒木 ら は昇圧剤 の 日 常的使用 が治療効率 に 及 ぼす影響 に つ い て 、 昇圧剤 使用 群と未使用 群 の

群 間 比較 を 行い 、 昇圧剤使用 群 に お い て 明 ら か な Kt/Vの上昇 ( シ ン グ ル プー ルモ デ ル に お け る

計算上の見かけ のV値 の低下 に よ る と考 え ら れる ) 、 Kcの低下が認め ら れたと し て い る (表 1 ) 2) 。

表1 昇圧剤 の 日 常的使用 の影響

昇圧剤使用群 : 1 0例 (ヱホチール)
未使用群 : 20例 による比較検討

昇圧剤使用群
K:t/VJ 1 .46 
Kc (L/min) 0.76  
V値 (BW X O.6) を1 00弘 74. 1 %  

未使用 群
1 .20 
1 .39 

81 .8% 
参考文献2) よ りヲ 同一審問変

- 同一膜の長期 に わ た る 連続的使用

及 川 ら は 同 一膜の 長期 に わ た る 連続的使用 が治療効率 に 及 ぼす 影響 に つ い て 、 PMMA膜と

そ の 他 の 膜素材との比較 を 行い 報告 し て い る 。 PMMA膜で は観察期 間 に お い て Kt/V の 変化

は認め ら れな い か軽度で あ り 、 そ の他の膜に お い て は有意 な 上昇 を 認め た た め 、 膜素材 に よ っ

て 長期 連続使用 の 影響が異 な る 可能性 を 指摘 し て い る ( 図 5 ) 。 当 然、 観察期 間 中 に 治療条件の

変更 は 行っ て い な い の で、 Kt/Vの変化 は 見か け上 の V値 の 変化 に よ る も のと考え ら れ、 膜素

材 に も よ る が同 一膜 の 長期 に わ た る 連続使用 は、 治療効率 を低下 さ せ る 影響 因 子 で あ る と し て

い る 3 ) 。

石崎 ら はPMMA膜で あ っ て も 患者 に よ っ て は約半年 間 の聞 に 、 ウ レ ア 除去率の 上昇 ( こ の場

合、 前述のKt/ V の 上昇と 同 義) 、 Kcの低下、 V値 の低下、 ク リ ア ス ペ ー ス の低下が認め ら れ

たと報告 し て お り 、 い か な る 膜素材で あ っ て も 、 長期連続使用 に よ っ て 治療効率が低下 し う る

可能性があ る と し て い る ( 図 6 ) 0 。

ま た 、 政金 ら は膜素材 を 変更 し た患者 に つ い て 、 変更前と変更後 の Kt/V を 比較 し たと こ ろ 、

全体的 に Kt/V は低 下す る 傾向に あ っ たと報告 し て い る 。 特 に 連続使用 に よ っ て 、 Kt/Vの経

時的上昇 を 認め た 患者の み を 選択 し た わ け で は な い に も かか わ ら ず、 膜素材変更の効果が認め

ら れたと し て い る (図 7 ) 5 ) 。

さ ら に 、 千田 ら は ウ レ ア の み な ら ず、 ß 2-MGの 除去 に つ い て も 、 膜素材 の 変 更 は 有用 で あ

る 可能性が高 いと報告 し て い る (図 8 ) 6 ) 。

こ れ ら 同 一膜素材 の 連続使用 に 関 す る 一連の報告 は 、 明 ら か に 除去デバ イ ス と し て のダ イ ア
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ラ イザ の 溶質 除去性能 に 依存 し な い 、 治療 中 の体内 の 溶質挙動とい う 一線 を 画 し たと こ ろ で の

溶質 除去動態 を 表 し て お り 、 こ れがKC ( ヰ 末梢循環) の 変化 に よ り も た ら さ れ て い る こ と は想

像 に 難 く な い 。 現在、 同 一膜素材の 連続使用 に よ り 起 こ る 、 こ れ ら の現象 を 科学的 に 説 明 し た

報告 は な いと考 え ら れ る が、 私 は 一種の ア レ ル ギ一 反応 の よ う な も の が起 き て い る 結果で は な

い かと推測 し て お り 、 研究費用 な どの面で機会 に 恵 ま れれば是非 ト ラ イ し て み た い テ ーマと考

え て い る 。

陥八/
2.20 
2.00 
1 .80 
1 .60 
1 .40 
1 .20 
1 .00 
0.80 

-6 。 6 (月 }
透析膜変更

参考文献5) よ り号 開一部改変

図 7 膜素材変更の効果

- 末梢循環 に 関与す る ダイ ア ラ イ ザの生体適合性

20 
0 

参考文献6) よ りヲ |用

図 8 膜素材変更 が ß2 ・MG/crtt に 及 ぽす影響

佐藤 ら は 血液透析患者 に お け る 微小循環 に 対す る 透析膜の 影響 に つ い て 、 経皮PO 2 モ ニ タ

を 用 い てEVAL膜、 CTA膜 を ク ロ スオー バ ー で比較・ 評価 し 報告 し て い る 。 TcPo 2 比 に お い

て EVAL膜 で は 開 始時と比較 し 、 一 貫 し て 有意 な 変動が認め ら れ な い が、 CTA膜で は 30分、

60分で大 き く 低下 し て お り 、 微小循環への影響が示唆 さ れ たと し て い る ( 図 9 ) 7 ) 。 さ ら に 、 佐

藤 ら は 血液透析中 の 血液粘 度 の 変化 に 対す る 透析膜の影響 に つ い て 、 微小循環モ デ ル 測定装置

MCFAN KH- 6 を 用 い た 評価 に つ い て も 報告 し て い る 。 こ れ に よ る とEVAL膜 で は 、 除水の

影響 に よ っ て 血液の 粘 度 は 上昇す る も の の 、 PS膜の よ う に 治療前半か ら の 有意 な 上昇 は 認 め

43 
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- 誤 っ た 除水方法

近年、 ク リ ッ ト ラ イ ン な どの 相対 的循環血液量 (BV) モ ニ タ の 登場 に よ り 、 安全 な 除水 を 謡

い 文句 に 、 様々 な 除水方法が考案 さ れ、 実際の 臨床の場で も 施行さ れて い る 。 こ の こ と に 、 殊

更異論 を 唱 え る つ も り は な い が、 は た し て こ れ ら の 除水方法 は 少 し ぐ ら い 治療効率の こ と も 頭

の 片 隅 に お い て考 え 出 さ れた も の で あ ろ う か ? 正直 な と こ ろ 甚 だ疑 問 が残 る 。 例 え ば均等除水

の 2 倍以上の 除水速度 を 前半 に 設定 し 、 血圧が維持で き て い る 聞 は継続す る よ う な段階的 除水、

確 か にPRRの 高 い前半で多 め に 除水す る こ とは理 に か な っ て い る が、 や り 過 ぎ て は い な い だ ろ

う か ? あ る 程度血圧調節機構の正常な患者であ れ ば、 血圧 を 維持す る た め に は様 々 な サ ポ ー ト

機能が働 く た め 、 当 然、 末梢血管 を 収縮 さ せ、 こ の循環 を 阻害す る よ う な反応 が非常 に 早 い段

階で起 き て い る と は 考 え ら れ な い だ ろ う か ? 4 時 間 透析 に お け る ウ レ ア の 除去は、 通常図1 1 に

示す よ う に 、 前半 2 時 間 で全体の 2 / 3 以上が行わ れて い る 。 こ の 溶 質 除去にと っ て 貴重 な 治

療前半 に 、 既 に末梢循環 を 犠牲 に し て い たと し た ら 、 当 然治療効率 を 低下 さ せ る 要因 に な る と

考 え る の が妥 当 で は な い だ ろ う か ? こ れ ら の こ と に 関 し て は何 のエ ピ デ ン ス も な い た め 、 全て

“ ?  .. を つ け た が、 私自身 は ほ ぼ間違 い の な い事実で あ ろ う と確信 し て い る 。 あ く ま で私案で は

あ る が、 今後 は患者個 々 に あ っ た適正 な 除水方法の検討 に あ た っ て 、 図 12、 13 に 示 し た よ う な

装置 を 用 い て 、 末梢循環の評価 を 同 時 に 行い 決定す る べ き で あ ろ う と考 え て い る 。

こ の 除水方法 は 治療効率 を低下 さ せて い な い だ ろ う か ?

BVモ ニ タ を 過信す る あ ま り 無謀 な 除水 を 患者 に 強 い て は い な い だ、 ろ う か ?

透析医療 に 関 わ る ス タ ッ フ は 、 も う 一度自分自身 に 問 い か け て み る 必要があ る と私 は 考 え る 。
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前半2時間の
溶質除去量

蝋耐明鐙淑隔世

2 4 
血液透析時間 [時間]

参考文献8) よ り号 |用一部改変

。 。

レ ー ザ ー ド ッ プラ血流計 (LDF) を用 い た 末梢循環の評価図 1 24 時間 透析 に おける尿素の 除去量図 1 1

印刷.. 1 〆�，. -
...�;;，::; I V:�' 一どEとJ 01::1.. •例
""1"'''''' ! ./i当時 持

�-."...I 5ご'…，-

抹消皮膚濯流圧 (SPP) 測定装置 に よ る 評価図 1 3

負 の 連鎖川 - 2 - 2 .

KcのNegative changeが引 き 起 こ す可能性の あ る “ 負 の連鎖" に ついて図14 に示した 。 今 ま で述

ま た ち ょ っ と した キ ッ カ ケ で、Kc のNegative change は 起 こい ろ い ろ な 原 因 で 、べて き た と お り 、

り う る 。 単発的 に 起 き た Negative change は そ れ程問題 に な ら ないか も し れ な いが、 恒常的 に こ

れ を 見過 ごした場合 は 、 図に示したよ う な 連鎖 を 招 き 、 誰 も 気付 か ない ま ま に数年後、 十数年後

しか も Negative change の 脅 威に はMIA症候群 な どの 致命的合併症 に 陥 っ てい る か も しれ な い。

は 、 通常の採血等で測定す る 血中 の 溶 質濃度の 変化 の み で的確 に捉 え る こ と は 非常 に 困 難 な こ と

に あ る O 一 回 一 回 の 治療 で こ れ を 的確 に 捉 え る た め に は 、 廃液貯留 に よ る 除去 量 の測定が不可欠

しかし、 そ の煩雑 さ から考 え て も 、 全て の施設で、 実際 に 日 常 の 治 療 に おいての要素 と い え る 。

困 難 で あ ろ う と 推 察 で き る 。 現在 の と こ ろ 日 常得られ る データ で は URRやこ れ を 行 う こ と は 、

Kt/V の 変動 を 経時的、 経年的 に 注 意深 く 監視す る こ と で被害 を 最小 限 に と ど め る よ う に 努 力 す

こ こ で\最 も 重要 な こ と は 負 の 連鎖 に 陥 っ て い る こ と が疑 わ れる しか方法がないの か も しれ な い。

AFB な

ど) 、 治療頻度 の 変更 等 を 行い、 充 分 な 治療効率 を 確保し、 負 の 連鎖 を 完全 に 断 ち 切 っ て 、 正常

る よ う な 患者が発 見 さ れ た 場合の対処法 であ り 、 治療時 間 の 延 長 、 治療法 の 変 更 (HDF、
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な サ イ ク ル に 引 き 戻す必要があ る と い う こ と で あ る 。

園1 4 負の連鎖

1 1 1 - 2 - 3. Kcの Positive change ( ::J:. 適正透析の実践)

KcのNegative change に つ い て 、 そ の危険性な ど に つ い て 述べ て き た 。 適正透析 を 実践す る と

い う こ と は 、 患者個 々 に 適 し た 溶質 除去デバ イ ス (ダ イ ア ラ イザ な ど) を 選択す る こ と と 同 様 に

Kc を 良好 に 保つ こ と 、 あ る い は Kc を さ ら に向上 さ せ る よ う に 、 も っ と 積極 的 に ア プ ロ ー チ し て

い く こ と が重要で は な い かと考 え て お り 、 こ れ を KcのPositive change と 私 は 定義 し た い 。 Kcの

Positive change ( 宇 適正透析) の 具体例 と し て 、 松嶋 ら の

・ 透析患者へ の 運動処方 ー 血液透析 中 の エ ク サ サ イ ズ ー

や 、 江 口 ら の

・ 間 歌 的 H DF

の他、 cell wash、 一部のPush/Pull HDF な どが考 え ら れ る が、 こ こ で は松嶋 ら の 「透析患者へ

の 運動処方 ー 血液透析中 の エ ク ササ イ ズ - J に つ い て簡単 に 紹介 さ せて い た だ く 。

運動負 荷透析の評価方法 を 図 15 に 、 シ ス テ ム 構成 を 図16 に 示 し た 。 図 1 7 に 示 し た と お り 、 ク リ

ア ス ペ ー ス に お い て は 通常HD に 比べ、 全て の溶質で運動負荷HDが上回 っ て お り 、 特 に ん 一MGの

治療前値 で顕著 な 差 を 認め て い る ( 図 18) 。 当 然、 運動負 荷以外 に 治療条件の変更 は 行っ て い な い

の で、 体内の溶質除去の挙動が変化 し た (Positive change) と 考 え る こ と が最 も 妥当 であ ろ う 。

江 口 ら の 「 間歌的HDFJ に つ い て は 、 本書で 当 人が詳細 に 解説 し て い る の で是非参考 に し て い

た だ き た い 。
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第lO1J 回B本透析医学会学館駐会、 SY.1.'直正透析‘圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃
透析患者への逮製拠方竺血液透析中のエヲササイズ・ 西新クリニッヲ、 検�先生より借用

対 象 : 維持透析患者3名 (男1 名 、 女2名)

方 法 : ・週00の通常透析後、 週3回の運動負荷透析へ.
治療法を切 り普える.

・運動負荷は、 透析開始後[E寺問 自 より、
(4 分-120分?のサイクリングを施行する

IWJ、 下肢血流賞、 心拍をモニターする

;I:I'I�I、 Cr、 無機P、 m一�測定 (血波、 廃 ) 

図 1 5 運動負荷透析の評価方法

図 1 7 ク リ ア ス ペ ー ス の 比較

IV . 治療効率の適切 な評価法

図16 運動負荷透 析 の シ ス テ ム構成

図 1 8 ß 2 -MG透析前値の推移

石111奇ら は血中溶質濃度 の 変化 の み から判 断 さ れ る 治療効率評価 の 危 険性 に つい て 、 ウ レ ア の ク

リ ア ス ペ ー ス と 除去率 (URR) の 聞 に は 負 の 相 関 関係が成 り 立つ こ と (図19) 4 ) 。 ウ レ ア の ク リ ア ス

ペー ス と Kc の 聞 に は 正 相 関 があ る こ と (図2 0) 4 )。 特 に 、 通常の 4 hr HDでURRが70% を 超 え る

症例の中に は Kcの低下 に よ り 、 見か け上治療効率が高 く 評価 さ れてい る 例 が 少 な く な く (図2 1 ) 4 ) 、

治療適正化の大 き な 妨 げに な っ てい る の で は と 警鐘 を 鳴ら し てい る 。

治療効率 を 適切 に評価す る た め に は 、 廃液貯留 に よ る 除去 量 の 測定が不可 欠 の要素 で あ る こ と 、

し か し そ の煩雑 さ から考 え て も 、 全て の施設で、 実際 に 日 常 の 治療 に おいて こ れ を 行 う こ と が困

難で あ る こ と は 既 に 述 べ た 。

そ こ で、 わ れ わ れ は 透 析液廃液の 溶 質濃度 を リ ア ルタイムで測定可能なモニタ と し て 、 分光光

度計を用いた 透析液廃液中溶 質濃度連続モニタリン グ シス テムの開発 を行 っ て い る 。 ま た 、 本 シ

ス テム の 安全監視装置 ( ア ク セ ス 内再再.循環お よ び

や そ の他の応用方法 に つい て も 検討 し た の でで、、 併せて 紹 介 さ せ て いた だ く 。
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IV - 1 . 対 象 お よ び方 法

対象 は 当 施設に て 維持透析 を 行 っ ている 患者男性1 、 女性 2 の 計 3 名 で あ る O

廃 液 の 吸 光 度 測 定 に 高 速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ 用 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ 紫外 可 視 検 出器

SPD-M10AVP ( 島津製作所製) を用いた測定回路を図22 に 、 臨床でのモニタリン グの 様子 を 図2 3 に

示したO な お 、 SPD-M10AVPの サンプリン グ レ ートは0.5Hz、 測 定波長領域 は190�800nmで、 あ る O

前述した 3 症例 に おい て 、 週 1 回 、 約 6ヶ月間 、 オ ンラ イ ンで透析液廃液の吸光度測 定 を 行い、

透析開始から12 0 分 ま で は 5 分 間隔、 120から240分 ま で は10分間隔で採液し、 生化学 自 動 分析装

置 ( ウ レ アーゼ酵素法 ) に て 測 定し た 透析液廃液の尿素窒素 (UN) 濃 度 (CD (t)  - real) と 比較し た 。

こ の 関係から、 廃液中UN濃 度 を 推算す る た め に最 も 適した波長 を 決定し、 廃液吸光度から推算

さ れ る 廃液l二|二' UN濃度 (CD (t) - abs) を 求 め た (採液は30秒間 貯留した た め 、 比較す る吸光度 も 30秒

間 の 平均値 と し た ) 。 各症 例 に つ き 計 3 回 の 治療 で 得ら れ た CD (t) - abs を 基 に 2 - compartmen t 

model による 解 析 に 必要 な 各パラ メ ータ を 求め 、 こ れ を以降の血中濃度 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に用い、

そ の 精 度 を 検討した。
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IV - 2 . 結果 お よ び考察

開始から1 20分まで5分間関以降11 1 0
分間隔で1 回30秒間f采j夜し、 U N (ウ レ
アーゼUV)去) を測定

図22 臨床評価 の 回 路構成

図23 臨床 で の モ ニ タ リ ン グ

3 症例 そ れぞれ 3 回 の 治療 に おいて 廃液吸光度 を 測 定 し た 結 果 、 い ず れ の 症 例 で も 測定波長

300 nm付近の 領域で、 CD(t) - real と の 間 に 高い相 関 が認められた。 そ こ で今 回 は オ ン ライ ン で測

定す る こ と に よ り 発生す る ノ イ ズ 成 分 な どの影響 を 考慮 し 、 波 長299 から310 n m の 測定値 を 相加

平均 し 、 CD(t) - real と 比較す る こ と と し た。 各症例 の299nm-310 nm の吸光度の 相加平均値 と CD

(t) - realの 関 係 を 図24- 1 � 3 に 示 し た 。 こ こ で得られ た 直線 回 帰式 を 基 に CD(t) - abs を 算 出 し 、

こ れ を用いて以下 に 示す 2 - compartment modelの理論式 を 解 く た め に 必要 な 各 ノ fラメータ を 求

め た。

dCc (t) VC -Er- = -kc(Cc (t) - CB ( t) ) 一一 ①

dVB(t) ・ CB(t)
dt '-'D\ " 1 = Kc(Cc (t) - CB ( t) ) -KD ・ CB(t )一一②

Cc : 2 n d フ。ール内 溶 質 濃 度 、 Vc : 2 ndプール液量、 CB : 1 stプール内 溶 質 濃 度 、 VB : 1 st  

プール液量、 KD : ダイ アライザ ク リアラ ン ス 、 Kc : 隔壁 間 ク リ アラ ン ス
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図24- 1 各症例 の299-3 1 0nmの 吸光度の相加平均値 図24- 2 症例 ( 2 )
と CD (t) - real の 関 係 (症例 1 )
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図24- 3 症例 ( 3 )

こ こ で求 め た 各パラメータ を用いて 行 な っ た 4 回 目 以降 の 治療中の血中濃度 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

の結果 を 図25 に 示 し た。 3 症例 と も に 透析開始10 分後のCD(t) - absから推算 し た シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン血中濃度(CB - sim) は実測血中濃度(CB - real) と 非常 によ く 一 致 し てい る こ と が分 か る 。 以 降

の 治療 に お け る 血中濃度 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 結 果 を 3 症例 ま と め て 図26 に 示 し た 。 CB - sim と

CB - realの 間 で相 関 係数R 2 =0 .9889、 回帰直線の傾 き がほ ぼ1 に 等 し い理想的 な 相 関 関 係 が得ら

れた。 こ の こ と から本 シス テム を用い る こ と に よ り 、 2 - compartment  model の 解 析 に 必要 な 各

パラメータが正確 に 求 ま れ ば、 廃液吸光度の 測定値から、 治療開始直 後 に 高 精 度 な 血中濃度 シ

ミ ュ レ ー シ ョ ンカf可.自巨 で あ る と い え る 。

次 に、 水溶液系実験 によ り 、 本 シス テムの安全監視装置 と し て の有用性 を 評価 し た。

症例 T
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図25 透析開始後 の 1 0分値Co - abs よ り 求 め た血中UN濃度 図26 実測血中UN濃度 (CB - real) と Co- absl 0分値 か ら

の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 求 め た シ ミ ュ レ ー シ ヨ ン血中UN濃度 (C8 - sim) の相関
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IV - 3 . 水溶液系実験 に よ る 評価 の 方 法

図27に 今 回 水溶液系実験 に用いた 回 路 を 示 し た。 ク レ アチ ニン(Cr) 水溶液30 L を 患 者体液 に 見

立て、 循 環 回 路 を 作製 し た。 |臨床評価 と 同 様 に、 オ ンラインで透析液 の 廃液 を SPD-M10 AVP に

取 り 込み、 波長2 35nmで、吸光度 を 測定 し た。

-

• 

図27 水溶液系実験 回 路

( ア ク セ ス 肉再循環 の評価)

ア ク セ ス 内再循環 を 模擬す る 回路 と し て、 静脈側 と 動脈側 を バイパ ス す る 回 路 を 取 り 付 け、

再循環 を 制御す る ポンプ(P 1 ) を 設置 し た。 再循環 率 は血流 の 10 %、 20 %、 30 %、 40 % と し、 こ

の と き の廃液吸光度 の 変化 を 測定す る こ と によ り 、 ア ク セ ス 内再循環の検知 および こ れ に よ る

治療効率低下の程 度 を 定量的 に 把握す る こ と が可能であ る か の検討 を行 っ た。

(脱血不良 の評価)

血液ポンプの上流 に 脱血不 良 を 模擬す る た め の 制 御ポンプ(P 2 ) を 設置 し、 再循環 と 同 様 の

評価 を 行 っ た。

IV - 4 . 水溶液系実験の結果 お よ び考察

図28に ア ク セ ス 内再循 環 に よ る 効率低下の検証結果 を 示 し た。 ま ず、 治療中に 突然起 き る 再循

環 に ついて は、 再循環率切 り 替 え 時 と 同 様 に急激 な波形変化(図中 の 丸 印 ) と し て検知す る こ と が

可能で あ る 。 こ れ は、 再循環 に よ り ダイ アライザ血液側 入 口 溶 質濃 度が急激 に 低下す る た め であ

り 、 本 シ ス テムが極 め て 有 効 に機能す る 顕著 な 例 と 考 え られた。 さ ら に、 治療開始時から再循環

が起 き ていた場合 に は、 そ の 患 者 に ついて の ス タン ダー ド な 治療 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン解析がす で

に終了 し てい る と い う 前提が必要 と な る が、 図中に示 し た 再循環率10%�再循環 な し ま で の、 そ

れぞれの治療効率 を 表す直線の傾 き が異 な っ ている こ と を 利用 し検知す る こ と が可能 と な る 。 脱

血不良 に 関 し て も 、 再 循環 と 全 く 同 様の原理 を用いてモニタリン グ が可能 と な る (図29) 。

本 シス テム を用い る こ と に よ り 、 従 来 困 難 と 思 わ れ た ア ク セ ス 内再循環の常時モニタリン グが

可能 と な る ばか り で な く 、 こ れら治療効率 に 関す る 全て の ア ク シ デント(モジ ュ ールの 凝 固 そ の
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他) に よ る 治療効率低下の 程 度 を 定量的 に 把握し、 リ アルタイムで適正化 に 向 け た 治療 条件 の 変

更 が可能 と な る な ど、 画期的なモニタリン グ シス テム と な り う る 可能性が示唆 さ れた。 実際 の 臨

床 でモニタリン グ中 に 起 き た ア ク シデント事例 を 図30- 1 、 - 2 に 示した。 血中UN濃度確認の た

め の頻固 な 採血 に よ り 生 じ た 、 ア ク セ ス ポートの微細な 亀裂からマイ ク ロ バブル を吸い込み 、 中

空糸内 に エ アーによる 塞栓 を 形成した 例 で あ る 。 こ のよ う に 治療効率 に 影響 を 及 ぼす可能性 の あ

る 僅か な トラブル を も 見逃す こ と な く 確実 に デ イ テ ク ト 可能 な 性能 を 有す る こ と が確認 さ れ た。

しか も 、 こ のよ う に 安全監視装置 と して の み使用す る 場合 は 、 前述した よ う な 尿素 な ど の 溶 質 と

関 連 付 け る 必要がな く 、 廃液吸光度の値 を ダイ レ ク トで用いて 、 そ の患 者 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ンモ

デル を 構築す る こ と で簡便 に 運用す る こ と が可能で あ る 。

13.8 
13.6 
13.4 
13.2 

13 
1 2.8 
1 2.6 
1 2.4 

図28 再循環 に よ る 効率低下 の検証
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図 30- 1 臨 床 で あ っ た 実 際 の事例

IV - 5 . そ の 他の応用 方 法の検討
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図29 脱血不良 に よ る 効 率低下の検証

図 30- 2 臨 床で あ っ た 実際 の事例

2(x) 
mln 

尿素 を 標的溶 質 と した と き の性能評価指標( ク リ アラン ス ( C L ) 、 総括物 質移動係数(Ko) や 治

療効率 の指標(除去率、 Kt/V、 H寺 間平均濃度(TAC) 、 産 生速 度(G) 、 蛋 白 異化率(PCR) ) な どが

容易 に 求 ま る こ と は 言 う ま で も ないが、 こ れらの指標の中で も 通常 は 廃液の全貯留 が必要 で あ る

が故 に 一般的評価指標 と して 採用が困 難 な ク リアス ペース (M/C o ) も 簡便 か つ 高 精 度 に 算 出 が

可 能 で あ る と 思 わ れ た 。 図31に M/C 。 の 算 出 法 を 示した 。 本モニタ で は左図のよ う に 治療中の

廃液UN濃度 を 連続的 に 測 定してい る が、 右図のよ う に グラ フ の 下面積部分 を 求 め る こ と で 、 除
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去量 を 算 出 す る こ と がで き る た め 、 M/C 。 の 算 出 が可能 と な る 。 し か も 、 本装置 は 2 秒 に l 回

のサンプルが可能であ る た め 、 非 常 に 高精度の推算が可能で あ ろ う こ と は 想像 に 難 く な い。

廃液UN(CD-abs)
(mg/dl) 

20 
1 8  
1 6  
1 4  
1 2  
1 0  

8 

4 
2 
9 

-ゆ :
o 60 1 20 1 80 240 

図31 ク リ ア ス ペ ー ス (M/Co) の 算 出

(min) 

IV - 6 .  リ ア ル タ イ ム モ ニ タ ー の特性を 生 か し た 、 新 た な 浄化指標提案の可能性

本装置 を用い る こ と に よ り 、 簡便かっ 高 精 度 に ク リ アス ペ ー ス (M/ C o ) の 算 出 が可 能 と な る

こ と は既 に 述べ た が 、 実際 に ど の 程 度 の 推算精度 で あ る か の検討 を 行 っ た 結 果 を 図32 に 示 し た 。

実測除去量 と 推定除去量が ほ ぼ等 し い場合 に は 、 破線で示 し た45度線付近 に プ ロ ッ トが集中す る

は ず で あ る が、 実際 に は 両者の 関係 は や や パラついた も の と な っ た O そ こ で、 こ の誤差の要因が

本装置 に 起 因 す る も の で あ る か否かの検証が必要 と な っ た。 図33 に 治療開始から終了 ま での 、 本

装置で推算 さ れ る CD - ab s の プ ロ ッ ト を 示 し た。 こ れ に 対 し て 、 そ の 時 の実測値CD - real を 白 抜

き プ ロ ッ トで追加し た も の を 図34に示した。 治療前 半 で は 両 者 は 良 く 一致して い る が、 治療後半

で は 明らか にCD - realの パラつ き が 目 立 っ て お り 、 著 しい場合 に は 、 10 分、 20 分前 の デー タ よ り

も そ の 後の値が高 く な っ てい る な ど、 実際 に は あ り え ないデー タ も 散見 さ れ てい る 。 こ れ に つい

て は 治療後半で廃液尿素窒素濃 度 の 絶対値が低下す る こ と に よ る 測定誤差で あ ろ う と 推察 さ れ た

が、 こ の 誤差 を も う 少 し 定量的 に検証す る 手法 を 模索す る こ と と し た。 ま ず'CD - real 、 CD - abs

と も に 台形公式 に よ る 図積 分 に よ り 、 10 分間毎の除去量 を そ れぞれ求め 、 そ の 時 の 台形の底辺の

長 さ で割 っ た と き の値 を M ( IOmin) /CD (20 ・ ・ ・240 ) と した。 例 と してM(IOmin) /CD (20 ) の 求 め

方 を 図35 に示 し た (斜 線部分 の 面積から除去量 を 求め10 分値で除す) 。 症例 1 の計6 回 の 治療 に お

い て 算 出 さ れ た M(10 min) /CD (20 …240 ) の 平均値 を 図36 に 示 し た 。 こ の 指 標 は 患者 固 有 の数値

で あ り 、 治療 効 率 が変化 し な い限 り 、 毎回 の 治療で ほ ぼ一 定 の 値 と な る こ と が予想 さ れ た。 ま た 、

6 回 の 治療 の 平均値 で も CD - realから求 められ た 値 に は大 き な ばらつ き があ り 、 信 頼性 に か け る

こ と が示唆 さ れた。 ま た 、 こ の時 の標準偏差 の み をプ ロ ッ ト し た も の を 図37に示 し た。 CD - real

よ り 求 め る 本指標 は 特 に 治 療 後 半 の 低 濃 度 と な っ た 時 の 標 準 偏差が次 第 に 大 き く な る こ と から

も 、 測定誤差 を か な り 含 ん でい る も の と 推察 さ れた。 一方、 CD - absから推算 さ れ る 本指標 は バラ ツ

キ が少 な く 、 ほ ほ一 定 の 値 を と る こ と から、 こ れ をモニ タ リン グす る こ と で 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ンの

完了 し ていない患者の 治療効率監視の パラメーター と して 有用で は な いか と 考 え られた。 さ ら に 、
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大 き く 分 け て 次 の 2 つ の要素こ の 指標 の 絶対値 は、

- ダイ ア ラ イ ザ で の 除去 (漉過 を 含 め た ク リ ア ラ ン ス )

• 1 stプ ー ルへの溶質 の移動速度 ( Kcの絶対値の大小)

によっ て 決定す る と 考 え られ る た め、 低分子量溶質 で あ る 尿素 の ク リア ラン ス が治療中 に 変化し

こ れ を モニタこ の 指標 は Kc値の み に よっ て 決 ま る と 考 え ら れ る こ と から、な い と 仮定す る と 、

治療中の体内溶質除去動態 の 変リン グ す る こ と で シ ミ ュ レー シ ョ ンの完了していない患者で も 、

治療条件等 に 反映す る こ と が可能であ ろ う と 思 わ れ た 。化 を的確に 察知 し、
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IV - 7. 本研究の ま と め

( 1 )透析液廃液の 吸光度 を 連続 的 に 測定 し 、 透析液廃液中 のUN濃度 を 精 度 よ く 推算す る こ とが

可 能 で あ っ た 。

( 2 ) 2 - compartment modelの 解析 に 必要 な 各種パ ラ メ ー タ を 正確 に 求 め る こ とで、 治療 開 始直

後 に精度 の 高 い 血 中 UN濃度 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が可 能 で あ り 、 こ れ を 用 い る こ とで 、 よ り 安

全で適正 な 治療 を 提供 で き る も のと思 わ れ た。

( 3 )水溶液系評価に よ り 、 本 シ ス テ ム の従来 に例 の な い安全監視装置と し て の有用性が確認 さ れた。

(4 )将来 的 に は 本 シ ス テ ム を 透析装置 に 内蔵 し 、 除水ナ ピ ゲー シ ョ ン 他、 各種モ ニ タ リ ン グ機能

を装備 し た透析治療そ の も の を安全かつ適正 に ナ ピ ゲー ト す る シ ス テ ム の 開発 を 検討中 で あ る 。

( 5 )本 シ ス テ ム の リ ア ル タ イ ム モ ニ タ ーと し て の特性 を 生か し た 運 用 法 や 活用 法 に つ い て 、 今後

も 新 た な浄化指標の提案等 を 行う 所存で あ る 。

V. お わ り に

透析医療費 を抑制す る た め の 包括化が進み、 治療 の 質 の低下が懸念 さ れ て い る が、 透析液の清

浄化 を 含め た 治療環境の 整備と適正 な 治療の提供が、 維持透析患者 の 長期 予後 に お け る 合併症の

予 防 に 効果 を 発揮 し 、 結果的 に 医療費 の 削減 に つ な が る とい う こ と を 証明 す る こ とが、 我 々 透析

医療 に 関 わ る ス タ ッ フ の使命で あ る と考 え る 。
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循環血液量 モ ニ タ を 指標 に し た 除水管理の模索

一 循環血液量 モ ニ タ 標準装備 の 時代 が来 る ー

糊

圭

工床臨

日

時

江

'bE
 
34

 
医子女京東

1 . は じ め に

近代医療 は さ ま ざ ま な ME機器 に よ っ て支 え ら れ、 飛躍的 な 進歩 を 遂げた。 こ れ ら のME機器 は 、

検査・ 診断・ 治療・ 監視 な どの各分野 に 及 び、 医療全般に 占 め る 役割 は ま す ま す拡大 し て い る 。

そ の 中 で も 監視機構 の 発展 は 特 に 目 覚 ま し く 、 血液浄化療法 の 分野 に お い て 透析液濃度・ 温

度・ 圧力・ 気包・ 漏血 な どの各モ ニ タ 装置 は標準装備 さ れ た 。

1995年、 こ れ ら の 監視装置 に加 え 新 た に循環血液量モニ タ が登場 し 、 循環血液量監視下 に お け

る 除水管理が可能とな っ た 。

本稿 で は 、 そ の 一機種で あ る CRIT-LINE (JMS社製) を 用 い て 、 血液透析 中 に お け る 循環血液

量変化率 を 指標 に し た 除水管理の試み に つ い て紹介す る 。

1 1  • ド ラ イ ウ ェ イ ト の現状 と 問 題点

腎不全患者 は尿排池機能が廃絶 し て い る た め 、 食事や飲水に よ っ て 摂取 し た水分 は 体内 に 貯留

す る 。 こ の た め 血液透析 を 施行 し 、 尿毒素の 除去や 電解質 の 補正 に 加 え 、 余剰 な 体液量の 除去

( 除水) が必要とな る 。

こ の 除水操作 は 個 々 の患者 に お け る 適正体重 ( ド ラ イ ウェ イ ト ) を 目 標と し て 施行 さ れ る が高齢

者・ 糖尿病・ 心疾患合併症例 で は. ド ラ イ ウェイ ト 到達以前 に 血圧低下 を き た し・ 除水の 中 止 (ヲ l

き 残 し) を 余儀 な く さ れ る 症例 も 少 な く な い 。

現在、 ド ラ イ ウェイ ト は 以下 の よ う に 設定 さ れて い る 1 ) 。

1 顔 ・ 手足 に 浮腫 が な い

2 透析前の心胸比 が正常範囲 内 で あ る (男50 % 以下、 女55 % 以下)

3 血圧 が正常 で あ る

4 毎 回 の透析で、 あ る 一定 の体重以下 に な る と 急激 に 血圧 が低下 す る

さ ら に 、 以下の 項 目 を 参考とす る 。

5 心 エ コ ー に よ る 内 径計測 ・ 駆 出 率 (EF) 、 腹部 エ コ ー に よ る 下大静脈径 (IVCD)

6 ヒ ト 心房性ナ ト リ ウ ム利 原 ホ ル モ ン (h-AN P)

7 循環血液量 モ ニ タ に よ っ て 計測 さ れ る へマ ト ク リ ツ ト (Hct) 値 ・ 循環血液量変化率

こ の よ う な条件 に よ り 設定 さ れる ド ラ イ ウェイ ト は、 体重増加量の多 い 日 や 日 々 の患者状態 に よ っ

てその到達率が左右 さ れ、 必ず し も 全て の患者が ド ラ イ ウェイ ト に到達で き て い る わ けでは な い。
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皆 さ ん の病院で も 、 月曜 日 は1.0 kg残 し 、 水曜 日 はO.5kg残 し 、 金曜 日 に や っ と ドライ ウ ェ イ ト

到 達 と い う 症例 を 経験す る で あ ろ う 。

こ の 際、 決め ら れ た 透析時 間 の 中で ど こ ま で、除水す る の かが問題 と な る 。 そ の 答 え は 、

1 血圧が下 が っ た ら 除水 を 止 め る

2 ベテ ラ ン の ス タ ッ フ が長年の経験で判 断 す る

3 限界点 を 患者 自 身 が知 っ て い る

な どあ い ま い な 場合が多 く 、 ス タ ッ フ の 感覚的な 判 断で決められ る ケー ス も 少 な く な い。 ま た 、

血圧が下が っ て か ら の対応 で は 、 患 者 は 肉 体的 に す で に 疲労 し て お り 患者QOLの妨 げ と な る 。

こ れ ら の現状か ら 、 循環血液量モニタ を 指標 に し た除水管理が注 目 さ れ 、 各メー カ が簡便で精

度 の 高いモニタの開発 に 力 を 入れ てい る 。 現在、 循環血液量モニタ に は以下の 装置があ る 。

CRIT -Ll N E  (JMS社製)

2 BV計 ( 日 機装社製)

3 4008S-BVM ( フ レ ゼ ニ ウ ス 社製)

4 H EMOSCAN ( ホ ス パ ル社製)

5 TR-3000 L1 P (TORAY社製)

1 1 1 . 透析患者 の 体液動態 と 血圧

透析 日 間 の体液動態 を 図 1 に 示す。 透析患者の摂取 し た 水分は 、 主 に 組織 問液 と し て 貯留 さ れ

る た め 、 細胞内液量や 循環血液量 そ の も の の増加は 軽 度 に と ど ま る 。

組織間液の分布 域 は 、 血管外 ・ 細胞外 の エリ アであ り 、 一 般 に 浮腫 と 呼 ばれ る こ の組織間液の

過剰増加が起 き て も 、 細胞 自 身 の 破壊や心負 荷 を生 じ る こ と が な い た め 、 こ の エリアは水分 を た

め 込 む 最適 な ス ペー ス と 言 え る 。

透析患者 は 、 透析 日 間 に 摂取 し た 水 分 を 速 や か に 組織間液へ移動す る こ と に よ り 、 循環血液量

を 一定 の 範 囲内 に 保 ち 、 恒常性 の 維持 に 努め てい る 。

一方、 血液透析中は数時間 と い う 限 ら れた時間 の中で、 体内 に貯留 し た余剰水分を ダイアライザ

を 介 し て血液 り 除去 す る (図 2 ) 。 こ の 際、 組織間液側 か ら 血液側へ の 水分移動(plasma re五lling)

plasma retïlling rate 

図 1 透析 日 間 の患者体液の動態 図 2 血液透 析 中 の 患者体液 の 動 態
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が生 じ 循環血築量の再充填が な さ れ る 。

一般 に 、 除水速 度 と plasma refilling rateが|司速度 の場合 に は 、 循 環血液量 は 一 定値 に 保 た れ

H c t値 も 変 化 し な い 。 し か し 、 実 際 は 低除 水 速 度 C O .2 L / hr 程 度 ) の 場 合 を 除い て 、 p la s m a

refilling rate は除水速度 を 下 回 り 、 循環血液量 は 徐 々 に 減少す る 傾 向 に あ る 。

次 に 循環血液量 と 血圧 の 関係 を 示す。 図 3 に示すよう に血圧 は さ ま ざ ま な 因子 の ネ ッ ト ワ ー ク

によっ て 支 え られて い る 。 こ こ で除水 によ り 循環血液量が減少す る と 、 あ る 一定 の 範 囲 ま で は血

管調節作用(平滑筋 の 収縮) や心拍 出 量 の増大(心拍数の増加 な ど の代償反応 に よ り 、 血圧 を 可能

な限 り 維持 し よ う と 努め る (図 4 ) 。 し か し 、 減少が過度 に 及ぶ と 、 自 律神 経 系 に よ る こ れらの調

節機能 も 破綻 し 、 血圧低下(場合 に よっ て は シ ョ ッ ク 状態 ) に 陥 る こ と も あ る 。

図 3 血圧を規定す る 各因子の 関 わ り

図 4 除水の影響 と 代償反応



愛知県臨床工学技士会誌 Vol . 1 6  

| 血液浄化勉強会 (2006 . 1 0 . 8 胎 国立病院機構 名古屋医療セ ン タ ー) I 

IV. 循環血液量変化 の一例

同 一症例 に お け る 除水速度別 の循環血液量変化率 の 比較 を 図 5 に 示 す 。 除水速度O.7L/hrと

O.9L/hr を 比べ る と、 高 除水速度 の方が循環血液量の 減少が著 明 で あ り 、 こ の症例 の 場合、 4 hr 

で ー 25% も の 減少が生 じ て い た 。

次 に 、 循環血液量変化率と血圧 の 関係 を 図 6 に示す。 症例・ は 、 循環血液量が - 15%減少 し で

も 収縮 期血圧低下率 は ほ ぼ不変 で あ っ た 。 こ れ は 、 心 拍 出量の増大や血管 の 収縮 な どの自律神経

系 の調節が有効 に作用 し た た めと推察 さ れ る 。

し か し 、 症例O、 口 で は 、 同 じ - 15%の減少に対 し て 収縮期血圧 は急激に低 下 し 、 調節作用 も

破綻 し た 。 こ の 図 6 か ら 読み取れ る の は 、 循環血液量の 減少 に適応可能 な 限界点は 個 々 の患者で

異 な り 、 一般に 高齢者や糖尿病 ・ 心疾患合併症例 ほ どそ の 調整域 は狭 く な る も のと推察 さ れ る 。

呼色 5 

。
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血
液 ー10
量
変 ー15
化 l | 除水速度=O.9 L /hr
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図5 同一症例 に お け る 除水速度別 の循環血液量変化率の推移
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図 6 循環血液量変化率 と 収縮期血圧低下率 の 関 係

V. 除水経過 に 伴 う plasma refi l l i ng rateの減少 と 規定因子

あ る ー症例 に お け る 除水経過 に 伴 う Plasma refiIling rate の 減 少 を 図 7 に 示 す 。 除水のON/

OFF を 交互 に 繰 り 返 し 、 除水OFF時 の循環血液量の 回復率 (plasma refilling の 程 度 を 表す ) を 調

59 
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べた。 除水が進 ん だ、透析後半で、 はplasma refilling rate は減少す る 傾 向 に あ り 、 4 時 間30 分後 ( ド

ラ イ ウ ェ イ ト ま で、0 .7kg を 引 き 残 し状態) に おいて、 plasma refilling rate は低値 と な り 、 組織間液

側 から血液側へ水分移動がスムー ズ に 行わ れていない こ と が示 さ れ た O

こ の原 因 を 図8 に示す。

% 
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環
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呈国呈
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図 7 除水経過 に と も な う plasma ref i l l ing rateの 減少

末梢血管

除水後
亡ゴ>

末梢血管

図 8 plasma refi l l i ngの規定因子

血管収縮の結果 と し て 生 じ る 血管表面積の減少 (末梢 循環不全)

2 組織 間 液 の 減少 に よ る 組織圧の低下

3 血管 自 体 の水透過性の低下 (h-AN P の 関与2) ) 

5 

h r  

な ど によ り 、 plasma refillingが阻害 さ れ、 末梢血管の周 囲 に は 未 だ余剰 な 水分が存在す る も の

の、 末梢循環不全 に よ る 水分輸送経路 の 途 絶 に よ り 、 余剰 水分 は 孤立 し た状態 に 置 か れ て い る 。

ゆ え に、 ドラ イ ウ ェ イ ト よ り プラ ス 重量であって も 、 除水困 難 に 陥 る も の と 考 え られ る 。 よ く 透

析前半 に は 速 め に除水速度 を 設定 し、 後半 に除水速 度 を 緩徐 に す る 事 に よ り 、 う ま く 除水 で、 き る

症例 を 経験す る が、 こ の除水速度 の 分配が水分移動の挙動 と 合致 し た場合 に は 有 効 な除水 法 と な

り う る 。

VI . 組織間 液 の循環 と 物 質輸送 3)

生体で は図 9 に示すよ う に 毛細血管壁 を 介 し て 血液 と 組織間液の物 質交換が行 わ れ てい る 。 毛
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細血管の小動脈に近い 部位 で は 血液側 か ら 組織 問液側へ向か う 水分移動が あ り 、 そ の流束 に 同 伴

し た 物質輸送が生 じ て い る 。 一方、 小静脈 に近い部位 で は 、 逆向 き の水分移動と同 じ く そ の流束

に 同伴 し た 物質輸送が生 じ て い る 。

Starlingの仮説 1 ) に よ れ ば、 こ の水分移動 は

1 血管 の 水透過係数

2 血液側 と 組織 間 液側 の 聞 に 働 く 機械的 な 圧 力 差 (血圧 と 組織圧の 差)

3 タ ン パ ク に よ る 腰質浸透圧 (cop) 差

に起因 し て い る 。 す な わ ち 、 血圧が膝質浸透圧 を 上 回 る 小動脈側 で は 、 水分 は 血管外へ押 し 出

さ れ、 逆 に 、 勝質浸透圧 が血圧 を 上 回 る 小静脈側 で は 、 水分 は 血 管 内 へ 引 き 込 ま れ る (一部 は リ

ン パ管へ流入) 。

こ の 組織間液の循環 に よ り 、 血管か ら 遠 い位置 に あ る細胞 に 対 し て も 、 ア ミ ノ 酸・ ブ ドウ糖・

無機 物 質 な どの栄養素が運 ばれ、 さ ら に細胞か ら 出 た 老廃 物(代謝産 物) を 回収 し て い る 。

ゆ え に 、 組織 間液は余剰 な 水分 を た め る ス ペ ー ス と し て の機能 の み で は な く 、 溶質の 運搬者と

し て の機能 を 合 わせ持 っ て い る 。 当 然 の こ と な が ら 、 尿素 な ど も こ の流れ に 乗 っ て 移動す る 。

毛細血管

図 9 組織聞 液の循環 と 物質輸送

V11 . 血管 内 脱水 と い う 概念

体重計 は あ く ま で外見 の 重量 を 見 て い る に過 ぎ な い 。 す な わ ち 、 水分が血管内 に あ ろ う が組織

間液側 に あ ろ う が、 体重測 定で は そ の判断 を 下す こ と は で き な い 。 し か し 、 ド ラ イ ウェ イ ト に は

到 達 し て い な い が、 血管 内 は す で に 血液の枯渇 し た 状態 (血管 内脱水) に 達 し て い る 症例 は 多 い 。

そ れ で は 、 どん な症例が血管 内脱水に 陥 り や す い の か、 著者の経験か ら 考え ら れ る 原因 別 に 列 挙

す る 。

原 因

1 体重増 加 が過度 な た め 、 明 ら か に 除水速度 が速 い

2 糖尿病や 閉 塞性動脈硬化 症 な ど を 合併 し て お り 、 血管の状態 が悪 く plasma refi l l i ng rateが遅 い

3 栄養状態 が悪 く 、 低 タ ン パ ク 血症 に あ り 、 plasma refi l l i ng rate が保 て な い

4 低体重児 に 対 し て 多量 の フ ラ イ ミ ン グボ リ ュ ー ム の ダ イ ア ラ イ ザ ・ 回 路 を 用 い た た め 、

61 
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血液の希釈現象 が影響 し 、 copの低下 か ら 血管 内 脱 水 が生 じ る

5 肺炎や術後 の 創部炎症 な ど に よ り 、 血官 自 体 の透過性が冗進 し て 組織側 に 浮腫 を と も な

う 水分移動 が あ る

6 ド ラ イ ウ ェ イ ト を 過小評価 (誤設定) し て い る

上述の よ う な 種 々 の 原 因 が考 え ら れ、 そ れぞれ に 合 わ せ た 対応 が必要 に な る 。 一般的 な 対策 を

番号順 に対応 し て優先順位別 に列挙す る 。

対 応

1 患者の 自 己管理指導の徹底 (体重 コ ン ト ロ ー ル)

2 循環血液量モ ニ タ を指標 に し た 除水限界点 の把握 (デ ー タ の 蓄積 が必要) ・ 除水速度制御

曜 日 ご と の 段階的 ド ラ イ ウ ェ イ ト の設定 ECUM併用 ( 時 間 延 長 が 問 題)

3 栄養状態 の 改善、 ア ル ブ ミ ン製剤の使用 (保 険 の 範 囲 内 )

4 体格 に 合 わせ た ダイ ア ラ イ ザ ・ 回路 の選択 (小児用 の モ ジ ュ ー ル ・ 回 路使 用 )

最大で も プ ラ イ ミ ン グボ リ ュ ー ム は 循環血液量の 1 0% 以 内 が望 ま し い

特 に 乳幼 児 な ど の場合、 血液製剤 に よ る 体外循環路の充填が必要

5 炎症 に 対 す る 治療 (抗生剤投与 な ど )

除水時期 の検討 (炎症の沈静化 と と も に 浮腫の水分 は 自 然 に 血官 内 に 戻 る )

6 ド ラ イ ウ ェ イ ト の再評価 (心胸比、 臨床症状、 h-AN P、 エ コ ー な ど )

明確 な 対応とは 言 え な い部分 も あ る が参考 に し て頂 き た い 。

川. 物 質輸送 と 末梢循環

透析効率 ( 除去量) の向上 に は 、 末梢循環が重要 な フ ァ ク タ ー の 1 っと考 え ら れ る 。 こ こ で、 単

に 除去率と言 わ な か っ た の は 、 見かけ上の血中濃度の低下で は な く 、 組織問液や細胞 内 を 視野 に

入れた体内 の 隅 々 を 除去対象と し た 溶質 除去を意味す る か ら で あ る O

尿素の よ う な 小分子量 物 質 に 関 し て は 、 one pool性 を 仮定 し 、 さ ま ざ ま な 透析量 (KT/V) の

式が考案 さ れて い る 。 し か し 、 峰島 ， 大平 ら の報告 5 ・ 6 ) で は 、 尿素に お い て も 透析後 の リ バウ ン

ド現象が観察 さ れ、 厳密 な意味で、one pool modelは 問題があ る と指摘 し て い る 。 シ ャ ン ト 部再循

環や各臓器の血流の偏 り な どが原因と言 わ れて い る が、 除水に 起因 し た末梢循環不全 に よ る 組織

間液の孤立 も 重要 な フ ァ ク タ ー で あ る と考 え る 。

す な わ ち 、 除水の 進展 に 伴 う 血管 の 収縮 に よ り 、 比較的太い 血管 は 血流が維持 さ れ る も の の 、

微小 な 血管 は 閉 塞 し 組織との 物質交流が途絶 え た状態 に 置 か れ る も のと推察 さ れ る 。 さ ら に こ の

程度が増大す れ ば筋痩撃 よ どの 臨床症状 を 生 じ る が、 軽度 な 場合 は 下 肢 の 冷感 な ど にと ど ま る も

のと思 わ れ る 。

透析効率 ( 除去量) の向上 の手法と し て は 、 一般に

1 ダイ ア ラ イ ザ の基本的性能の 向 上 (ハ イ パ フ ォ ー マ ン ス メ ン ブ レ ン 、 内 部漏過促進型 な ど )

2 治療条件の変更 (血液流量、 透析時間 な ど )
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3 治療方式の変更 (on - l i ne H DF， push & pu l l  HDF な ど )

があ げ ら れ る が、 視点を 外部 デバ イ ス か ら 体内 に も 向け 、 血液量モ ニ タ を 用 い た循環血液量 の

維持・ 制御 も 今後 の 1 手 法 と し て 考 え て い く 必要があ る 。

IX. 過去 の文献

過去の 文献に お い て 、 末梢循環 と 溶質 除去の 関係 を 論 じ た 報告がい く つ か あ る 。

及川 ， 石崎 ら の 報告 7 ・ 8 ) で は 、 EVAL (エ チ レ ン・ ビ ニ ル・ ア ル コ ー ル) 膜ダ イ ア ラ イザ を 用 い

る と 、 透析排液か ら 算 出 し た 尿素、 ク レ ア チニ ン の総除去量がセ ル ロ ー ス 系 膜 に 比べ有意 に 高 く 、

治療後 の リ バ ウ ン ド も 少 な か っ た と 述べ た 。 さ ら に 、 EVAL膜 を 使用 し た場合、 血 中 の尿素濃度

の低下 は 鈍 く 、 除去率 と KT/V は む し ろ 低直 を 示 す が、 こ れ は細胞膜 物 質移動係数が高 く 維持

さ れ、 尿素分布容積が拡大 し て い る た めだ と 結論づけ た 。

近年、 佐藤 ， 村上 ら の 報告 9 ・ 10) で は 、 EVAL膜が他の膜素材 に 比べ、 末梢循環動態 に 与 え る 影

響が少な く 、 微小循環が維持 さ れや す い膜であ る こ と が、 経皮的酸素分圧 (TCP0 2) と レ ーザ ド ッ

プ ラ 血流計 を 用 い た 計測か ら 明 ら か に な っ た 。

セ ル ロ ー ル系膜や ポ リ ス ル ホ ン 膜 は 、 EVAL膜 に比べ血小板 一 好中球凝集、 血小板 一 赤血球凝

集力充進す る と の報告11 ・ ω があ り 、 こ れ ら の凝集 物が毛細血管 内 を閉塞 し 、 微小循環 を 障害 し て

い る 可能性があ る 。

ま た 、 前 田 ら の提唱 し たcell - wash dialysisl3 ) で は 、 基礎体重 の 減少 、 全 身倦怠感 の軽減、 微小

循環 の 改善、 血圧低下頻度 の 減 少 な ど優れ た 効果が報告 さ れて お り 、 こ れ ら は 高Na濃度透析液

に起因 し た細胞 内液か ら細胞外液への水分移動 と plasma refilling rate の 増 加 に よ る 循環血液量

の維持 に よ る 効果 で あ る と 考察 し た 。

cell - wash dialysls の そ れ以外の 効果で は 、 透析前 のBUN濃度が通 常 の 血液透析 に 比べ低値 に

維持 さ れ、 貧血が改善す る と 報告 し た l的 。

石崎 ら は 、 通 常の 血液透析 と cell - wash dialysis の 透析液排液中 の 除去量 を 比較 し 、 cell - wash

dialysis の方がBUN、 ク レ ア チニ ン 除去量が と も に 1.4倍多 い と 報告 し た 14) 。

cell - wash dialysIs は 高Na濃度 (170�200mEq/L) と 低Na濃度 (120�130mEq/L) の 透析液 を

45�60分 ご と に 交 互 に 切 り 替 え て 潅流 さ せ、 高Na透析時 に 大量 の 除水 を 行い 、 低Na透析時 に は

逆 に 2 � 3 Lの補液を す る 治療 で あ る ω 。 以前 は 、 循環血液量モ ニ タ が な く 血液量変化 を モ ニ タ

リ ン グす る こ と は不可能 で あ っ た が、 仮 に cell - wash dialysis時 の 血液量変化 を 観察 し た な ら ば、

補液時 の循環血液量 の 回 復や 高Na効 果 に よ る plasma refilling rate の 増 大 な ど を リ ア ル タ イ ム に

観察で き た で あ ろ う 。 こ れ ら の循環血液量 の維持効果お よ び櫨過量 の増大効果が、 溶質の 除去量

に 関係 し 種 々 の 臨床効果 に つ な が っ た も の と 思 わ れ る 。

さ ら に樽石， 政金 ら の 報告15) で は 、 通常 の 血液透析か ら ア セ テ ー ト フ リ ー バ イ オフ ィ ル ト レ ー

シ ョ ン (AFBF) に 切 り 替え る と 、 血圧低下率が有意 に 減少 し 、 循環動態 の 安定が図 ら れ る と と も

に 、 週 間平均BUN濃度 (TACBUN) が有意に低直 を 示 し た と 述べ た 。
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ま た最近の データ で は 、 大谷らが循環血液量モニタ を用いた除水コント ロ ー ル を 行い、 血液量

の減少 を 一定範 囲 内 に 制御した治療 を 継続す る と 貧血の 改善や除水量の増加が可能で、 あ っ た と 報

告した l九

す な わ ち 、 こ れらの報告 に よ る 溶 質除去および臨床効 果 は 末梢 循 環 の 維持作用 に よ る 物 質移動

促 進 に 起 因し た 効果 で は ないか と 考 え られ る 。

X . 循環血液量モ ニ タ を指標 に し た連動除水制 御 シ ス テ ム

著者らは循環血液量モニタ の 一機種で あ る CRIT-LINE を 10 年 間 使用した 経験 を 持つ 。 最新 の

機種で は CRIT-LINEが透析用患者監視装置内 に内蔵 さ れパラメータ と して 得られ る 循 環血液量

変化率 を 指標 に 連動除水制 御 シ ス テムが構築 さ れている l~ す な わ ち 、 除水 に よ る 血液量 の減少

の 程 度 を 監視しな がら、 自 動的 に 連動した除水速度の調節が な さ れ る 。 こ こ で は 本 シス テムの概

要 と 著 者 の 使用経験 を 述べ る 。

ま ず初め に、 CRIT-LINEから得られ る パラメータ は 3 つ あ る 。

1 へ マ ト ク リ ツ 卜 (Hct) 値

2 血 中 酸素飽和度

3 循環血液量変化率 (治療前Hct を 基準 に 治療 中 の Hctか ら 算 出 )

循環血液量変化率= [ {  H ct t ( = 0) / H ct t ( = T) ) - 1 ] x 1 00 

た だ し 、 H ct t (  = 0) : 治療 開 始 時 の H ct値

H ct t (  = T) : 治療開始後 T に お け る Hct値 と す る 。

Hct値 の測定原理 を 図10 に 示す。 近赤外線が血液 を 透過す る 際、 主 に 赤血球 によ る 吸収 と 散乱

の影響 を 受 け、 残 り の 透 過光が フ ォ トトランジスタに受光 さ れ る 。 受光した光線の強弱から、 光

の吸収散乱率 を コン ピ ュ ータ に て解析し、 各ノTラメータ を 算 出 す る 。

赤血球
受光部 。 光 の 吸収

，

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

発光部

透過光の 強 さ
を Hct l こ 換算

。4:::i
光の散乱

図 1 0 CRIT-LlNEの測定原理

測 定 に は、 血液チ ャ ンパ と 呼 ばれ る 専用の受光部を 別 途血液回 路内 に 挿入す る 必要があ る が血

液チ ャ ンパ組込型 の血液回路 を 現在試作中で あ る 。

こ こ で、 モニタリン グ を 開始す る 場合の注意点 を 1 つ 述べ る 。 循環血液量モニタは 治療開始時
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の Hct値 を 基準 と し 、 時々刻々の 変化 を 監視す る た め 、 基準点 と な る 初期値取 り が重要 と な る 。

こ れが不正確だ と 全て の データが意 味 を な さ ない。 す な わ ち 、 体外循環開始後 に血液 回 路内 の生

理食塩液 と 体内の血液 と が十 分 に 撹杵 さ れ、 均等 に 分布す る の を 待 っ て初期値取 り を 行 う こ と で

あ る 。 プライ ミ ン グ ボリ ュ ームや血液流量 に も 依存す る が、 最低 5 分 は定常待 ち に 時 間 を 要す る 。

最新型 の 透析用患 者 監 視装 置(GC-2 00 、 ]MS社製 図11 ) は 、 こ の CRIT-LlNE に よ っ て 得ら れ

た 循環血液量変化率 を 指標 に し て 、 ユーザ側があらか じ め設定 し た 制御 ライン に 従い除水速度 を

自 動調整す る 。

コ ン ソ ールパネル

図 1 1 循環血液量 モ ニ タ CRIT-LlNE内蔵型透析装置 (GC-200、 J MS社製)

図12 に示すよ う に 、 制 御ライン は 2 本 あ り 、 除水速 度upライン以上 な ら ば除水 速 度 は 徐々 に

増加 し 、 |桧水速度downライン以下 な ら ば除水速度 は 徐々 に 減少す る 。 そ れ ゆ え 患 者 の 循環血液

量の推移 は 2 本の制御ラインの 聞 を す り 抜 け る よ う に 誘導 さ れ、 こ れ によ っ て ユーザ側 が 目 的 と

し た血液量 の 変 動 曲 線 を た ど り な がら、 除水制御が実現 さ れ る (図13) 。

与も 除水速度 UP ラ イ ン
循 。

1景
血
j夜 -8 

量 -1 2  

変 干司、
イヒ -1 6 

率 -20 
コ :了 、-"";'�11'Iô'-ff"""'".r"'f � ι ー九 円 Fわ�:�，_.""_，�: J周| 除水速度の減少エ リ ア | il 

-24 
。 2 3 4 5 

透析時間 hr 

図 1 2 除水速度 自 動 制 御 ラ イ ン の設定例
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号色
2 

循 O
環
血
液 -4
量 一6
変
化 8
率 一1 0

ー1 2
0 

ーーーー 患者循環血液量曲線
除水速度 UP ラ イ ン
除水速度 down ラ イ ン

4 
透析時間

5 

図 1 3 循混血液量 を 指標 に し た 陣水速度 自 動制 御 の一例

hr 

著者 ら は本 シ ス テ ム を 維持透析患者 1 例 (64歳男性週 3 回 、 4時 間 透析、 透析歴 3 年 9ヶ月 、 原

疾患 : 糖尿病性腎症) に 使用 し 、 導入前 (n=17) と導入後 (n=1 7) に つ い て 各項 目 を 比較 し た 18) 。 結

果 を 以下 に示す。

1 治療 中 の生理食塩液 の注入頻度 06.5 % か ら げ.6% に 減少)

2 筋痘壁発症率 (41 .2% か ら 5.9% に 減少)

3 ド ラ イ ウ エ イ ト ま で の 引 き 残 し 量 (O.46kg か ら 0.21 kg に 減少)

4 平均透析時間 ( 4 時間04分 か ら 4 時間25分 に 延長)

5 処置減少 に 伴 う 薬剤使用 量 の 削 減 (生理食塩液 500m l バ ッ グ X 5 お よ び 1 0 % NaCI 20m l ア

ン プル X 6 削減)

6 医療 ス タ ッ フ の 仕事量 (処置施行 回数の減少 に よ り 軽減)

循環血液量の 変化率 を 管理す る こ と に よ り 、 種 々 の イ ベ ン ト 発症率 は 著 明 に 減少 し た 。 し か し 、

透析時 間 の延長が余儀 な く さ れ、 問題点と し て残 っ た 。 当 然 の こ とな が ら 、 4 時 間 経過 時点 に て

除水 を 止 め る 事は 可 能 で あ る が、 今度 は ド ラ イ ウェ イ ト ま で の 引 き 残 し量が増大す る とい う 別 の

問題 を 生 じ た 。

河 . 除水制御 シ ス テ ム の 実例

愛知県の 透析施設 メ デイ カ ル サ テ ラ イ ト 知多 ( 図 14) で は 、 全て の 透析患者が常 に CRIT-LINE

監視下で、治療 を 行 っ て い る 。

さ ら に全て の 患者 に 連動 除水制御 シ ス テ ム GC-200 を 利 用 し て お り 、 患者 ごと に 上述の 制 御 ラ

イ ン に よ る 限界点が決め ら れ、 そ の 制御 ラ イ ン に 従 っ て 除水速度 を自動調整 し て い る 。 ま た 、 透

析時 間 ( 4 hr) 内 に 一 定 の 血液量変化 (例 え ば - 15%) を も っ て し で も 除水で き な か っ た 水分量 は 、

血管外水分と認識 し 無理 に は 除水せず、 次 回 透析時の対象除水と考 え 、 引 き 残 し て い る O す な わ

ち 、 ド ラ イ ウェ イ 卜 の捉 え 方と し て 、 ド ラ イ ウェ イ ト は あ る 一 定 の 範 囲 内 ( :t 数百ml) で変動す

る も の で あ り 、 無理 に 到達 さ せ る も の で は な く 、 そ の 日 そ の 日 の ド ラ イ ウェ イ ト が存在 し て 良 し
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図 1 4 他施設の紹介 メ デ イ カ ルサ テ ラ イ ト 知 多 (愛知県)

と い う 考 え方であ る 。 事実、 健康 な 我々の体重であって も 、 日 々 そ れ な り に 変動す る こ と は周 知

の事実で あ る 。

同 施設の 長尾ら は 、 日 々の 患 者 デー タ の 蓄積 を も と に 制 御 ラ イ ン を 決定し、 通常 の除水パ タ ー

ン を 基本ベース にして 、 過 度 な体重増加時の急勾 配 な除水パ タ ーン と 体調不 良で体重増加量が極

め て 少 な い場合 の緩徐 な除水パ タ ーン を 3 通 り 用意してい る 。

GC-200 に 記憶 さ せ た除水パ タ ーン の 選択 は 、 体重増加量以外 に 透析 前 後 の Hct値 を 参 考 にして

い る O 例 え ば、 体調不 良 で 食事が摂 れず、 透析前 からHct値が高い(血液濃縮) 場合 に は緩徐 な 除

水パ タ ーン を 選択し、 逆 に 過 度 な 体重増加時 で治療中のHct値が通常透析後Hct値 と 解離してい

る (血液希釈) 場合 に は 、 急勾 配 な除水パ タ ーン に 切 り 替 え てい る O

ま た 、 全 て の 患者 監 視装 置 の 各 デー タ (除水パ タ ーン、 現在除水量Hct値制 御 ラ イ ンヘ 追 従状

態 な ど) がナース カ ウ ン タ ー前 の ホ ス ト コン ビ ュ ー タ ー モニ タ 画 面 で 一 覧 で き 、 必要 な 場合 は 遠

隔操作に て除水パ タ ーン を 変更 で き る 。 さ ら に 、 すべて の 記録 は 自 動的 に 電子化 さ れ、 次 回 の 治

療 に フ ィ ー ドパ ッ ク さ れ る シス テ ム を 構築してい る O

本 シス テ ム に よ る 除水管理 を 施行して 約 3 年 に な る が、 特 に 問題 な く 治療が行 え てい る と の こ

と で あ る 。

XII . お わ り に

近年、 技術的 な 進歩 に よ り 循 環血液量変化率 を 指標 にした 連動除水制御 が可能 と な っ た 。 今後、

以下 のよう な 患者 を 対 象 に さ ら に 普 及す る も の と 予想 さ れ る O

1 血行動 態 の 不安定 な 患 者 (心疾患合併、 糖原病、 高齢者、 周 術期 の重症患者 な と )

2 医 療 ス タ ッ フ と の コ ミ ニ ユ ケ ー シ ョ ン が取 れ な い 患 者 (老人性痴呆症、 脳 血 管 障 害 呼 吸 管

理下 な ど )

3 家庭透析患者 ( 医 療 ス タ ッ フ が近 く に い な い )

循環血液量モニ タ は こ れらの患者 を 対象 に 、 よ り 質 の 高い医療 を 提供 す る た め の一助 と な る だ
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ろ う 。 し か し 、 上述 の施設の よ う に 重症患者 の み で な く 、 一般の維持透析患者 に お い て も ル ー チ

ン 的 にモ ニ タ 監視下 で 除水操作が行 わ れ る こ とが望 ま し い。

10数年前 の 多 人数用 透析装置 に は漏血モ ニ タ や濃度計 は つ い て い な い の が普 通 で あ っ た 。 し か

し 、 現在 はオプ シ ョ ン を 含め標準装備 に な り つ つ あ る 。 今のと こ ろ 、 循環血液量モ ニ タ は 高価 で

あ る が、 い ず れ は安価 で精度 の 高 いモ ニ タ が各社 の 透析装置 に標準装備と し て 搭載 さ れ る 時代 が

来 る も のと予 見 す る 。 患者 の QOL の向上と治療 の 安全性の 向上 に つ な が る さ ら な る 技術 の 進歩

を 望 み た い 。
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| 第 7 回 中部臨床工学技士会連絡協議会学術大会 (2006 . 1 1 . 1 2 胎 石川県立中央病院) I 

〈第 7 田 中部臨床工学技士会連絡協議会学術大会〉

発表 レ ポ ー ト

名 古屋第二赤十字病 院 第二 臨床工学課

水 野 雄 介

1 1 月12 日 に 第 7 回 中 部臨床工学技士 会連絡協議会学術大会が石川 県立中央病 院 に て 行 わ れ ま し

た 。 こ の大会 は 各県が持 ち 回 り で年 1 回 のペー ス で 開催 さ れて お り 、 中 部 7 県 の 臨床工学技士 の

資質向上お よ び親睦 を は か る こ と を 目 的 に 行わ れて い ま す。

プ ロ グ ラ ム の 内容 は 、 各県か ら の 一般演題発表と し て 、 新生児 に対す る 急性血液浄化療司法や急

性大動脈解離 に 合併 し た 急性腎不全 に 対 し 血紫交換療法と血液櫨過透析法 を 施行 し た症例報告、

小児V-V ECUM、 IAB留置位 置 に 関 す る 検討、 人工呼吸器の 安全管理対策、 人工腎 セ ン タ ー 開

設 に つ い て や石川 県 に お け る 臨床工学技士 の現状な ど、 計 7 題の演題があ り ま し た 。

今 回 、 私 は 『小児V-V ECUMの 検討』とい う タ イ ト ル で こ の 学術大会 に 発表者と し て 参加 さ せ

て 頂 き ま し た 。 内 容 は 、 生 後 1 日 の 完全大血管転位症 (TGA) 1 型の男児 に 、 バ ル ー ン 心房 中 隔

裂 開術 (BAS) を 施 行 し た が、 Sp02が維持で、 き ず低酸素状態 に 陥 っ た た め 、 翌 日 に V-V ECMO導

入と な っ た症例 に つ い て 、 回 路構成や プ ラ イ ミ ン グ方法、 離脱 ま での 経過 な ど を ま とめ た も の で

す。 初 め て の発表と い う こ と も あ り 、 前 日 か ら とて も 緊張 し ま し た 。 い ざ演 題発表が始 ま る と、

最 も 時 間 を か け て 制作 し た ス ラ イ ド の ア ニ メ ー シ ョ ン が殆 ど動 か な いとい う ト ラ ブ ル が起 こ っ て

し ま い 、 発表前 ま で に 動作 チェ ッ ク を し て お く べ き だ、 っ たと痛感 さ せ ら れ ま し た 。 ま た 、 質疑応

答で は思 っ た 以 上 に 御質 問 を 頂 き ま し た が、 応援 に 来 て く だ さ っ た 上 司 の ア ド バ イ ス で な んとか

詰 ま り な が ら も 切 り 抜け る 事がで き ま し た 。

特別公演と し て行われた金沢循環器病院副院長の堀 田祐紀先生 に よ る rVasc吐訂 Accessmtervention

Therapy (V AIVT) の 基本と実際』 で は 透析 シ ャ ン ト の 血管 内療法 に よ り 透析 シ ャ ン ト の閉塞 を 予

防 し 、 長期利用 を 可能と し た VAIVT に つ い て の 講演 で し た 。 閉塞 ま た は 狭窄 し た 透析 シ ャ ン ト

の 開通法や バ ル ー ン ラ プ チ ャ 一 時の対処法 な ど を 説明 し て く だ さ り 、 少 し で も 回 路 内 圧 が高 い な

どの異常があ れ ば シ ャ ン ト に つ い て検査 し 、 早い段階か ら 治療す る こ とが必要 で あ る と強調 さ れ

て い ま し た 。 普段、 血液透析業務 に 携 わ っ て い な い の で知識が乏 し い 私 に も 理解 し や す く ま た 、

興味 を 引 く よ う な 講演 内 容 で し た 。

ま た 、 名古屋披済会病 院 の 渡遺晴美先生 よ り 『 医療機器の 中央管理』 で は 中央管理 を 立 ち 上 げ る

た め に 必要 な 事柄や、 機器管理、 人材育成 な ど管理業務 に つ い て 、 理解 し や す い 講演 が行 わ れ ま

し た 。

以上の 内 容 で 第 7 回 中 部 臨床工学技士 会連絡協議会学術大会が開催 さ れ、 参加 さ れ た 方 々 は 熱

心 に 聴講 さ れ、 ま た 活発 な デス カ ッ シ ョ ン が繰 り 広 げ ら れ、 今後 に 繋 が る 知 識と意欲 に な っ たと

思 い ま す。 私 にと っ て も 広 い 視点か ら自分自身 の知識を 深め る こ とがで き 、 大変有意義 な 学術大

会で し た 。
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委員会だ よ り

教 育 委 員 会 か ら の お知 ら せ

教育委員会委員 長 日 比 谷 信

今年 度 も 多 く の 方 に 教育事業へ ご参加 頂 き ま し て 、 あ り が と う ご ざい ま し た 。 ご参加 し E た だ

い た 方 の 延べ人数 は 、 今年度 も 干名 を 超 え 、 皆様の学習 意欲の旺盛 さ に敬服 し て お り ま す。

平成14年度か ら 進 め て ま い り ま し た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利用 し た 受講受付方式 も 皆様 に 受 け

入 れ ら れ、 そ の シ ス テ ム の 概要 と 利 用 者評価 を 、 昨年 6 月 に 神 戸 で 開 催 さ れ ま し た 、 鮒 日 本臨

床工学技士会 第16 回 日 本臨床工学会で報告 さ せ て い た だ き ま し た 。

来 年 度 は 、 5 月 に 第 1 7 回 日 本 臨床工学会技士会が名古屋 で 開 催 さ れ ま す が、 技士会教育事業

は例年通 り 事業 を 展 開 し て ま い り た い と 考 え て お り ま す。

今後 も 、 会 員 の 皆 様 に 喜 ばれ る 教育事業 を 展 開 すべ く 、 委 員 会 一 丸 と な っ て 努力 し て ま い り

ま す。 ど う ぞ、 お み足 を お 運 び、 く だ さ い 。

な お 、 教育委員 会 で は 、 皆様か ら の 事業等 開 催 に 関 す る ご要望 を お 待 ち し て お り ま す。 ど し

ど し お 寄せ く だ さ い 。

平成18年度 事業報告

・ 平成1 8年 7 月 8 日 出 体外循環勉強会

会 場 : 名 古屋 医療 セ ン タ ー 講堂

・ 平成1 8年 7 月 29 日 出 心 電 図 講 習 会 (初級)

会 場 : 藤 田保健衛生大学 フ ジ タ ホ ー ル500

・ 平成1 8年 8 月 6 日 ( 日 ) 人工呼吸器勉強会

会 場 : 名 古屋披済会病 院救急救命セ ン タ ー 4 F講堂

・ 平成1 8年 8 月 26 日 出 心電図講習 会 (初級)

会 場 : 藤 田保健衛生大学 フ ジ タ ホ ー ル500

・ 平成1 8年 9 月 9 日 出 医療 ガ ス 勉強会

会 場 : 名 古屋医療 セ ン タ ー 特別 会議室

・ 平成1 8年1 0月 8 日 (日) 血液浄化勉強会

会 場 : 名 古屋 医療 セ ン タ ー 講堂

・ 平成1 8年1 1 月 1 1 日 出 呼吸療法セ ミ ナ ー

会 場 : 名 古屋 医療 セ ン タ ー 講堂

・ 平成1 9年 1 月 20 日 ∞ 心電図講習 会 ( 中 級)

会 場 : 名 古屋 医療 セ ン タ ー 講堂

・ 平成1 9年 1 月 27 日 白 ペ ー ス メ ー カ 勉強会

会 場 : 国 立大学法人名 古屋大学医学部 医系研究棟 1 号館地 階会議室
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平成19年度 事業計画 (案)

来 年 度 も 今年 度 と 同 様 に 勉 強会 を 開 催 で き る よ う 準備 を 進 め て ま い り ま す 。 事業が決定 し ま

し た ら 、 随時お 知 ら せ し て ま い り ま す。

現在、 開 催 を 決定 し た 事業 を お 知 ら せ い た し ま す 。 こ れ ら 事業 は 、 年 度 が改 ま り ま し た ら 参

加受付 を 開始い た し ま す。

- 7 月 7 日 曲 心電図講習 会 (初級)

会 場 : 藤 田 保健衛生大学 フ ジ タ ホ ー ル500

・ 8 月 25 日 出 心電図講習 会 (初 級)

会 場 : 藤 田 保健衛生大学 フ ジ タ ホ ー ル500

・ 平成20年 1 月 26 日 出 心電図講習 会 ( 中 級)

会 場 : 名古屋 医療 セ ン タ ー 講堂 (予定)
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愛知県臨床工学技士会催事等参加受付 に つ い て

愛知県臨床工学技士会で は 、 2005年度 (平成17年度) か ら 教育事業 な ど の 参加受付方法 を 変更 い

た し ま す。 参加 受付 は イ ン タ ー ネ ッ ト を 利用 し て 行 い ま す。 Eー メ ー ル ア ド レ ス を お 持 ち で、 イ

ン タ ー ネ ッ ト に接続 さ れ た コ ン ビ ュ ー タ は も ち ろ ん、 皆 さ んが い つ も お使 い に な る 携帯電話 も ご

利用 に な れ ま す。

こ の シ ス テ ム に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト の 通信 で は 、 限 ら れた 個 人 の情報 を 扱い ま す。 従い ま し

て 、 通信途上 の 情報搾取 を 防 ぐ 目 的 でSSL暗号化通信 を 採用 し て お り ま す。 ま た 、 利 用 規約 を 設

け、 個 人情報等の取 り 扱い に 関 す る 取 り 決め も 設け ま し た 。

ど う ぞ安心 し て ご利用 く だ さ い 。

ご登録い た だ い た情報は 、 こ の シ ス テ ム を 利用 し て 当 会 か ら の催事の ご案 内 や お 知 ら せ を 行 う

こ と な ど、 当 会 の 会務 お よ び事業以外 に は利用 い た し ま せ ん。

な お 以下 の 点 に つ き ま し て ご注意下 さ い

- 一つ の メ ー ル ア ド レ ス を 複数 の 方で登録す る こ と は で き ま せ ん 。

・ rstd@aice.gr.jpJ と nnfo@aice.gr担」 か ら の メ ー ル が確実 に 届 く よ う に 受信 許可 リ ス ト に登録

な ど を し て く だ さ い 。

・ 携帯電話 の 機種変更、 携帯電話会社 の変更があ り ま す と 、 登録内容が消滅 し ま す。 こ の場合

は 、 再度 ご登録 を 行 っ て い た だ く こ と に な り ま す。

・ 携帯電話の機種変更 はせず、 メ ー ル ア ド レ ス の変更 を 行 っ た 場合 は 、 登録情報 を 速や か に 変

更 し て く だ さ い 。

ご登録 ・ 参加受付 の 手順 を ご説明 い た し ま す。

. と 登録の手順

当 会 の事業 に 参加 を 希望 さ れ る 方 は 、 ご登録 を お願 い い た し ま す。

ま ず、 以下の ア ド レ ス へ空 メ ー ル (件名、 内容 を何 も 書かず に 送 る メ ー ル です) を 送 っ て く だ さ い。

ア ド レ ス は 、 std@aice .gr.jpです。

② info曲i団 g-.jp
① 制曲i田 g-.jp

登鵠莞7のご案内借知県臨床工学樟十会〉
脅結の ご案内借知県臨床工常持十全〉

し ば ら く し ま す と 、 ①の よ う に 「登録の ご 案 内 (愛知 県臨床工学技士会) J と い う タ イ ト ル (件名)

の返信 メ ー ル が届 き ま す。
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Fr o m :" std@aice.gr. jp" <剖d曲目e.gr .jp> I 弾惑吋-11，川，.nヰ机 | 白7ドlノヌづヴヴlこ追加
To :1了 一 一一 歯切�苓 』曹 司司府吻噌

Subject 登録のご 案内{愛知県臨床工学技士会)

ご登録あ り が と う ござ い ま す 。
下記ア ド レ スへア クセス し、 お名前等 プ ロ フ ィ ール を漏れな く 入力 し て く だ さ い

入力が完了 し、 登録ボタ ン を押 し ま す と 本登録が完了いた します。
登録完了後ま も な く 登録完了のメ ール力、届きます。
登録完了 メ ー ル に は 参加申込み受付中の催事等を表示す るWEBサ イ ト への リ ン ク
が ご ざ い ま す 。
詳細は こ ち ら !

返 信 メール に は 登 録 用 の リ ン ク が記述し て あ り ま す の で 、 そ れ を ク リ ッ ク し て く だ さ い。

WEBのブラ ウ ザが聞 き 、 登録作業用の画面が 出 て ま い り ま す の で 、 画 面 の 指示通 り に 登 録 を 完

了して く だ さ い。

ファイル@ 温3即日 現弔ω 制 "

※E�IJ入力必須項目です
・住所1 ※

誌協γ一_---.JEt前-.J
55司有外局
番から入力して下さい.
圃登録者種別 ※
0愛路工会員
O非会員
・パスワ ード ※

喧!ËJ

- お 名前 は 日 本語で入力して く だ さ い。

・ 郵便番号 は半角数字です。 所属 す る 施設固 有 の 郵便番号 を 入力 す る こ と

も 可能です0

・ 入力 が正しけ れ ば 「次へJ ボタン を 押して く だ さ い。

- 住所 l に は 、 前 の 画面で入力した 郵便番号から住所が 自 動 で入 り ま すが、

番地等 は 自 動入力 さ れ ま せ ん の で追記して く だ さ い。

・ 住所 2 に は 、 施設固有 の 郵便番号 を 入力 さ れ て いれ ば施設名 が表示 さ れ

ま す。 表示がない場合 は 、 施設名 を 入力して く だ さ い。

・ 電話番号 は 、 ハ イ フ ン(一) 無しで市外 局 番 から半角 数字 で 入 力して く だ

さ い。

- 登録者種別 で は 、 愛知県|臨床工学技士 会 正 会 員 の 方 は 、 「愛臨工会 員j を 、

そ れ以外の方は、 「非会員J を 選択して く だ さ い。

・ パ ス ワ ー ド は 、 半角 英数字(大文字小文 字 区 別 があ り ま す) で入力して く

だ さ い。 今後、 催事参加を す る 場合 に 必ず必要 な も の で す の で 、 大切 に

保管して く だ さ い。

・ 入力 事項 を すべて確認して 、 「確認」 ボタン を 押して く だ さ い。
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- 氏 名 、 住所、 電話番号、 登録者種別 と パ ス ワ ー ド が表示 さ れ ま す。 パ ス

ワ ー ド は 入 力 し た 文字で は 無 く i * * * * * * * * J と 表示 さ れ ま す。

氏名
住所

電話番号
登録者種別 愛崎工会員
ハスワード 帥叫件特

匿E

直翌日

ヲ?イル匂 語審(E) 骨子三ω ぉ夏 "

詳細胃相コご登録有難う
ございました.

・ 修正す る 場合 は 「修正J ボタ ン を 押 し 、 入力 文字の修正 を 行って く だ さ い。

すべて 正 し い場合 は 「登録j ボタ ン を 押 し て く だ さ い。

こ れで、 登録作業 は終わ り です。

- こ の画面が出 ま し たら、 WEBブラ ウ ザ を 閉 じ ていた だ く こ と がで き ま す。

し ばら く し ま す と 、 ② 「登録完 了 の ご 案 内 」 メールが届 き ま す。

Fro m :info唖aice.gr.jp [ 渉;;:;← J吋L( i村凡 | 白 アドレスつ什I ::: i自由n
To .ぃ一一一司F一明

Subject 登録完了のご 案内(愛知県臨床工学技士会)

本萱禄が完了い た し ま し た 。
現在、 参加申込み受付中の催事等の情報が あ り ま す 。
以下で ご確認下 さ い。
詳細は こ ち ら !

ご登録の時点 で参加受 け 付 け中の催事があ る 場合 は 、 リン ク が記述 さ れ て い ま す。

一 度登録が済み ま す と 、 当 会が開催す る 催事の案 内 を そ の 都 度メール で お 知らせいた し ま す。

圃催事参加の手順

登録完了メール と 登 録以後 の 案 内メ ー ル に は 、 現在受 け 付 け 中 の 催事 一 覧 あ る い は 単独開催

事業へのリ ン ク が記述 し て あ り ま す。 ( ご登録の手順の最後 を ご覧下 さ い。 )

そ のリ ン ク を ク リ ッ ク し ていた だ き 、 一 覧 を 表示 さ せて く だ さ い。
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岨 愛知県E包京工学技士会

いつもは言えない「ありが
とうjの気持ちをプレゼント
に込めて大問!JIJお母さん
にiiiえましょう. とびっきり
のプレゼントを軍選してご
m介いたします。
1 <子ストです)国の 日プレ
ゼン卜
2(子ストですìffiの 円 はい
三ヱ
3(テストですν i以ケット力
二圭二之呈乙豆込?1.
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- こ のよ う に、 リ ス ト形式で現在受け付 け中の催事へのリン ク が案内 さ れ

ま す。

- ご、希望の催事へ ア ク セ ス し ていた だ き ま す と 、 そ の催事の 案内画面、 申

込 み 画面 な と守へのリン ク 画面が出 て ま い り ま す。

・ 「規約 j ボタン は、 こ の シス テムの利用 に か か わ る 約 束事へのリン ク ボタ

ンです。 ご 利 用 の前 に 必ず読み、 こ 理解 ・ こ 同 意 の上 ご 利 用 下 さ い 。 ご

利 用 を 開 始 さ れ ま す と 、 こ の 規約 に 同 意 さ れ た と み な し ま す 。

- 申 込み に は、 「 申 込 み は こ ち ら 」 のリン ク を 押 し て く だ さ い。

申 込者数が定員 に な り ま す と こ のリン ク は表示 さ れ ま せん。



。 � . 。 回 国

L 、.
PASS納心RD

匿司

匿司

参加者情報

下記内容を逃i札て下さ
L 、.
@正会員ロヌEト
O非会員制，αXト

。 贋る ・ 。 自 由

{テストてす)1 \.7..ケット力ー
ネーンヨノ申込み
参力押込みの受付を完了
主主しましt""
下位へ割曜のお振込み
をお腰且 、致します.
割強
V3.5α〉ー
恨込先
郵便振り替え
∞125-1 -2345E78 西山さ
んヲミー
入金期限
2=年制月 30日

確認メールを送信しました
のでご確認くださL 、.
居かえ乱 、場合II、 下記へ
ご連絡くださL 勺
名古屋大学医学部付属病
院高気圧治療制η愛知県
臨床工学技士会事務局
(担当 志賀・芭山)
軍全]

盤盤盤醤場
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- ご登録の と き に 設定 し ていた だいた 「パ ス ワ ー ド 」 を 入力 し て く だ さ い。

パ ス ワ ー ド を 入力 し ま し たら、 「認証J ボタン を 押 し て く だ さ い。

• r参加者情報 :J に ご登録 さ れ た氏名 な どの情報が表示 さ れ ま す。

川 ・ 参加 料 は 、 正 会 員 の方 は 、 正 会 員 を 選択 し て く だ さ い。 非 会 員 の方 は 、

所属す る 団体等 の 参加 料 を 選択 し て く だ さ い。

選択ボタン を確認 し ま し て 、 「参加 申 込j ボタン を 押 し て く だ さ い。

- こ の よ う に 、 振込 み の ご案 内 画面 に な り ま す。
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そ し て 、 ⑤催事参加 申 込み受付完了 の メ ー ルが届 き ま す。

一

一

色

飢
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動
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岬
師
時

一m-M一同
開

F

岨

工

S

床臨県知里
テ ス ト { 全 員 ) ( テ ス ト で す ) J l ス ケ ッ ト カ ー ネ ー シ ョ ン @ 込 み へ の 参 加 申 込 み を 受

付 致 し ま し た .

受 付 番 号 、 参加費 ( 受 語 軒 害 〉 、 お 撮 込 先 お 領 込 み 期 限 は 以 下の と お り で す .

- 萱 付 番 号 ・
9 9 3  

- 参 加 費 ・
単3 . 5 00-

- ぉ 1. 込 先 圃
郵 便 掘 り 菅 え

園 出 11\ 込 み 期 限 ・
2 0 0 5 年 刷 用 3 0 目

... ... ... 注 盟 企 ......
* 期 限 ま で に お 振込 み 下 さ い.
* お 祖込みが期限 を 過 ぎ ま す と 白 動 的 に 参 羽 受 付 か キ ャ ン セ ルに 匁 り ま す の で ご
注意 下 さ い.
食 通 信 担 に I�、 催 事 名 、 霊 付 番 号 、 量 録 し Z お 名 前 、 量 錯 し た 電 話 番 号 を 岳 ず 書

き 添 え て く だ さ い .
y .6. ... .1‘ ... "'... ........ .1‘ 
ご 平 明 な 点は事 務 局 ま で メ ー ル に て お 聞 い含 わ せ 下 さ い.

愛 知 県 臨 底 工 学 技 士 会 事 務 局 長 西 山 博 司
メ - }レ ア ド レス :

総 電 話 、 日Xに よ る お 問 い 合 わ せ に は 回 苔 で き ま せ ん の で 、 ご 7 承 下 さ い.

今 回 宜 録 さ れた 参 加 申 込 み を キ ャ ン セ ル さ 司 る 場 合 I � 下 記 ヘ ア ヲ t ス し て 下 さ い

開催 日 、 参加 費 な ど ご確認下 さ い。

参加費 の振 り 込み期 限が明記 し て ご ざい ま す の で、 期 限 ま で に お 納 め 下 さ い 。 期 限 を 過 ぎ ま す

と 自 動的 に キ ャ ン セ ル と な り ま す の で ご注意下 さ い 。

業務等の都合 に よ り 申 し 込み を キ ャ ン セ ル さ れ る 場合 は 、 受付完了 メ ー ル に キ ャ ン セ ル画面へ

の リ ン ク を 明記 し て ご ざい ま す の で、 そ の リ ン ク ア ド レ ス を ク リ ッ ク し て キ ャ ン セ ル処理 を 行 っ

て く だ さ い 。

な お 、 定員 を 超 え た場合 は 、 申 込み画面 に た ど り 着 け ま せ ん。 ま た 、 キ ャ ン セ ル待 ち の 設定 は

ご ざい ま せ ん の で ご了承下 さ い 。
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組織 ・ 職能委 員 会 か ら の お 知 ら せ

組織職能委員会委員 長 伊 藤 嘉 延

全国 で は平成15年 4 月 に 北海道、 平成16年 6 月 に 秋 田県、 平成18年 6 月 に 岡 山 県 の 各技士会が

社 団 法人化 に 移行 し て い ま す。 ま た 、 各都府県技士会 も 法人化 に 向 け い ろ い ろ と 折衝 な どの活動

を 行 っ て い る と 聞 い て い ま す。 愛知県 に お い て は 、 昨年の 8 月 2 日 に 県総務部主催で庁 内職員 向

け に 「法人化の新制度」 の 説 明 会が行 わ れ ま し た 。 そ の 後、 医務 ・ 医療指導 グ ル ー プの 担 当 者 に 問

い 合 わ せ た と こ ろ 、 平成 19年 2 月 1 日 に 総務省 の 担 当 官 を 招 い て 「既存 の 法 人」 が「新制 度 で の 法

人」 に 円 滑 に 移行す る た め の 説 明 会が開催 さ れ ま し た 。 し か し 、 新 た に 法人化 し て い く 団 体 に つ

い て は 、 今 回 は対象外で説 明 会 に 参加 は で き ま せん で し た 。 引 き 続 き 、 愛知県臨床工学技士会 も 、

い ろ い ろ 困 難 な 状況があ り ま す が組織 ・ 職能委員 会 と し て 愛知県 に 対 し 、 ね ば り 強 く 折衝 を し て

い き た い と 思 い ま す。

ま た 、 今年度 3 月 に 予 定 し て い ま し た 施設見学会 の 「独立行政法 人 理化学研究所 バ イ オ ミ

メ テ ィ ッ ク コ ン ト ロ ー ル研究 セ ン タ ー (名 古屋市守 山 区) J が、 3 月 で の 開催 が困 難 な 状況 に な っ

て し ま い ま し た 。 昨年 よ り 3 月 に 見学会 を 開催で き る よ う 日 程調 整 を 行 っ て き ま し た が、 施設の

開館 日 と 日 程が合い ま せ ん で し た 。 他施設の候補 も 挙げて み ま し た が、 会 員 へ の 周 知 の 期 間 や 日

本臨床工学会の準備等の 問 題 も あ り 、 学会が終 っ て か ら 具体的 な 施設見学の候補や 日 程 を 詰 め て

い き た い と 思 い ま す。

今回 は大変 申 し訳あ り ま せ ん で し た 。 ま た希望 さ れ る 施設があ れ ば組織 ・ 職能 委員 会 ま で御意

見等 を い た だ き た い と 思 い ま す。
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編集 ・ 広報委員会 か ら の お知 ら せ

編集広報委員会委員 長 長 尾 尋 智

編集広 報 と し て 発行物 の 時期 や 内 容 に つ い て 、 当 初 の 目 的 の 通 り 充実 を 目 指 し 努力 し て き ま

し た 。 デ ジ タ ル カ メ ラ 購入 を き っ か け に 積極 的 な 撮影活動 を 行 い 、 編 集 広 報 委 員 や 教育 関 連事

業 に 参加 す る 方 々 の 協 力 を 得 て 参加 レ ポ ー ト や 原 稿 の 依頼 も 行 な う よ う に な り ま し た 。 ま た 、

昨年 の 会誌発行時 よ り 業務 の 改善 を 行 い 、 ス ム ー ズ な 作業 を 行 な う こ と がで き る よ う に な り ま

し た 。 発行 に あ た っ て の 成果 は上がっ て い る と 思 い ま す。

し か し 、 現在 の 情 報社会 に お い て 、 従 来 の 会誌 ・ 会報 の 発行形態 の ま ま で は タ イ ム リ ー な 情

報提供がで き て い る と は 言 え な い の が事実です。 発行 に 費 や す 時 間 や 費用 に 比べ 、 皆様へ の 情

報提供 は 限定 さ れ、 皆様の 反応 も 得難 い も の で あ る の が現状で す 。 年 に 一 回 の 会 誌 の 発行 は 必

要か と 思 い ま す が、 年 に 二 回 の 会報 に つ い て は イ ン タ ー ネ ッ ト を 利用 し た リ ア ル タ イ ム な 情報

提供 に 重 き を 置 い て い く べ き で は な い で し ょ う か ? し か し な が ら 、 会 員 の 皆様すべて が ホ ー ム

ペ ー ジ に ア ク セ ス で き る 環境 で あ る か否 か、 メ ー リ ン グ リ ス ト な どの 情報配信 に 対 し ア ド レ ス

の 取得 ・ 公 聞 がで き る の か否 か は 定か で は な く 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に お い て 平等 な 情報 の 授 受 を

行 う こ と が可 能 で あ る かが 問 題 と な っ て く る で し ょ う 。 今年 度 に は ホ ー ム ペ ー ジ 委員 会 も 設立

さ れ、 来 年 度 に は ホ ー ム ペ ー ジ を 利用 し た 編集広 報活動へ と 情報発信 の あ り 方 を 考 え て い か な

け れ ば な り ま せん。 理事会 を は じ め、 会員 の皆様の ご意見や承諾 を い た だ け る よ う な 活動方針 を

模索 し て い こ う と ，思 っ て お り ま す。 今後 と も 編集広報活動 に ご理解 ご協力 を お 願 い い た し ま す。
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愛 知 県 臨床工学技士会顧 問 名 簿

榊 原 欣 作 国立大学法人名 古屋大学 名 誉教授

阿 部 稔 雄 国 立大学法人名 古屋大学 名 誉教授

前 田 憲 志 国立大学法人名古屋大学 名 誉教授

岡 島 光 治 藤 田保健衛生大学 名 誉教授

島 田 康 弘 国 立大学法人名古屋大学医学部 附属病 院 麻酔科教授

上 田 裕 一 国 立大学法人名古屋大学医学部附属病 院 胸 部外科教授

勝 屋 弘 忠 名 古屋市立大学医学部 麻酔 ・ 蘇生学教授

野 口 宏 愛 知 医科大学 救命救急科教授

平 手 裕 市 名 古屋披済会病 院 心臓血管外科部長

酒 井 順 哉 名 城大学大学院 都市情報学研究科保健医療情報学 教授

(敬称略 ・ 順不 同 )
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愛知 県 臨床工学技士会正会員名 簿

会員No. 氏 名 勤 務 先 勤務先TEL

l 山 田 悌 士 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1 121 

2 薗 田 誠 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1 121 

3 邑 上 和 弘 愛知 医科大学病 院 052-264-481 1  

4 大 野 真 愛知 医科大学病 院 052-264-481 1  

6 近 藤 弘 治 大誠医科器械脚 052-798-9181 

8 長 田 守 偉 八千代病院 0566-97-8518 

9 近 藤 孝 雄 協立総合病 院 052-654-221 1  

10 長 江 厚 志

13 清 水 隆 一 か わ な 病 院 052-761-3225 

14 北 野 達 也 星城大学 052-601-6523 

15 長 川 基 幸 多和 国 ク リ ニ ツ ク 0568-82-8008 

16 大 野 善 博 大野泌尿器科 05338-6-9651 

17 橋 口 修 次 メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 名 古屋 052-763-231 1  

18 林 喜久夫 白 楊 ク リ ニ ッ ク 052-300-3800 

19  浅 井 勝 実 半田 ク リ ニ ッ ク 0569-23-1155  

20 桜 井 謙 次 052-251-8551 

21 西 川 栄一郎

22 高 木 豊 巳 新生会第一病院 052-832-841 1  

23 本 村 和 彦 新生会附属診療所

25 田 岡 正 宏 名 港共立 ク リ ニ ッ ク 052-698-3077 I 

26 植 村 強 十全 ク リ ニ ッ ク 052-831-2185 

27 梶 藤 正 浩 新生会第一病院 052-832-841 1  

28 松之迫 満 守 山 友愛病 院 052-793-7655 

29 安 田 啓 一

30 古 田 邦 彦 厚生連 更生病院 0566一75-21 1 1

32 中 野 浩 志 厚生連 海南病 院 0567-65-251 1  

33 長谷川 正 次 春 日 井 ク リ ニ ッ ク 0568-33-371 1  

34 回 羽 多 俊 光 医療法人糖友会 野村 内科 0586-24-0133 

35 坂 中 i青 彦 愛知 医科大学病 院 052-264-4811  

36  柴 田 昌 典 光寿会 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病院 0568-26-6180 

39 渡 漣 晴 美 名 古屋披済会病 院 052-652-771 1  

40 高 橋 幸 子 名 古屋披済会病 院 052-652-771 1  

41 宮 本 浩 三 名 古屋披済会病 院 052-652-771 1  
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43 森 田 博 之 上飯田 ク リ ニ ッ ク 052-915-2211  

47  蹟 浦 7旦ι- 東海医療工学専 門 学校 0561-36-3303 

48 西 山 博 司 国立大学法 人名古屋大学医学部附属病 院 052-744-2641 

49 松 岡 亮 輔 半田市立半田病院 0569-22-9881 

50 池 山 文 敏 日 本光電工業株式会社 03-5996-832准

51 寒 竹 富士雄 稲沢市民病院 0587-32-211 1  

52 日 比谷 信 藤 田 保健衛生大学短期大学 0562-93-9431 

53 石 川 隆 志 藤 田保健衛生大学病 院 0562-93-2392 

54 井 平 勝 藤 田保健衛生大学短期大学 0562-93-9431 

56 木 藤 隆 好

57 細 野 文 子 国立大学法人 名 古屋大学医学部附属病院 052-744-2966 

59 鈴 木 弘 之 中京病院 052-691-7151 

62 寺 津 栄 一 愛知 医科大学病 院 052-264-481 1  

63 早 川 茂 樹 石 川 病 院 0569-72-2345 

65 鈴 江 孝 昭 厚生連 昭和病院 0587-56-4155 

66 中 根 健 厚生逮 渥美病 院 0531-22-2131 

67 竹 中 利 尾 厚生連 更生病 院 0566-75-21 1 1  

68 寺 町 教 詞

69 当 間 健 夫 中 部大学技術医療専 門 学校 052-251-8551 

70 谷 川 行 雄 安城共立 ク リ ニ ッ ク 0566-73-0610 

71 武 田 明 学校法人 中 部大学中 部大学技術医療専 門学校 052-251-8551 

72 坂 下 恵一郎 医療法人名 古屋放射線診断財団 名 古屋放射線診断 ク リ ニ ッ ク 052-353-721 1  

73 筒 井 敏 彦 増子記念病 院 052-451-1307 

74 田 嶋 俊 郎 増子記念病院 052-451-1307 

75 中 島 弘 二 増子記念病院 052-451-1307 

76 鹿 島 伸 康 増子記念病院 052-451-1307 

78 重 松 恭 一 増子記念病 院 052-451-1307 

79 早 川 康 則 増子記念病 院 052-45 1-1307 

81 戸 松 章 子 増子記念病 院 052-451-1307 

82 今 野 昇 ノ ア ・ 大久手 ク リ ニ ツ ク 052-741-6677 

83 長 尾 尋 智 メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉 0587-37-8700 

84 鈴 木 喜 浩 高桑内科 ク リ ニ ッ ク

85 三 ツ 井 伸 明

87 児 島 勝 政 中京病院 052-691-7151 

88 佐 藤 好 得 中京病院 052-691-7151 
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91 高 橋 貢 葵 セ ン ト ラ ル病 院 0564-53-7815  

92  森 田 秀 夫 大 同 病 院 052-61 1 -6261 

93 稲 田 毅 豊橋ハ ー ト セ ン タ ー 0532-37-3377 

96 山 内 章 弘 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2392 

100 加 藤 政 雄 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2237 

101  大 橋 篤 藤 田保健衛生大学短期大学 0562-93-2569 

102 林 裕 樹 国立病 院機構名古屋医療セ ン タ ー 052-951-11 1 1  

104 後 藤 翼里子 名 古屋 第一赤十字病 院 052-481-511 1  

105 天 木 啓 孝 名 古屋記念病院 052-804- 1 1 1 1  

106 杉 浦 辰 美 中京病院 052-691-7151  

107 神 倉 和 見 中京病院 052-691-7151 

108 福 井 祥 文 豊川 メ イ ツ ク リ ニ ッ ク 0533-80-7575 

117  神 谷 裕 治 藤 田 保健衛生大学 坂文種報徳、会病 院 052-321-8171 

1 19  筒 井 信 幸 碧南市民病 院 0566-48-5050 

121  山 本 裕 隆 春 日 井市民病院 0568-57-0057 

129 石 河 孝 彦 白楊会病院 052-703-2226 

130 木 村 安 則 各務原そ は ら ク リ ニ ッ ク 0583-71-6101 

131  篠 田 学 土 岐 白 楊 ク リ ニ ッ ク 0572-53-1 151  

132 林 啓 介 国立大学法人名古屋大学医学部附属病院 052-744-2641 

135 白 井 康 之 虎の 門 病 院 03-3588- 1 1 1 1  

136 藤 田 輝 巳 国 立大学法人東京大学医学部附属病院 03-3815-5411  

137  亀 蔦 弘 国 立大学法人名古屋大学医学部附属病 院 052-744-2659 

138 玉 村 英 昭 愛知県立循環器呼吸器病 セ ン タ ー 0586-45-5000 

140 今 井 勝 宏 増子記念病院 052-451-1307 

141 山 口 武 徳 か わ な 病 院付属新栄 ク リ ニ ッ ク 052-263-3501 

145 山 田 直 樹 国立病 院機構豊橋医療 セ ン タ ー

146 成 瀬 博 中 部労災病 院 052-652-9775 

147 中 川 星 明 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1 121 

148 冨 田 俊 彦 中京病院 052-691-7151 

150 山 本 和 三郎 新城市民病 院 05362-2-2171 

151  伊 藤 嘉 延 豊橋市民病院 0532-33-61 1 1  

154 中 村 裕 増子記念病院 052-451-1307 

157 飯 見 慶 一 総合青 山 病 院 05337-8-2561 

158 平 松 英 樹 名 古屋徳洲 会総合病 院 0568-51-871 1  

161 山 鹿 章 名 古屋 第一赤十字病 院 052-481-51 1 1  
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163 中 谷 環 常滑市民病 院 0569-35-3170 

164 高 井 浩 司 小牧市民病院 0568-76-4131 

165 高 村 明 男 小牧市民病院 0568-76-4131 

166 和 田 英 喜

167 西 分 和 也 岡 崎市民病院 0564-66-7068 

168 長 江 宏 則 公立陶生病院 0561-82-5101 

169 児 玉 泰 中 部大学技術医療専 門 学校 052-251-8551 

170 西 原 裕 幸 公立陶生病院 0561-82-5101 

173 小 川 一 夫 多和 田 医 院 052-531-1263 

175 長谷川 広 重 尾張西 ク リ ニ ッ ク 0567-47-0088 

178 i賓 田 浩 至 公立尾陽病院 052-444-0050 

179 榊 原 啓 仁 側八神製作所 052-238-2250 

180 河 村 政 幸 守 山 友愛病院 052-793-7655 

181 朝比奈 良 文 小嶋病 院 0562-32-2145 

182 杉 林 正 泰 愛北病 院 0587-55-2161 

183 日 比野 久 美 協立総合病 院 052-654-221 1 

185 石 川 健太郎 常滑市民病 院 05693-5-3170 

188 田 中 治 啓生会春 日 井 セ ン ト ラ ル ク リ ニ ッ ク 0568-57-2971 

191  不 破 昌 俊 泉工 医科工業側 03-3812四3254

193 加 藤 芳 八千代病院 0566-98-3368 

194 尾 崎 浩 行 日 機装側 052-581-6205 

195 木 下 昌 樹 岡 崎市民病院 0564-66-7068 

197 伊 井 友 昭 名 古屋記念病院 052-804-1 1 1 1  

198 本 多 佳 弘 厚生連 渥美病 院 0531-22-2131 

203 滝 川 勝 久 啓生会春 日 井 セ ン ト ラ ル ク リ ニ ッ ク 0568-57-2971 

205 増 田 宏 小牧 ク リ ニ ッ ク 0568-75-3500 

207 吉 田 純 子

210 岩 典 雅 医療法人大雄会 0586-72-1211  

214 羽 田 野 浩 史 常滑市民病院 05693-5-3170 

215 林 屋 裕 二 岡崎北 ク リ ニ ッ ク 0564-28-0560 

216 志 賀 美 子 国立大学法人名古屋大学医学部附属病 院 052-744-2641 

217 斉 藤 康 孝 中京病院 052-691-7151 

219 高 橋 竜 也 岐阜県立多治見病院 0572-22-531 1  

222 兵 藤 好 行 厚生連 加茂病院 0565-31-1511  

223 南 良 義 和 厚生連 加茂病院 0565-31-1511  
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225 井 上 宏 隆 厚生連 加茂病院 0565-31-1511  

229 中 山 真 宏 静岡済生病 院 054-285-6171 

230 大 平 茂 善 厚生連 海南病 院 0567-65-2511  

232 都 築 健

235 大 矢 和 則 名 古屋栄 ク リ ニ ッ ク 052-251-6661 

237 畔 柳 信 吾 知 多 市民病院 0562-55-1 155 

238 山 本 武 久 浦郡市民病 院 0533-66-2200 

240 家 田 松 美

241 開 正 宏 名古屋第一赤十字病院

242 後 藤 成 利 豊橋市民病 院 0532-33-61 1 1  I 

243 安 江 充 厚生連 愛北病 院 0587-55-2161  

244 小 林 蒸 豊 田 共立 ク リ ニ ッ ク 0565-74-0774 

245 五 藤 輝 彦 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1 121 I 

246 篠 田 千 秋 加茂 ク リ ニ ッ ク 0565-34-1345 

247 榊 原 靖 久 並木 ク リ ニ ッ ク 052-691-2001 

248 辻 池 説 子 大 曽 根 ク リ ニ ッ ク 052-915-9301 

251 山 崎 輝 雄 大 曽 根 ク リ ニ ッ ク 052-915-9301 

253 今 西 健 蔵 ト ヨ タ 記念病院 0565-28-0100 

254 杉 若 直 人 ト ヨ タ 記念病 院 0565-28-0100 

255 土 井 厚 名 古屋披済会病 院 052-652-7711 

258 大 井 秀 明 日 機装側 052-581-6205 

259 内 田 美 枝 名 古屋記念病 院 052-804-1 1 1 1  

260 奥 村 任 行 鳴 海 ク リ ニ ッ ク 052-624-5701 

261 早 川 玲 子 名 古屋記念病 院 052-804-1 1 1 1  

268 清 水 芳 行 名 古屋市立東市民病 院 052-721-7171  

270 木 下 幸 子 虎 の 門 病 院 03-3588-1 1 1 1  

271 嶋 倉 和 也 協立総合病 院 052-654-2211  

272 近 藤 義 和

273 岡 本 一 行 稲 沢市民病 院 0587-32-21 1 1  

274 大 岩 成 明 春 日 井市民病 院 0568-57-0057 

275 西 村 良 恵 岡 崎市民病 院 0564-66-7068 

277 吉 川 祥 人 葵 セ ン ト ラ ル病 院 0564-53-7815  

278 牧 山 哉 美合 ク リ ニ ッ ク 0564-59-0207 

279 古 田 聡 恵 豊橋市民病 院 0532-33-61 1 1  

281 神 戸 幸 司 小牧市民病 院 0568-76-4131 
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282 横 山 菊次郎 小牧市民病 院 0568-76-4131 

284 中 村 省 三 豊橋市民病院 0532-33-61 1 1  

285 安 藤 俊 昭 豊橋市民病 院 0532-33-61 1 1  

286 寺 西 � 吾 医療法人大雄会 0586-72-1211  

287 東 和 美 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1 121 

288 藤 井 愛

289 渡 漣 竹 志 学校法人東洋学園 国際医学技術専 門 学校 052-588-31 1 1  

290 中 川 尚 春 日 井市民病 院 0568-57-0057 

291 春 田 良 雄 公立陶生病院 0561-82-5101 

292 南 俊 克 博 成 田 記念病院 0532-31-2167 

294 海江 田 章 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2939 

295 豊 崎 正 人 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2392 

297 江 向 光希子 名古屋第二赤十字病院 052-832-1121 

299 大 橋 博 碧南市民病院 0566-48-5050 

300 吉 田 博 明 中 京病 院 052-691-2000 

308 薮 下 美千代 啓生会春 日 井 セ ン ト ラ ル ク リ ニ ッ ク 0568-57-2971 

310 森 賓 篤 司 東海 ク リ ニ ッ ク 0562-33-1331 

311 坂 口 俊 樹 泰玄会病 院 0586-61-2121 

313 丸 山 仁 実 岡 崎市民病院 0564-66-7068 

314 篠 田 a悟 国立病 院機構名古屋医療セ ン タ ー 052-951-1 1 1 1  

315 細 江 和 人 ト ヨ タ 記念病 院 0565-28-0100 

316 後 岡 恵、 名 古屋記念病院 052-804-1 1 1 1  

317 中 村 言.c葺h、 並木会病院 052-848-2000 

318 大 下 隆 山 下 病 院 0586-45-451 1  

319 今 枝 映 里

321 塩 田 展 也 聖霊病 院 052-832-1181 

322 三 船 博 子 藤 田 保健衛生大学 坂文穫報徳会病 院 052-323-5755 

323 山 本 英 樹 岡崎市民病 院 0564-66-7068 

324 菱 田 健太郎 葵 セ ン ト ラ ル病 院 0564-53-7815 

327 清 水 純 子 東海医療工学専 門 学校 05613-6-3303 

328 大 村 達 哉 葵 ク リ ニ ッ ク 西 岡 崎 0564-33-3400 

329 安 井 融 名 古屋市立大学病院 052-858-7512 

330 j青 末 智

332 谷 口 真 由 東海医療工学専 門 学校 0561-36-3303 

333 杉 浦 裕 之 名古屋第三赤十字病 院 052-832-1121 
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335 鷲 尾 事 之 春 日 井市民病 院 0568-57-0057 

336 河 合 紀 幸 西尾市民病 院 0563-56-3171  

337 新 美 伸 治 国立病 院機構名 古屋 医療セ ン タ ー 052-951-1 1 1 1  

338 高 村 政 行 国立病院機構豊橋医療セ ン タ ー 0532-62-0301 

340 加 藤 博 久 公立陶生病 院 0561-82-5101 

343 中 村 新 一 東海医療工学専 門 学校 制日 3303 I 
345 津 田 知 学 大 曽 根 ク リ ニ ッ ク 052-915-9301 I 

346 森 園 元 美 名 古屋記念病 院 052-804-1 1 1 1  I 

348 成 田 信一郎 学校法人東洋学 園 国際医学技術専 門学校 052-588-31 1 1  I 

349 三 浦 伸 一 豊橋市民病院 0532-33-61 1 1  

351 岩 井 澄 雄 す ぎや ま 病 院 052-774-8222 

352 平 松 さ お り 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2237 

353 秋 山 玲 奈 藤 悶 保健衛生大学病院 0562-93-2237 

354 小 林 聖 中 部労災病 院 052-652-551 1  

355 杉 山 淳 一 金 山 ク リ ニ ッ ク 052-679-1766 I 

358 嶋 崎 公 司 名 古屋記念病 院 052-804-1 1 1 1  

359 佐 藤 貴 信 春 日 井 ク リ ニ ッ ク 0568-33-3711  

360 熊 i宰 貴 生 春 日 井 ク リ ニ ッ ク 0568-33-3711  

361  塩野谷 幸 映

363 江 本 泰 典 新生会第一病 院 052-832-8411  

364 宇津木 哲 名 古屋共立病 院 052-362-5151  

366 片 岡 直 人 葵 セ ン ト ラ ル病 院 0564-53-7815 

369 滝 沢 民 美 美合 ク リ ニ ツ ク 0564-59-0207 

370 塚 本 輝 宮 川 瞥 院 0587-24-381 1  

371 矢 野 洋 子 常滑市民病院 05693-5-3170 

372 石 川 正 敏 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2239 

373 川 口 和 紀 藤 国 保健衛生大学病院 0562-93-2237 

374 宮 本 晃 子 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2237 

375 新 典 雄 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2237 

376 桝l 原 未 和 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2237 

377 堀 秀 生 藤 田 保健衛生大短期大学 0562-93-2614 

378 池 田 智 子 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2237 

380 黒 川 大 樹 小牧市民病 院 0568-76-4131 

381 東 秀 一 春 日 井市民病 院 0568-57-0057 

384 藤 井 信 一 中 部労災病 院 052-652-551 1  
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385 吉 野 智 哉 昭和病院 0587-56-4155 

386 宇 井 雄 一 岡 崎市民病 院 0564-66-7068 

387 田 中 佑 佳 岡 崎市民病 院 0564-66-7068 

388 山 本 麻有子 白 楊会病院 052-703-2226 

389 谷 口 三 郎 厚生連 海南病院 0567-65-2511 

390 中 田 実 厚生連 海南病院 0567-65-251 1  

391 長谷川 栄 三 大雄会第一病 院 0586-26-2003 

392 丹 羽 武 志 協立総合病 院 052-654-221 1  

393 永 坂 和 文 半田市立半田病院 0569-22-9881 

394 扇 梨 恵 佐藤病院 0587-54-6611  

395 清 水 信 之 大 同 病 院 052-611-6261 

396 中 川 幸 則 大 同 病 院 052-611-6261 

397 室 崎 佳 恵 名 古屋 セ ン ト ラ ル病 院 052-452-3154 

398 知 崎 有希子 名 古屋 セ ン ト ラ ル病 院 052-452-3154 

399 三 浦 玲 子 美合 ク リ ニ ッ ク 0564-59-0207 

400 木 戸 隼 人 美合 ク リ ニ ッ ク 0564-59-0207 

403 服 部 篤 史 厚生連 海南病院 0567-65-251 1  

404 前 田 彩 名古屋 セ ン ト ラ ル病 院 052-452-3154 

405 北 口 雅 敏 鳴海 ク リ ニ ッ ク 052-624-5701 

406 伊 藤 靖 典 名 古屋徳洲 会総合病 院 0568-51-871 1  

407 磯 貝 充 輝 医療法人愛生館 小林記念病 院 0566-41-0004 

408 伊 藤 靖 金 山 ク リ ニ ッ ク 052-679-1700 

410 藤 田 智 一 医療法人豊 田 会 刈谷豊田総合病院 0566-21-2450 

411 清 水 朋 子 医療法人豊 田 会 刈 谷豊 田 総合病 院 0566-21-2450 

412 吉 里 俊 介 医療法人豊 田 会 刈谷豊田総合病院 0566-21-2450 

414 船 津 有 皇 ト ヨ タ 記念病院 0565-28-0100 

415 鈴 木 浩 史 明 陽 ク リ ニ ッ ク 0532-33-3130 

416 西 浦 庸 介 蒲郡市民病院 0533-66-2200 

417 吉 村 寿 朗 青 山 病 院 0561-82-1118 

418 池 端 美穂子 青 山 病 院 0561-82-1 1 18 

419 平 岩 克 規 聖霊病院 052-832-1 181 

420 佐 藤 義 久 啓生会春 日 井 セ ン ト ラ ル ク リ ニ ツ ク 0568-57-2971 

421 佐 藤 初 美 医療法人梅田 ア ン ド ア ソ シ エ イ ツ 小牧 ス マ イ ル ク ニ ッ ク 0568-72-3355 

422 内 田 裕 子 メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 名古屋 052-763-2311 

423 奥 村 昌 子 名 古屋市立東市民病院 052-721-7171 
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424 林 功

426 浅 井 寿 教 十全 ク リ ニ ッ ク 052-831-2185 

429 小 野 智 也 葵 ク リ ニ ッ ク 西 岡 崎 0564-33-3400 

430 西 村 依里子 葵 ク リ ニ ッ ク 西 岡崎 0564-53-7815 

431 和 田 功 美合 ク リ ニ ツ ク 0564-59-0207 

432 白 井 宏 美 医療法人愛生館 小林記念病 院 0566-41-0004 

433 新 居 優 賞 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1121  

434 i中 島 正 幸 名 古屋披済会病 院 052-652-771 1  

435 中 村 祥 愛知 ク リ ニ ツ ク 0532-47-3663 

436 小 林 大 介 佐藤病院 0587-54-6611  

437 問 中 泰 弘 医療法人豊 田会 刈 谷豊 田 総合病 院 0566-21-2450 

438 香 ノ 木 富 美 蒲郡 ク リ ニ ッ ク 病 院 0533-68-1115  

439 足 立 欣 永 中 部 岡崎病院 0566-75-21 1 1  

440 田 島 光 明 碧南市民病院 0566-48-5050 

442 小 山 ふ み 各務原 そ は ら ク リ ニ ツ ク 0587-71-6101 

443 須 甲 さ や か 各務原そ は ら ク リ ニ ツ ク 0587-71-6101 

444 市 川 博 章 東海 ク リ ニ ッ ク 0562-33-1331 

446 田 島 弘 隆 金 山 ク リ ニ ッ ク 052-679-1700 

448 加 藤 真 豊橋市民病 院 0532-33-61 1 1  

449 佐 藤 元 泰 小牧市民病 院 0568-76-4131 

450 長 尾 貴 志 協立総合病 院 052-654-221 1  

451 奥 田 圭 三 小牧ス マ イ ル ク リ ニ ッ ク 0568-72-3355 

452 中 神 知 久 あ い ち 小児保健医療総合セ ン タ ー 0562-43-0500 

453 安 部 i享 総合病 院南生協病 院 052-61 1-61 1 1  

454 鷲 見 博 則 医療法 人啓生会 小牧 ク リ ニ ッ ク 0568-75-3500 

455 山 下 真 言

456 太 田 喜 昭 医療法人啓生会 小牧 ク リ ニ ッ ク 0568-75-3500 

458 西 山 毅 読売理工専 門 学校 03-3455-0221 

460 倉 地 寛 美 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1121  

462 鈴 木 祥 仁 新城市民病院 05362-2-2171 

463 小 山 昌 利 名 古屋記念病 院 052-804-1 1 1  

464 荒 川 長 也 一宮市立木曽 川 市民病院 0586-86-2173 

465 辻 品 愛知 医科大学病 院 05616-2-3311  

467 三 宅 哲 郎 葵 セ ン ト ラ ル病院 0564-53-7815 

468 杉 原 永利子 春 日 井市民病 院 0568-57-0057 
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469 藤 川 純 一 医療法人豊 田 会 刈 谷豊 田 総合病院東分院 0566-62-5670 

471 小 寺 優 香 間崎北 ク リ ニ ッ ク 0564-28-0560 

472 河 合 麻 美 愛知 ク リ ニ ツ ク 0532-47-3663 

473 細 谷 美 文 大幸砂 田橋 ク リ ニ ッ ク 052-71 1-8889 

474 森 知 昭 名古屋 セ ン ト ラ ル病院 052-452-3154 

475 中 嶋 辰 徳 国立大学法人大分大学医学部附属病院 097-549-441 1  

476 村 上 桐 子 三重県立志摩病 院 0599-43-0501 

478 前 田 芳 一 愛知 医科大学病 院 052-264-4811  

479 森 部 康 弘 国立病 院機構豊橋医療セ ン タ ー 0532-62-0301 

480 工 藤 喜八郎 (栂ア ー ダ ン ト 0568-35-2811  

482 三 i宰 健 治 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2392 

483 杉 森 美 幸 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2392 

484 山 本 賢 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2392 

485 山 内 恵

486 目 叶 裕 史 メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 知多 0569-44-2600 

487 小 川 あ か し メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉 0587-37-8700 

489 瀧 本 さ ち 名古屋 第一赤十字病院 052-481-51 1 1  

490 竹 内 真 吾 ト ヨ タ 記念病 院 0565-28-0100 

491 橋 本 さ や か ト ヨ タ 記念病 院 0565-28-0100 

492 森 淑 江 泰玄会病院 0586-61-2121 

493 船 渡 直 美 医療法人豊 田 会 刈 谷豊 田 総合病 院東分院 0566-62-5681 

494 鈴 木 康 子 医療法人豊 田 会 刈 谷豊 田 総合病院東分院 0566-62-5681 

495 大 橋 浩 三 愛知 医科大学病 院 0561-62-331 1  

496 田 川 英 昇 増子記念病 院 052-451-1307 

497 花 隈 淳 名 古屋披済会病院 052-652-771 1  

498 嶋 田 泰 之 と よ お か ク リ ニ ッ ク 0533-67-1155 

500 大 坪 克 浩 愛知県立循環器呼吸器病セ ン タ ー 0586-45-5000 

501 富 田 和 利 加茂 ク リ ニ ッ ク 0565-34-1345 

502 豊 田 友 美 済生会病 院 052-571-5251 

503 伊 藤 和 彦 名城病院 052-201-5311  

504 大 倉 由紀恵 増子記念病 院 052-451-1462 

505 杉 本 知 子 大雄会第一病院 0586-72-1211  

506 白 川 智 栄 西城 ク リ ニ ッ ク 052-521-2788 

508 野 田 香 守 山 友愛病院 052-793-7655 

509 門 井 里 美 セ ン ト ラ ル ク リ ニ ッ ク 052-363-7373 
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510 太 田 佳 代 葵 セ ン ト ラ ル病院 0564-53-7815  

5 1 1  小 畑 友貴哉 医療法人愛生館 小林記念病 院 0566-41-0004 

512 肥 田 修 一 犬 山 中央病院 0568-62-8 1 1 1  

514 中 前 健 二 厚生連 更生病院 0566-75-21 1 1  

515 近 藤 裕香里 厚生逮 更生病 院 0566-75-21 1 1  

516 山 本 康 数 厚生逮 更生病院 0566-75-211 1  

517 後 藤 和 大 国立大学法人名古屋大学医学部附属病 院 052-744-2376 

518 脇 田 亜 由 美 国 立大学法人名古屋大学医学部附属病院 052-744-2376 

519 佐 藤 秀 樹 厚生連 海南病院 0567-65-251 1  

520 大 橋 誠 名 城病 院 052-201-5311 

521 近 藤 弥 生 第二 し も ぎ と ク リ ニ ッ ク 052-895-71 1 1  

522 石 田 沙 織 藤 田保健衛生大学病院 0562-93-21 1 1  

523 橋 詰 英 明 藤 田 保健衛生大学病院 0562-93-21 1 1  

524 鈴 木 和 夫 愛知県がんセ ン タ ー 052-762-61 1 1  

526 梅 本 貴 子 青 山 病 院 0561-82-1118  

527 中 村 友紀子 医療法 人 白楊会 白楊会病院 052-703-2226 

528 土 井 麻 由 美 小牧市民病 院 0568-76-4131  

529 筒 井 智 也 増子記念病 院 052-451-1307 

530 水 野 万里子 増子記念病院 052-451-1307 

531 藤 田 武 増子記念病 院 052-451-1307 

532 古 谷 行 輝 葵 セ ン ト ラ ル病 院 0564-53-7815  

533 浅 招 貴美子 葵 セ ン ト ラ ル病 院 0564-53-7815 

534 安 江 裕 美 葵 セ ン ト ラ ル病 院 0564-53-7815 

535 杉 山 陽 子 メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉 0587-37-8700 

536 糸 原 徹 メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉 0587-37-8700 

538 里 亮 一 山崎病院 0594-22-0983 

539 福 永 紘 美 豊 田 共立 ク リ ニ ッ ク 0565-74-0774 

540 岡 亮 子 メ デ イ カ ルサ テ ラ イ ト 知多 (退職)

541 洞 博 之 国立病院機構名古屋医療 セ ン タ ー 052-951-1 1 1 1  

542 佐 藤 結 城

543 那 須 輝 顕 国 立大学法人名 古屋大学大学院医学系研究科 052-789-3863 

545 水 野 貴 文 青 山 病 院 0561-82-1 1 18 

546 藤 尾 武 志 メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉 0587-37-8700 

547 伊 神 隆 介 メ デ イ カ ルサ テ ラ イ ト 岩倉 0587-37-8700 

548 籾 山 和 大 増子記念病 院 052-451-1307 
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549 西 村 結 香 ト ヨ タ 記念病院 0565-28-0100 

550 奥 村 洋 士 日 進 ク リ ニ ッ ク 05617-3-9724 

551 竹 内 稔 済生会病 院 052-571-5251 

552 中 国 友 絵 ト ヨ タ 記念病 院 0565-28-0100 

553 水 谷 睦 医療法人 豊 田 会 刈 谷豊 田 総合病院 0566-21-2450 

554 毛 利 真 吾 増子記念病院 052-451-1307 

555 中 嶋 浩 詞 春 日 井市民病 院 0568-57-0057 

556 小 蘇 良 文 名 城病 院 052-201-5311 

557 水 野 友 絵 愛知県がん セ ン タ ー 中央病院 052-762-61 1 1  

558 中 井 浩 司 名 古屋披済会病院 052-652-771 1  

559 森 下 雄 亮 名 古屋披済会病院 052-652-771 1  

560 清 水 大 輔 名 古屋 第一赤十字病 院 052-481-51 1 1  

561 犬 飼 康 恵 光寿会 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 0568-26-6180 

562 横 原 桂 子 光寿会 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 0568-26-6180 

563 能 登 足刀手'" 光寿会 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病院 0568-26-6180 

564 服 部 貴 文 五条川 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 052-401-7272 

565 河 合 洋 充 名 古屋 セ ン ト ラ ル病 院 052-452-3154 

566 森 健 児 国立長寿医療 セ ン タ ー 0562-46-231 1  

567 金 山 愛 厚生連 海南病 院 0567-65-251 1  

568 鈴 村 国 大 厚生連 海南病 院 0567-65-251 1  

569 八 瀬 文 克 厚生連 尾西病院 0587-97-2131 

570 樋 口 知 之 公立陶生病院 0561-82-5101 

571 西 元 孝 二 名 古屋市立東市民病 院 052-721-7171 

572 野 村 秀 徳 八千代病院 0566-97-8111  

573 太 田 斉 さ く ら 病 院 0587-95-6711 

574 名 倉 智 美 岡 崎市民病 院 0564-21-8111  

575 早 川 絢 子 葵 セ ン ト ラ ル病 院 0564-53-7815  

576 問 中 紀 光 葵 セ ン ト ラ ル 病院 0564句53-7815

577 山 崎 由 賀 葵 セ ン ト ラ ル病 院 0564-53-7815 

578 丹下坂 梨 沙 葵 ク リ ニ ッ ク 西 岡 崎 0564-33-3400 

579 首 藤 主耳主て主 ト ヨ タ 記念病 院 0564-28-2121 

580 小 島 由 美子 メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉 0587-37-8700 

581 安 藤 隆 宏 増子記念病院 052-451-1307 

582 大河内 裕 司 愛知県 コ ロ ニ ー 中央病院 0568-88-0811  

583 小 森 恭 兵 医療法人犬山 中央病院 0568-62-81 1 1  
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584 荒 川 達 宏 名鉄病院 052-551-6121 

585 1 1 1  口 ひ と み かわ な 病 院 052-761-3225 

586 益 山 太 壱 か わ な 病 院 052-761-3225 

587 村 田 章 紘 厚生連 j屋美病院 0531-22-2131  

588 大久保 恭 子 泰玄会病 院 0586-61-2121 

589 片 岡 優 美 安城共立 ク リ ニ ッ ク 0566-73-0610 

590 杉 浦 芳 雄 医療法人豊 田 会 刈 谷豊 田 総合病 院 0566-21-2450 

591 長谷川 静 香 国立病 院機構名古屋医療セ ン タ ー 052-951-11 1 1  

592 磯 貝 玲 夫 西尾市民病 院 0563-56-3171  

593 日 高 佑 弥 碧南市民病院 0566-48-5050 

594 中 島 歩 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2392 

595 浅 井 伸 夫 増子記念病院 052-451-1307 

596 高 橋 秀 彰 六 ツ 美 内科 ク リ ニ ッ ク 0564-59-0022 

597 丸 岡 衡 卓 小牧ス マ イ ル ク リ ニ ッ ク 0568-72-3355 

598 水 野 和 恵 美浜 ク リ ニ ッ ク 0569-82-5222 

599 袴 田 貴 大 医療法人宝美会 総合青 山病院 0533-78-2561 

600 鈴 木 裕 章 医療法人 豊 間 会 刈 谷豊 田 総合病院東分院 0566-62-51 1 1  

601 河 合 理 恵 泰玄会病院 0586-61-2121 

602 富 津 寛 セ ン ト ラ ル ク リ ニ ッ ク 052-363-7373 

603 石 井 裕 次 春 日 井市民病院 0568-57-0057 

604 原 田 佳 奈 泰玄会病院 0586-61-2121 

605 山 田 幸 恵 藤 田 保健衛生大学病 院 0562-93-2237 

606 田 島 智 之 借行会セ ン ト ラ ル ク リ ニ ッ ク 052-363-7373 

607 有 村 友 宏 国立大学法人名古屋大学医学部附属病院 052-744-2641 

608 喜 多 圭 介 東海 ク リ ニ ッ ク 0562-33-1331 

609 八 木 一 朗 東 海 ク リ ニ ッ ク 0562-33-1331 

610 森 野 暁 大 国立長寿医療 セ ン タ ー 0562-46-231 1  

6 1 1  田 中 美 穂 医療法人宏潤会 大同病院 052-61 1-6261 

612 小 田 莱美子 成 田 記念病 院 0532-31-2167 

613 植 田 麻 紀 泰玄会病院 0586-61-2121 

614 市 橋 孝 章 公立陶生病院 0561-82-5101 

615 水 野 雄 介 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1 121 

616 江 成 美 絵 名 古屋大学大学院国際開発研究科

617 横 木 寛 子 名 古屋 セ ン ト ラ ル病院 052-452-3154 

618 藤 永 裕 太 日 本光電中 部株式会社 052-682-3235 
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会員Nu 氏 名 勤 務 先 勤務先TEL

619 伊 藤 富士代 新生会第一病院 052-832-8411  

620 服 部 靖 新生 会第一病院 052-832-8411  

621 鈴 木 未 奈 新生会第一病院 052-8仕削

622 高 橋 紀 幸 豊橋市民病 院 0532-33-61 1 1  

623 青 山 裕 紀 豊橋市民病 院 0532-33-61 1 1  

624 柴 田 幸 世 豊橋市民病院 0532-33-611 1  

625 岩 波 寛 子 豊橋市民病 院 0532-33-61 1 1  

626 蜂 i事 里 志 岡 崎市民病 院 0564-21-8111  

627 神 谷 裕 介 岡 崎市民病 院 0564-21-81 1 1  

628 安 藤 貴 昭 安城更生病 院 0566-75-21 1 1  

629 蛭 川 千恵子 葵 セ ン ト ラ ル病 院 0564-53-7815 

630 中 村 恵 勝 葵 セ ン ト ラ ル病院 0564-53-7815 

631 山 本 優 メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 知多 0569-44-2600 

632 野 戸 百合香 医療法人泰玄会病院 0586-61-2121 

633 泉 拓 医療法人泰玄会病院 0586-61-2121 

634 古 田 志 保 医療法人泰玄会病院 0586-61-2121 

635 加 藤 高 義 医療法人ふ れ あ い 会 半 田 東 ク リ ニ ッ ク 0569-20-1555 

636 足 立 和 紀 大雄会第一病院 0586-72-1211  

637 丸 岡 衡 卓 医療法人小牧 ス マ イ ル ク リ ニ ッ ク 0568-72-3355 

638 幸 野 圭 樹 医療法人小牧 ス マ イ ル ク リ ニ ッ ク 0568-72-3355 

639 奥 村 一 史 名 鉄病 院 052-551-6121 

640 相 原 有 里 名古屋第二赤十字病院 052-832-1121  

641 竹 上 晴 規 宝美会 総合青 山病院 05社78-2561

642 堀 田 修 平 医療法人光寿会 坂下 ク リ ニ ッ ク 0568 惜別6

643 波 間 大 児 公立学校共済組合東海中央病院 058-382-3101 

358 嶋 崎 公 司

644 早 川 勇 作 金山 ク リ ニ ッ ク 052-679-1766 

645 浅 井 謙 一 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1121  

646 山 瀬 ゆ か り 名 古屋 第 二赤十字病 院 052-832-1121  

647 板 脇 大 輔 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1 121 

648 F同 智 子 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1121  

649 高 木 茂 樹 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1121  

650 岡 田 昭 次 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1121  

651 岩 井 布美子 名 古屋 第二赤十字病 院 052-832-1 121 

652 飯 田 沙都子 名 古屋 第二赤十字病院 052-832-1121  
」
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会員No. 氏 名 動 務 先

653 梶 浦 浪 子 名 古屋 第二赤十字病院

654 山 路 愛 子 名 古屋 第二赤十字病院

655 松 浦 有希子 名 古屋 第二赤十字病院

656 加 藤 明 美 名 古屋 第二赤十字病院

657 中 村 智 明 名 古屋 第二赤十字病院

658 織 田 俊 彦 総合病 院南生協病院

659 桑 山 仁 志 総合病 院甫生協病 院

660 伊 藤 健太郎 医療法人ふれあ い 会 半田 ク リ ニ ツ ク

661 坂 口 滋 崇 医療法 人大雄会 大雄会第一病 院

662 佐 藤 正 之 宮 川 醤 院

663 山 内 英 里 光寿会 坂下 ク リ ニ ッ ク

664 小笠原 巧 人 小牧市民病院

665 松 葉 貴 司 医療法人東海産業医療団 中央病院

666 西 村 将 幸 名 古屋記念財 団 金山 ク リ ニ ッ ク

667 伊 藤 友 一 医療法人知 巳舎 メ デ イ カ ルサ テ ラ イ ト 岩倉

668 山 本 恭 介 ト ヨ タ 記念病 院

669 株 丹 菜 緒 藤 田 保健衛生大学病 院

670 増 田 明 子 藤 田 保健衛生大学病 院

671 城 戸 知 恵

672 〆 田 実 藤 田保健衛生大学病 院

673 原 田 智 方 増子記念病 院

674 草 井 里 美 愛知県済生会病院

675 神 谷 真知子 医療法人豊 田 会 刈 谷豊 田 総合病院東分院

676 加 藤 良 和 側ア ー ダ ン ト

677 野 村 泰 嗣 側ア ー ダ ン ト

678 三 輪 奈都季 倍行会 セ ン ト ラ ル ク リ ニ ッ ク

679 藤 井 裕 子 借行会 セ ン ト ラ ル ク リ ニ ツ ク

680 長 尾 佳奈江 借行会 セ ン ト ラ ル ク リ ニ ッ ク

681 伊佐治 幹 代

682 i賓 国 政 彰 医療法人豊 田 会 刈 谷豊 田 総合病 院

683 原 奈 月 愛知 医科大学病院

684 勝 啓 祐 愛知 医科大学病 院

685 地 方 康 則 愛知 医科大学病 院

※ 氏名 、 勤務先、 連絡先 な ど変更が ご ざい ま し た ら 事務局 ま で ご連絡下 さ い。

※ メ ー ル登録会員 を 現在募集 中 です の で、 希望者 は事務局 ま で ご連絡下 さ い 。

勤務先TEL I 

052-832-1121  

052-832-1121  

052-832-1 121 

052-832-1 121 

052-832-1 121  

052-611-6 1 1 1  

052-611-6111  

0569-23-1 155 

0586-72-1211  

0587-24-381 1  

0568-88-7766 

0568-76-4131  

052-603-2271 

052-679-1700 

0587-37-8700 

0565-28-0100 

0562-93-2237 

0562-93-21 1 1  

0562-93-2237 

052-451-1307 

052-571-5251 

0566-62-5681 

0568-35-2811  

0568-35-2811  

052-363-7374 

052-363-7374 

052-363-7374 

0566-62-5681 

0561-62-3311 

0561-62-3311  

0561-62-331 1  

(平成19年 2 月 末 日 )
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愛知 県 臨床工学技士会賛助 会員名 簿

入会順

会員 AZ苓、 社 名 T 住 所 電話番号Nn 
1 側 ジ ェ イ ・ エ ム ・ エ ス 462- 名 古屋市北区彩紅橋通 1 - 1 三協 ビ ル 3 F 052-916-5811 0818 
2 泉 工 医 科

名 古
工
屋営

業
業

側
所

460一 名古屋市 中 区 金山 1 - 1 - 15 052-331-3121 0022 
3 胸 中 村 鍛 工 所 136- 東京都江東区亀戸 1 - 43 - 1 03-3638-1231  0071 
4 扶 桑 薬 品 工

屋
業

支
側宿 461- 名古屋市東区泉 1 丁 目 3 - 26 052-962-5001 名 古 0001 

5 川 山奇 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 653- 神戸市長 凹 区川西通 り 2 - 4 078-612-7703 (鮒 0834 
6 側エバ ヘルスケア ・ ファシリテイ 468- 名古屋市天 白 区古川 町46 052-891-1256 0046 
7 側 エ フ エ ス ナ ゴ ヤ 468- 名古屋市天 白 区古川 町46 052-895-4488 0046 
8 エ ア ・ ウ ォ ー タ ー 側 459- 名 古屋市緑区大高町大根山14 052-621-4166 中 部支社 8001 
9 南 音E 薬 目回口 側 444- 岡崎市八帖北町23 - 16 0564-24-0896 0924 

1 1  ニ プ ロ 側 名 古 屋 支 庖 465- 名 古屋市名 東区本郷 2 - 91 052-777-1010 I 0023 
12 ト ノ ク ラ 医 科 工 業 側 465- 名古屋市名東区上社 2 - 14 グ ラ ン デ上社102 052-778-5151  0025 
13 ク フ レ メ デ イ カ ル (術 461- 名 古屋市東区東 さ く ら 2 - 13 - 30 ト ヨ ペ ッ ト ニ ッ セ イ ピ ル 052-933-9301 名 古屋営業所 0005 
14 日 機 装 側 名 古 屋 支 庖 450- 名 古屋市中村区 名駅 3 - 16 - 4 太陽生命名駅 ピ ル 052-581-6205 0002 
15  宅t司金r 取 器 械 庖

460一 名 古屋市 中 区 丸 ノ 内 3 - 16 - 33 052-962-0855 0002 
17 側 小 池 メ デ イ カ ル 132- 東京都江戸川 区松烏 1 - 24 - 8 03-5662-6531 R & D グ ル ー プ 0031 
18 鳥 居 薬 品 側 学 術 第 一 460一 名 古屋市 中 区 丸 の 内 1 - 15 - 15 桜通 ピ ル 4 F 052-231-8401 課 0002 
19 側 馬 場 器 械 庖 462一 名古屋市北 区東味鏡 1 - 722 052-901-1567 0013 
20 側 ネ オ メ デ ィ カ 452- 西春 日 井郡清洲 町清洲 1 - 15 一 7 052-401-0099 0942 
22 テ ル モ 側 名 古 屋 支 庖 465- 名古屋市名 東区小井堀603 052-702-2121  0044 
23 旭 メ デ イ カ ル 側 460- 名 古屋市 中 区 丸 の 内 2 - 18 - 14 KS - 1 ビ ル 3 F 052-212-2222 名 古屋支庖 0002 
25 エ ドワーズライ フサイエンス鮒 464- 名 古屋市千種区今池 5 - 24 - 32 今池ゼ ネ ラ ル ビ ル 052-735-5700 0850 
26 側 小 池 メ デ イ カ ル 453- 名 古屋市 中 村 区 川 前 町524 052-413-5224 名古屋営業所 0865 
29 日 本 光 電 中 部 (械 456一 名古屋市熱田 区新尾頭 1 - 9 - 12 052-682-3235 0018 
31 側 ア ム コ 名 古 屋 支 庖 464- 名 古屋市千種区 内 山 三丁 目 17 - 1 1 052-741-6051 0075 
32 フ ク ダ 電 子 中 部 販 売 制 461- 名古屋市東区筒井町 4 - 39 052-934-2001 0003 
33 平 和 物 産 大 阪 支 庖 550- 大阪市西 区立売堀 1 - 3 - 13 06-533-2131 0000 
34 日 本ライフフイ

名
ン

古
東
屋営海支

業庖所
460- 名 古屋市 中 区錦 2 - 12 - 14 MANHYO第一 ピ ル 3 F 052-203-1337 0003 

35 側 八 神 製 作 所 460- 名古屋市 中 区千代 田 2 - 16 - 30 052-251-6671 8318 
36 (掬 東 機 貿 465- 名古屋市名東区上社 1 - 407 052-775-7800 0025 
38 昭 和 医 科 工 業 側 465- 名 古屋市名東区本郷 1 - 1 052-776-5151  0024 
39 東 レ ・ メ デ イ カ ル 附 481- 西春 日 井郡西春町弥勅寺東 4 - 173 0568-21-5200 名古屋支庖 0031 
40 キリ ンビール(械 医薬名事古業屋本支部庖 450- 名古屋市 中村区名駅 1 - 1 - 4 ]Rセ ン ト ラ ル タ ワ ー ズ46階 052-562-6408 6046 
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会員 会 千士 名No. 
42 フ ジ オ メ ー タ

営ー業側
所名古屋

45 フ ジ ・ レ ス ピ ロ ー ク
支
ス 鮒

店東海
46 側 カ ネ カ メ デ イ ッ ク ス

名古屋営業所
47 (鮒 ト ッ プ 名 古 屋 支 庖

48 アイ ・ エム ・ アイ 愛知販売制

50 協 和 医 科
名

器
古屋

械
支

側
庖

51 名 古 屋 医 理 科 商 会

53 (布 フ ロ ン テ イ アメ デイ カ ル

57 (附 ム サ シエ ン ジニ ヤ リ ン グ

58 シ ス メ ッ ク ス 側
名古屋支庖

60 タイ コヘルスケアジャパン (械

61 鮒 ア ー ダ ン ト

63 側東海メ ディ カルプロダクツ

64 川 澄 化 学 工
屋業支

(店掬名 古
65 味 の 素 フ ァ ル マ 側

98 

T 

461-
0004 
451-
0053 
450-
0002 
466-
0838 
441-
801 1 
460-
0012 
464-
0081 
465-
0062 
441-
8134 
465-
0025 
465-
0024 
486-
0918 
486-
0808 
465-
0092 
104-
0031 

住 所

名古屋市東区葵 2 - 12 - 1 ナ カ ノ ピ ル 6 階

名古屋市西区江向 町 4 - 39 ウ イ ン グ江 向

名 古屋市 中 村 区名 駅 3 - 15 - 1 名 古屋 ダ イ ヤ ピ ル 2 号館

名古屋市昭和 区五軒家町 2 - 1 

豊橋市菰口 町 3 - 57 - 2 

名 古屋市 中 区千代 田 5 - 6 - 21 

名 古屋市千種区谷 口 町 5 - 30 

名 古屋市名東区松井町214

豊橋市植田 町字関取60

名 古屋市名東 区上社 1 丁 目 603

名 古屋市名東区貴船一丁 目 346

春 日 井市知章、 申 町 8 丁 目 4 - 4 

春 日 井市 田 楽 町更屋敷1485

名 古屋市名東 区社台 3 - 190 

東京都 中央区京橋一丁 目 5 - 8 

電話番号

052-741-8214 

052-522-8361 

052-565-1721 

052-834-3333 

0561-63-7177 

052-261-3187 

052-723-5400 

052-704-4705 

0532-25-1231 

052-775-8101 

052-709-6691 

0568-35-2811  

0568-81-7954 

052-771-1011  

03-5201-2003 

(平成19年 2 月 末 日 )



愛知 県 臨床工学技士会役員名 簿

会 長 渡 遁 晴 美

名古屋披済会病 院 臨床工学部

〒 454-8502 名 古屋市 中 川 区松年町 4 -66

副 会 長 伊 藤 嘉 延 (組織 ・ 職能担 当 )

豊橋市民病 院 臨床工学室

〒 441-8570 豊橋市青竹町字入関西50

副 会 長 林 裕 樹 (財務担 当 )

国立病 院機構名古屋 医療 セ ン タ ー 臨床工学室

干 460-0001 名 古屋市 中 区三 の 丸 4 - 1 - 1

事務局 長 西 山 博 司

愛知県臨床工学技士会誌 Vol . 1 6  

TEL 052-652-771 1  

TEL 0532-33-6282 

TEL 052-951-1 1 1 1  

国立大学法人名古屋大学医学部附属病院 医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部 門

〒 466-8560 名 古屋市昭和 区鶴舞町 TEL 052-744-2641 

理 事 柴 田 昌 典 (教育担 当 )

光寿会 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 透析セ ン タ ー

干 481-0041 北名古屋市九之坪高 田85番地

理 事 薗 田 誠 (編集広報担 当 )

名 古屋 第二赤十字病 院 医療技術部 第二 臨床工学課

〒 466-8650 名 古屋市昭和 区妙見町 2 - 9

理 事 高 木 豊 巳 (組織 ・ 職能担 当 )

新生会第一病院 臨床工学部

干 467-8633 名 古屋市瑞穂 区玉水町 1 - 3 - 2

理 事 高 橋 貢 (総会担当 )

葵セ ン ト ラ ル病 院 臨床工学部

干 444-0836 岡 崎市 中 田 町 4 - 5

理 事 長 尾 尋 智 (編集広報担 当 )

メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉

〒 482-0015 岩倉市 川 井町鉄砲59

理 事 日 比谷 信 (教育担 当 )

藤 田保健衛生大学短期大学 専攻科 臨床工学技術専攻

干 470-1192 豊 明市沓掛町田楽 ケ 窪 1 -98

監 事 山 田 悌 士

名 古屋 第二赤十字病 院 医療技術部 第二 臨床工学課

干 466-8650 名 古屋市昭和 区妙見町 2 - 9

監 事 坂 下 恵一郎

医療法人名 古屋放射線診断財 団名古屋放射線診断 ク リ ニ ッ ク
〒 454-0933 名 古屋市 中 川 区法華一丁 目 172番地

TEL 0568-26-6180 

TEL 052-832-1121  

TEL 052-832-841 1 

TEL 0564-53-7815  

TEL 0587-37-8700 

TEL 0562-93-2654 

TEL 052-832-1 121  

TEL 052-362-5151  
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愛知 県臨床工学技士会委員会名 簿

選挙管理委員会

委 員 長 清 水 芳 行
名 古屋市立東市民病院 臨床工学セ ン タ ー TEL 052-721-7171 

〒 464-8547 名 古屋市千種区若水 1 - 2 -23 

委 員 細 野 文 子
国立大学法人名 古屋大学医学部附属病院 医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部門

干 466-8560 名 古屋市昭和 区鶴舞町65 TEL 052-744-2641 

委 員 篠 田 悟
国立病院機構名古屋 医療セ ン タ ー 臨床工学室 TEL 052-951-1 1 1 1  

〒 460-0001 名 古屋市 中 区三 の 丸 4 - 1 - 1

委 員 土 井 厚
名古屋披済会病 院 臨床工学部

干 454-8502 名 古屋市 中 川 区松年町 4 -66

教育委員会

委 員 長 日 比谷 信
藤 田保健衛生大学短期大学 専攻科 臨床工学技術専攻

干 470-1192 豊明市沓掛 町 田 楽 ケ 窪 1 -98

副 委 員 長 柴 田 昌 典
光寿会 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 透析セ ン タ ー

干 481-0041 北名古屋市九之坪高 田85番地

委 員 高 橋 幸 子
名 古屋披済会病 院 臨床工学部

干 454-8502 名古屋市 中 川 区松年町 4 -66 

委 員 荒 川 長 也
一宮市立木 曽 川 病 院 透析室

干 493-0001 一宮市木 曽 川 町大字黒 田 字北野黒1685

委 員 沖 島 正 幸
名 古屋披済会病 院 臨床工学部

〒 454-8502 名 古屋市 中 川 区松年町 4 -66 

委 員 海江田 章
藤 田 保健衛生大学病 院 ME管理室

干 470-1 192 豊明市沓掛町田楽 ケ 窪 1 -98

委 員 神 戸 幸 司
小牧市民病 院 臨床工学科

干 485-8520 小牧市常普請 1 -20

委 員 大 坪 克 浩
愛知県立循環器呼吸器病 セ ン タ ー 臨床工学科

〒 491-0934 一宮市大和 町苅安賀 2135

委 員 杉 浦 裕 之
名古屋 第二赤十字病 院 医療技術部 第二 臨床工学課

干 466-8650 名古屋市昭和 区妙見町 2 - 9

委 員 前 田 彩
名 古屋 セ ン ト ラ ル病 院 血液浄化セ ン タ ー

干 453-0801 名古屋市 中村区太閤 3 - 7 - 7

TEL 052-652-771 1  

TEL 0562-93-2654 

TEL 0568-26-6180 

TEL 052-652-7711  

TEL 0586-86-2173 

TEL 052-652-771 1  

TEL 0562-93-2939 

TEL 0568-76-4131  

TEL 0586-45-5000 

TEL 052-832-1121  

TEL 052-452-3154 



委 員 木 下 昌 樹
岡崎市民病 院 医療技術局 臨床工学室

干 444-8553 岡崎市高隆寺 町五所合 3 - 1

委 員 宇 井 雄 一
岡崎市民病 院 医療技術局 臨床工学室

干 444-8553 岡崎市高隆寺町五所合 3 - 1 

委 員 清 水 芳 行
名古屋市立東市民病院 臨床工学セ ン タ ー

〒 464-8547 名 古屋市千種区若水 1 - 2 -23 

委 員 石 川 正 敏
藤 田 保健衛生大学病 院 血液浄化セ ン タ ー

干 470-1192 豊明市沓掛 町 田 楽 ケ 窪 1 -98

編集広報委員会

委 員 長 長 尾 尋 智
メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉

〒 482-0015 愛知県岩倉市川 井町鉄砲59

副委員長 薗 田 誠
名 古屋 第二赤十字病 院 医療技術部 第二 臨床工学課

〒 466-8650 名 古屋市昭和 区妙見町 2 - 9

委 員 新 居 優 貴
名古屋 第二赤十字病 院 医療技術部 第二 臨床工学課

〒 466-8650 名古屋市昭和 区妙見 町 2 - 9

委 員 高 村 明 男
小牧市民病院 臨床工学科

干 485-8520 小牧市常普請 1 -20 

委 員 土 井 亜 由 美
小牧市民病 院 臨床工学科

干 485-8520 小牧市常普請 卜20

委 員 小 島 由 美子
メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉

〒 482-0015 愛知 県岩倉市川 井町鉄砲59

委 員 小 川 あ か し
メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉

干 482-0015 愛知県岩倉市 川 井町鉄砲59

ホ ー ム ペ ー ジ委員会

委 員 長 森 貫 篤 司
東海 ク リ ニ ッ ク

〒 477-0031 愛知県東海市 太 田 町汐田 10番地

組織 ・ 職能委員会

委 員 長 伊 藤 嘉 延
豊橋市民病院 臨床工学室

〒 441-8570 豊橋市青竹町字八関西50

副委員 長 高 木 豊 巳
新生会第一病 院 臨床工学部

干 467-8633 名 古屋市瑞穂 区玉水町 1 - 3 - 2
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TEL 0564-66-7068 

TEL 0564-66-7068 

TEL 052-721-7171 

TEL 0562-93-2237 

TEL 0587-37-8700 

TEL 052-832-1 121  

TEL 052-832-1 121  

TEL 0568-76-4131  

TEL 0568-76-4131 

TEL 0587-37-8700 

TEL 0587-37-8700 

TEL 0562-33-1331 

TEL 0532-33-6282 

TEL 052-832-8411  
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z牙rξ 員 杉 若 直 人
ト ヨ タ 記念病 院 臨床検査課 TEL 0565-28-0100 

〒 471-8513 豊 田 市平和 町 1 - 1 

委 員 筒 井 信 幸
碧南市民病 院 臨床工学室 TEL 0566-48-5050 

〒 447-8502 碧南市平和 町 3 - 6

委 員 重 松 恭 一
増子記念病 院 臨床工学諜 TEL 052-451-1462 

〒 453-0016 名 古屋市中村区竹橋町35-28

委 員 林 屋 裕 二
岡 崎北 ク リ ニ ッ ク TEL 0564-28-0560 

干 444-2135 岡 崎市大門 4 - 2

委 員 山 本 和 コ 郎
新城市民病 院 臨床工学室 TEL 05362- 2 -2131 

〒 441-1387 新城市北畑32- 1 

委 員 河 合 麻 美
愛知 ク リ ニ ッ ク TEL 0532-47-3663 

干 441-8034 豊橋市村松町51

委 員 田 島 弘 隆
金山 ク リ ニ ッ ク TEL 052-679-1700 

干 456-0012 名 古屋市熱田 区沢上 2 - 2 -14 

委 員 中 谷 環
常滑市民病 院 中 央機材室

〒 479-8510 常滑市鯉江本町 4 - 5

事 務 局

事務局 長 西 山 博 司
国立大学法人名古屋大学医学部附属病院

〒 466-8560 名 古屋市昭和 区鶴舞町65

細 野 文 子
国立大学法人名 古屋大学医学部附属病 院

〒 466-8560 名 古屋市昭和 区鶴舞町65

亀 蔦 弘
国立大学法人名古屋大学医学部附属病院

干 466-8560 名 古屋市昭和 区鶴舞町65

林 啓 介
国立大学法人名古屋大学医学部附属病院

干 466-8560 名古屋市昭和 区鶴舞町65

志 賀 美 子
国立大学法人名古屋大学医学部附属病院

干 466-8560 名古屋市昭和 区鶴舞町65

後 藤 和 大
国立大学法人名古屋大学医学部附属病院

〒 466-8560 名 古屋市昭和 区鶴舞町65

脇 田 亜 由 美
国立大学法人名古屋大学医学部附属病院

干 466-8560 名古屋市昭和 区鶴舞町65

有 村 友 宏
国立大学法人名古屋大学医学部附属病院

干 466-8560 名 古屋市昭和 区鶴舞町65

TEL 0569-35-3170 

医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部門
TEL 052-744-2641 

医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部門
TEL 052-744-2641 

医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部 門
TEL 052-744-2641 

医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部 門
TEL 052-744-2641 

医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部門
TEL 052-744-2641 

医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部門
TEL 052-744-2641 

医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部門
TEL 052-744-2641 

医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部門
TEL 052-744-2641 



(名 称)

愛知 県 臨床工学技士会定款

第 1 章 総 則

第 1 条 本会 は 、 愛知県臨床工学技士会 と い う 。

(事 務 局 )

愛知県臨床工学技士会誌 Vol . 1 6  

第 2 条 本会 は 、 事務局 を 名古屋市昭和 区鶴舞町65番地 名 古屋大学医学部附属病 院高気圧 治療

部内 に 置 く 。

( 目 的)

第 3 条 本会 は 、 臨床工学技士 の 学術技能 の研鑓 に 努め る と と も に 、 職業倫理の 高揚及 び資 質 の

向上 を 図 り 、 も っ て 地域の福祉、 医療の発展 に 寄与す る こ と を 目 的 と す る 。

(事 業)

第 4 条 本会 は 、 前 条 の 目 的 を 達成す る た め 、 次の事業 を 行 う 。

( 1 )臨床工学技士の教育の 向 上 に 関 す る こ と

( 2 )臨床工学技士 の 職業倫理 の 高揚及 ぴ資質 の 向上 に 関 す る こ と

( 3 )臨床工学技士の社会的地位 の 向上 に 関 す る こ と

(4 )臨床工学技士の 業務 を 通 し て の 地域保健事業 の推進及 ぴ協力 に 関 す る こ と

( 5 )臨床工学技士の 相 互福祉 に 関 す る こ と

( 6 )そ の他、 本会の 目 的 を 達成 す る た め に必要 な 事業

(種 類)

第 2 章 会 員

第 5 条 本会 の 会員 は 、 次 の 3 種 と す る 。

( 1 )正会員 は 、 臨床工学技士 の 資格 を 有 し 、 本会の 目 的 に 賛 同 し て 入会 し た個 人 で 、 本会

正会員 は 日 本 臨床工学技師会正会員 に な る も の と す る

( 2 )賛助会員 は 、 本会の 目 的 に 賛 同 し て 入会 し た 個 人 又 は 団 体

( 3 )名誉会員 は 、 本会の 事業 に 顕著 な 功労があ り 、 理事会 の推薦 に 基づ き 総会 に お い て 承

認 さ れ た 者

(入 会)

第 6 条 本会 に正会員 又 は 賛助会員 と し て 入会 し よ う と す る 者 は 、 所定の入会 申 込書 を 会長 に提

出 し 、 理事会 の 承認 を 受 け な け れ ば な ら な い。

(入会金及 び会費)

第 7 条 正会員 又 は 賛助会員 は 、 総会 に お い て 別 に 定め る 入会金及 び会 費 を 納 入 し な け れ ば な ら

な い 。

1 03 
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(資格の 喪失)

第 8 条 会 員 が、 次 の 各号 の ー に 該 当 す る と き は、 そ の 資格 を 喪失す る 。

( 1 )退会 し た と き

( 2 )臨床工学技士 の 資格 を 失 っ た と き

( 3 )禁治産又 は準治産の宣告 を 受 け た と き

( 4 )死亡 し 、 若 し く は 失院宣告 を 受 け 、 又 は 会員 で あ る 団 体が消滅 し た と き

( 5 )  1 年以上会費 を 滞納 し た と き

( 6 )除名 さ れた と き

(退 会)

第 9 条 会員 は 、 退会 を 希望す る と き は 、 退会届 を 会長 に提 出 す る こ と に よ り 、 退会す る こ と が

で き る O

( 除 名 )

第10条 会員 が、 次 の 各号 の ー に 該当 す る と き は、 総会 に お い て 4 分の 3 以上 の 議 決 に よ り 、 こ

れ を 除名 す る こ と がで き る 。 こ の場合、 そ の 会員 に 対 し 、 あ ら か じ め 通知す る と と も に 、

議決す る 前 に 弁 明 の 機会 を 与 え な ければな ら な い 。

( 1 )本会の 定款又 は規則 に違反 し た と き

( 2 )本会の 名 誉 を 傷つ け 、 又 は 目 的 に 反す る 行為 を し た と き

(会費等 の不返還)

第1 1条 既納 の入会金、 会費及 びそ の他の拠 出 金 は 、 返還 し な い。

(種 別)

第12条 本会 に 、 次の役員 を 置 く 。

( 1 )会 長 1 名

第 3 章 役 員 等

( 2 )副 会 長 1 名 又 は 2 名

( 3 )事務局 長 1 名

(4 )理 事 7 名 以上10名 以 内 (会長 及 び副会長 を 含む)

( 5 )監 事 2 名 又 は 3 名

(選 任)

第13条 理事及 び監事 は 、 別 に 定め る 規定 に よ っ て正会員 の 中 か ら 選任す る 。

2 会長、 副 会長、 事務局 長 は 、 理事の 互選 に よ っ て 選任す る 。

3 理事及 び監事 は 、 相 互 に 兼 ね る こ と がで き な い 。

(職 務)

第14条 会長 は 、 本会 を 代表 し 、 会務 を 統括す る 。

2 副 会長 は 、 会長 を 補佐 し 、 会長が職務 を 執行 で き な い と き は 、 あ ら か じ め 会長が指名 し

た順位 に よ っ て 、 そ の 職務 を 代行す る 。
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3 事務局 長 は 、 事務局 を 統括す る 。

4 理事 は 、 理事会 を 構成 し 、 定款及 び総会の議決に基づ き 、 会務 を 執行す る O

5 監事 は 、 次 の 各号 の 職務 を 行 う 。

( 1 )会計 を 監査す る こ と

( 2 )理事の 会務執行状況 を 監査す る こ と

( 3 )会計及 び会務の執行 に つ い て 、 不整の事実 を 発見 し た と き は 、 こ れ を 総会 に 報告す る

こ と

( 4 )前号の報告 を す る た め 必要があ る と き は 、 総会又 は 理事会 の招 集 を 請求 し 、 若 し く は

招 集 す る こ と

(任 期)

第15条 役員 の任期 は 、 2 年 と す る 。 た だ し 、 再任 を 妨 げな い 。

2 補欠又 は増 員 に よ り 選任 さ れた役員 の任期 は 、 前任者又 は 現任者の残任期 間 と す る 。

3 役員 は 、 辞任又 は任期満了 後 に お い て も 、 後任者が就任す る ま で は 、 そ の 職務 を 行 わ な

け れ ば な ら な い 。

(解 任)

第 16条 役員 が次の各号の ー に 該 当 す る と き は、 総会 に お い て 3 分の 2 以上 の 議決 に よ り 、 こ れ

を 解任す る こ と がで き る O

( 1 )職務の執行 に 堪 え な い と 認め ら れた と き

( 2 )職務上 の 義務違反そ の 他役員 と し て ふ さ わ し く な い 行為 があ る と 認め ら れた と き

2 前項第 2 号 に 該 当 す る 場合 は 、 そ の役員 に対 し 、 あ ら か じ め 通知 す る と と も に 、 議決す

る 前 に 弁 明 の 機会 を 与 え な け れ ば な ら な い 。

(顧 問)

第17条 本会 に 、 顧 問 を 置 く こ と がで き る 。

2 顧 問 は 、 理事会 の 議 を 経 て 、 会長が委嘱す る 。

3 顧 問 は 、 本会 の 会務 に つ い て 、 会長の諮問 に応 じ て 意 見 を 述べ る こ と がで き る 。

4 顧 問 の任期 は 、 2 年以 内 と す る 。 た だ し 、 再任 を 妨 げな い 。

第 4 章 総

(種 別)

4. 
%i> 

第四条 本会 の 総会 は 、 通常総会及 び臨時総会の 2 種 と す る 。

(構 成)

第19条 総会 は 、 正 会員 を も っ て構成す る 。

(権 能)

第20条 総会 は 、 こ の 定款で別 に 定め る も の の ほ か、 本会の 運営 に 関 す る 重要 な 事項 を 議決す る 。

( 開 催)

第21条 通常総会 は 、 毎年 1 回 開催す る 。
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2 臨時総会 は 、 次 の 各号 の ー に 該 当 す る と き に 開催す る 。

( 1 )理事会が必要 と 認め招集の議決を し た と き

( 2 )正会員 現在数の 5 分の l 以上か ら 会議の 目 的 と す る 事項 を 示 し て 請求があ っ た と き

( 3 )第14条 第 4 項第 4 号 の 規定 に よ り 、 監事か ら 招 集 の 請求があ っ た と き

(招 集)

第22条 総会 は 、 会長が招 集す る 。

2 会長 は 、 前 条 の 規 定 に よ る 請求があ っ た と き は 、 そ の 日 か ら 30 日 以 内 に 臨時総会 を 招 集

し な け れ ば な ら な い 。

3 総会 を 招集す る と き は、 会議の 日 時、 場所、 目 的及 び審議事項 を 記載 し た書面 を も っ て 、

少 な く と も 7 日 前 ま で に 通知 し な ければな ら な い。

(議 長)

第23条 総会の議長 は 、 そ の 総会 に お い て 、 出席正会員 の 中 か ら 選 出 す る 。

(定 足 数)

第24条 総会 は 、 正会員 の 過半数の 出席がな け れば開会す る こ と がで き な い 。 た だ し 、 当 該議事

に つ き 文書 を も っ て あ ら か じ め 意思 を 表示 し た 者 は 、 出 席者 と み な す。

(議 決)

第25条 総会の 議事 は 、 こ の 定款 に 規定す る も の の ほ か、 出 席 し た正会員 の 過半数 を も っ て 決 し 、

可 否 同 数の と き は 、 議長 の 決す る と こ ろ に よ る 。

(議 事 録)

第26条 総会 の議事録 は 、 議長が作成 し 、 次の事項 を 記載 し な け れ ば な ら な い 。

( 1 ) 日 時及 び場所

( 2 )正会員 の現在員 数、 出 席者数

( 3 )審議事項及 び議決事項

(4 )議事の経過の概要及 びそ の結果

( 5 )議事録署名 人 の 選任 に 関 す る 事項

2 議事録 に は 、 議長及 びそ の会議 に お い て 選任 さ れた 議事録署名 人 2 人以上が、 署名 、 押

印 し 、 こ れ を 保存 し な け れ ば な ら な い。

第 5 章 理 事 会

(構 成)

第27条 理事会 は 、 理事 を も っ て構成す る 。

(権 能)
第28条 理事会 は 、 こ の 定款で別 に 定め る も の の ほ か、 次の事項 を 議決す る 。

( 1 )総会 に付議すべ き 事項

( 2 )総会の議決 し た事項の 執行 に 関 す る 事項

(3 )そ の他総会 の 議決 を 要 し な い会務の執行 に 関 す る 事項
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(種類 及 び開催)

第29条 理事会 は 、 通常理事会及 び臨時理事会 の 2 種 と す る 。

2 通常理事会 は 、 毎年 2 回以上開催す る 。

3 臨時理事会 は 、 次 の 各号 の ー に 該 当 す る と き に 開催す る 。

( 1 )会長が必要 と 認め た と き

( 2 )理事現在教 の 3 分の l 以上か ら 会議の 目 的 と す る 事項 を 記載 し た 書面 を も っ て招 集 の

請求があ っ た と き

( 3 )第14条 第 4 項 4 号 の 規定 に よ り 、 監事か ら 招 集 の 請求があ っ た と き

(招 集)

第30条 理事会 は 、 会長が招 集す る 。

2 会長 は 、 前 条 第 3 項 第 2 号又 は 第 3 号 に該 当 す る 場合 は 、 そ の 日 か ら 14 日 以 内 に 臨 時理

事会 を 招 集 し な け れ ば な ら な い 。

3 理事会 を 招 集す る と き は 、 会議の 日 時、 場所、 目 的及 び審議事項 を 記載 し た 書面 を も っ

て 、 少 な く と も 7 日 前 ま で に 通知 し な け れ ば な ら な い 。

(議 長)

第31条 理事会 の 議長 は 、 会長が こ れ に 当 た る 。

(定足数等)

第32条 理事会 に は 、 第24条か ら 第26条 ま で の規定 を 準用 す る 。 こ の場合 に お い て 、 こ れ ら の規

定 中 「総会」 及 び「正会員 」 と あ る の は 、 そ れぞれ 「理事会」 及 び「理事J と 読み 替 え る も の と

す る 。

(監事の 理事会への 出席)

第33条 監事 は 、 理事会 に 出席 し て 意見 を 述べ る こ と がで き る 。 た だ し 、 表決 に 加 わ る こ と は で

き な い。

第 6 章 委 員 会

(委 員 会)

第34条 会長 は 、 事業推進の た め 理事会の議決に よ り 委員 会 を 設置す る こ と がで き る 。

第 7 章 資産及 び会計

(資産 の構成)

第35条 本会の 資 産 は 、 次 に 掲 げる も の を も っ て構成す る 。

( 1 )入会金及 び会費

( 2 )寄付金品

( 3 )資産か ら 生 じ る 収入
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( 4 )事業 に 伴 う 収入

( 5 ) そ の 他 の 収入

( 資 産 の管理)

第36条 本会の 資産 は 、 会長が管理 し 、 そ の 方法 は 、 総会の議決 を 経 て 、 会長が別 に 定 め る 。

(経費 の 支弁)

第37条 本会の経費 は 、 資産 を も っ て 支弁す る 。

(事業計画 及 ぴ収支予算)

第38条 本会の事業計画 及 び こ れ に 伴 う 収支予 算 は 、 毎会計年 度 開 始前 に 会長が編 成 し 、 総会の

議決 を 受 け な け れ ば な ら な い。

(事業報告及 び収支決算)

第39条 本会の事業報告及 び収支決算 は 、 毎会計年度終了後 に 会長が こ れ を 作 成 し 、 年 度終了後

3 ヶ 月 以 内 に 監事の監査 を 受け、 総会の承認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

(会計年度)

第40条 本会 の会計年 度 は 、 毎年 4 月 1 日 に 始 ま り 、 翌年 3 月 31 日 に 終 わ る 。

第 8 章 定款の変更及び解散

(定款の変更)

第41 条 こ の 定款は 、 総会 に お い て 出席正会員 の 5 分の 4 以上の議決 を 経 な け れ ば変更す る こ と

がで き な い 。

(解 散)

第42条 本会 は 、 総会 に お い て 出 席正会員 数の 5 分の 4 以上の議決 を 経て 解散す る こ と がで き る 。

(残余財 産 の 処分)

第43条 本会の解散 に 伴 う 残余財産 の処分は、 総会 に お い て 出席正会員 数の 4 分の 3 以上 の議決

を 経、 本会 と 類似の 目 的 を 有す る 団体に寄付す る 。

(委 任)

第 9 章 雑 則

第44条 こ の 定款 を 施行す る た め に 必要 な 事項 は 、 理事会 の 議決 を 経て 別 に 定め る 。

付 員。

1 . 本定款 は 、 本会の 設立 の 1991年 6 月 23 日 か ら 施行す る 。

2 . 本定款 は 、 1996年 6 月 2 日 か ら 改正す る 。

3 . 本定款 は 、 2000年 6 月 1 1 日 か ら 改正す る 。
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理事及 び監事 の 選 出 規定

第 1 条 理事及 び監事 の 選任 は 定款第13条 第 1 項 に 基づ き 、 こ の 規 定 に よ っ て 行 な う 。

第 2 条 理事及 び監事 を 選任す る た め に 、 選挙管理委員 会 を 設 け る 。

第 3 条 選挙管理委員 会 は 委員 長 1 名 と 委員 3 名 よ り 構成す る 。

2 会長 は正会員 の 中 か ら 委員 長 及 び委員 3 名 を 任命す る 。

3 役員 及 びそ の 選挙 の 候補者 は 選挙管理委員 に な る 事 は で き な い 。

第 4 条 選挙管理委員 の任期 は 2 年 と し 、 委員 に 欠員 が生 じ た場合 は 選挙管理委員 長 が正会員 よ

り 任命 し 補充す る 。 そ の任期 は前任者の残任期 間 と す る 。

第 5 条 委員 長 は 選挙管理委員 会 を 代表 し 、 選挙 に 関す る 業務 を 統括す る 。

2 委員 は 選挙管理委員 会 の 業務 を 執行す る 。

第 6 条 選挙管理委員 会 は 次 の 業務 を 執行す る 。

( 1 )選挙の 告示

( 2 )候補者届 け の 受理、 資格審査、 候補者氏名 の告示

( 3 )投票 及 び開 票 の管理 と 当 選の確認

(4 )当 選証書の 交付

( 5 )選挙の結果報告

( 6 )そ の他、 選挙 に 必要 な 事項

第 7 条 候補者 は 、 立候補 ま た は推薦 と し 、 別紙書式 に よ り 選挙管理委員 会 に 届 け 出 な け れ ば な

ら な い。 た だ し 、 推薦 届 け の場合 に は本人の 同 意 を 必要 と す る 。

第 8 条 告示 は 選挙 の 30 日 前 と す る 。

第 9 条 立候補、 推薦候補 の 届 出 期 間 は 、 選挙の告示後 7 日 間 と す る 。

第10条 投票 は 郵便投票 に よ り 行 な う 。

第11 条 選挙管理委員 会 は 選挙 に 関 す る 書類 を 選挙の 7 日 前 ま で に 正会員 に 送付す る 。

第12条 選挙 は候補者 に つ い て 無記名投票 に よ り 行 な い 連記制 と す る 。

第13条 選挙の投票 は 選挙管理委員 会か ら 送付 さ れた投票用 紙 に よ り 行 な い 、 選挙の 期 日 ま で に

選挙管理委員 会 に 送付す る O

第14条 当 選者 は 、 そ れぞれ有効投票 数 を 得 た 者か ら 、 高得票順 に 定め る 。

2 当 選者 に は 、 7 日 以 内 に 当 選証書 を 交付す る 。

3 次点者 を 補 欠 と し 、 欠員 がでた場合繰上 げ当 選 と す る 。

第15条 候補者が定数 を 超 え な い と き は無投票 で 当 選者 を 定め る こ と がで き る 。

ま た 、 選挙後、 理事10名 未満、 監事 3 名未満の場合、 定数 を 超 え な い 範囲 で理事会 に て

理事或 い は 監事 を 推薦 す る こ と がで き る O

第16条 得票数 を 明記 し た 選挙の結果 は 14 日 以 内 に 正会員 に 報告 し な け れ ば な ら な い 。

第17条 選挙 に 関 す る 異議 は 、 公示後14 日 以 内 に 選挙管理委員 会 に 文書 を 持 っ て 申 し 立 て る こ と

がで き る 。
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第18条 選挙権及 ぴ被選挙権 は正会員 に 限る 。
第四条 こ の 規定の変更 は 、 総会の 決議 を 経 な け れ ば な ら な い 。

付 真。

1 . こ の規定 は 1991年 6 月 23 日 か ら 施行す る 。

2 . こ の規定は2000年 6 月 1 1 日 か ら 改正す る 。
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総 会 運 営 規 定

第 1 条 総会運営 は 、 定款 に よ る ほ か、 こ の規定の定め る と こ ろ に よ る 。

第 2 条 司会者は会長が指名 し 、 議長決定 ま で の会議の責任 を も つ も の と す る 。

第 3 条 司会者は、 仮議長 と な っ て 出 席正会員 の 中 か ら 議長 を 選任す る 。

第 4 条 議長 は 、 会議の議事 を 記録す る た め 、 書記 2 名 を 任命す る 。

第 5 条 や む を 得 な い 理 由 に よ り 会議 に 出席 で き な い正会員 は 、 書面 を 持 っ て 議長 に 委任す る こ

と がで き る 。 た だ し 、 委任状 に は議決権 は 認め な い も の と す る 。

2 前項の規定に よ り 正会員 は 会議 に 出 席 し た も の と み な す。

3 委任状は 、 会議前 ま で に 議長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

第 6 条 議長 は 、 会議の 成立 を 宣言す る 。 た だ し 出席者が定数 に 満 た な い と き は 、 休憩 ま た は散

会あ る い は延会 を 宣言す る O

第 7 条 議長 は 、 こ の 規定 に 違 反 し 、 注 意 に 従 わ な い者 を 、 発言の 停 止 あ る い は 退場 さ せ る こ と

がで き る O

第 8 条 議長 は 、 議事録 を 総会終了 1 ヶ 月 以 内 に 会長 に提 出 し な け れ ば な ら な い 。

第 9 条 議長 は案件 を 議題 と す る と き は 、 そ の 旨 を 宣 言す る 。

第 10条 会議で発言す る 場合 は 、 議長 に 通告 し 、 そ の 指名 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

2 議長か ら 指名 を 受 け た と き に は 、 発言 に 先立 ち 所属 ・ 氏名 を 明確 に し な け れ ば な ら な い 。

第11 条 議決 を 行 な う と き は 、 議長 は そ の表決に対す る 議案 を 宣言 し な け れ ば な ら な い。

第12条 議決の順序 は 、 議長が こ れ を 決め 、 修正案 よ り 先 に 採決す る 。

第四条 修正案がすべて 否決 さ れ た と き は 、 原案 に つ い て採決 し な け れ ばな ら な い 。

第14条 議決の方法 は 、 次 の 各号 の ー っ と す る 。

( 1 )拍 手

( 2 )挙 手

( 3 )起 立

(4 )無記名投票

第15条 採決 を 行 な っ た場合、 議長 は そ の 結果 を 宣言す る 。

第16条 傍聴者 は 、 定 め ら れた場所 に お い て 傍聴す る 。

第17条 こ の規定 は 、 理事会の議決 に よ り 変更で き る O

付 員。

こ の規定 は 、 1991年 6 月 23 日 か ら 施行す る 。
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入 会 金 及 び 会 費 規 定

第 1 条 定款第 7 条 に よ る 入会金及 び会費 は 次の と お り と す る 。

( 1 )正会員

会 費 は 年額 5，000円

入会金 は 2，000 円

( 2 )賛助会員

会費 は年額 一 口 20.000円 と し 、 一 口 以上 と す る

入会金 は 、 免除す る

2 会 費 及 び入会金 は 、 事務局へ納入す る 。

3 退会 し よ う と す る 者 は 、 当該年度 ま での年会費 を 納入 し な け れ ば な ら な い 。

第 2 条 会費 の納入期 は 、 次の と お り と す る 。

( 1 )入会者 は 、 入会手続 き と 同 時 に 入会金及 びそ の年度の会費 を 納 入す る も の と す る

( 2 )正会員 及 び賛助会員 は 、 年度開始前 に 、 そ の年度の 会費 を 納入す る も の と す る

第 3 条 入会金及 ぴ会費 の 変更 は 、 総会の議決 を 経 な け れ ば な ら な い 。

付 員。

こ の規定は 1991年 6 月 23 日 か ら 施行す る 。



委 員
4企』
� 規 定

第 1 条 こ の 規定 は 定款第34条 に 基づ き 委員 会 に 関 し て 定め る 。
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第 2 条 理事会が会務運営上必要 と 認め る と き は委員 会 を 常設す る こ と がで き る 。

第 3 条 委員 会 は 理事会 の 諮問事項 に つ い て 、 調査審議 ま た は 立案 し て こ れ を 答 申 す る 。

第 4 条 委員 会 は 委 員 長 及 び副 委員 長各 1 名 、 並 び に 委員 若干名 を も っ て構 成す る 。

2 委員 は 理事会が正会員 の 中 か ら 選任す る 。

第 5 条 委員 会 の 設置、 改廃並 びに委員 長、 副委員 長、 委員 の任免 は 理事会が こ れ を 行 な う 。

第 6 条 委員 会 は 委員 長が招 集す る 。

2 委員 会 は 委員 の 過半数の 出 席 を も っ て 成立す る 。

第 7 条 委員 会 の議事 は 、 出 席 し た 委員 の過半数 を も っ て議決す る 。 可否 同 数の場合 は 、 委員 会

が こ れ を 決定す る 。

第 8 条 委員 長 は 、 委員 会 の 会務 を 統括 し 、 委員 会 を 代表す る 。

2 副委員 長 は 委員 長 を 補佐 し 、 委員 長 に事故あ る と き は委員 長 の職務 を 代行す る 。

3 委員 は 、 委員 会 の 会務 を 処理す る 。

第 9 条 委員 会 は 付議 さ れ た 事項 に 関 し て報告書 を 作成 し 、 こ れ を 理事会 に 提 出 し な け れ ばな ら

な い 。

第10条 委員 会議事録 は 、 委 員 長 及 び書記が作成す る 。

第11条 こ の規定 は 、 理事会の 決議 に よ り 変更で き る 。

付 真。

1 . こ の規定 は 、 1991年 6 月 23 日 か ら 施行す る O
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平成1 8年度理事会議事録

平成18年度 第 1 回愛知 県臨床工学技士会理事会議事録抜粋

開 催 日 時 : 平成18年 4 月 8 日 出 14 : 00�16  : 00 

開 催場所 : 国立大学法人名古屋大学医学部付属病 院臨床工学技術部

出 席 : 理事 8 名 、 監事 2 名

議題 1 . 教育事業 な ど の 案 内 に つ い て e サ ー ビ ス を 導入 し て い る が、 e サ ー ビ ス に お い て

会員 、 非会員 を 認識す る シ ス テ ム の 導入 に 初 期 費 用 が数万 円 ( 10万 円 以 内 ) 必 要 だ が、

将来的 メ リ ッ ト が大 き い こ と を 考慮 し検討す る 。

議題 2 . 法 人 化 の 件 に つ い て 、 愛知県 よ り 資料 ( 国 会提 出 法案) が送 ら れ て く る 。 必 要 に 応

じ 、 今後 も 県庁 に 赴 く 予定。

議題 3 . メ ー ル会員 に 対 し て 、 ホ ー ム ペ ー ジ上で会誌， 会報の 閲 覧がで き な い か検討 し た い。

議題 4 . 会 員 年 会 費 の 回 収率 (約 60%) を 上 げ る 方法 と し て 、 ① コ ン ビ ニ 決済 を 可 能 に す る

( 問 題点 : 初 期 費 用 が150万 円 ほ どかか る ) 。 ② フ ァ ク タ リ ン グ を 導入 す る ( 問 題点 :

会員 の 賛 同 が得 ら れ る か) の検討。

議題 5 . 会誌へ の 名 簿 (個 人情報) 掲載 に つ い て 、 会 員 す べ て に 確認が必要 で あ る た め 、 は

が き を 出 し て確認す る 。 集計後、 会誌への掲載 を 理事会 に て 検討す る 。

議題 6 . 愛 知 県 臨 床工学技士会事務局 の 変更 に つ い て 、 候補 と し て 名 古屋 医療 セ ン タ ー 、

名 古屋 第二赤十字病 院 の い ずれか と す る 。

議題 7 . メ ー リ ン グ リ ス ト 等 に 関 す る サ ー バ ー 変 更 は 、 名 大病 院 か ら 藤 田 保健衛生大学 に 。

議題 8 . 第 1 6 回 通常総会 ・ 学術大会の準備

議長、 書記、 議事録署名 人候補の選出

会長賞 2 名 の推薦 と 承認

学術大会の 一般演題 を 8 題

学術講演 は 安 間 文彦先生 国立病 院機構鈴鹿病院 に 依頼

平成18年度 第 2 回愛知 県臨床工学技士会理事会議事録抜粋

開 催 日 時 : 平成18年 6 月 4 日 (日) 10 : 00� 11  : 30 

開 催場所 : 国立大学法人名古屋大学医学部付属病院臨床工学技術部

出 席 : 理事 8 名 、 監事 1 名

議題 1 . e サ ー ビ ス に お い て 会員 、 非会員 を 認識す る シ ス テ ム の 導 入 は 、 原 案 は 会 員 の 操

作 回 数が増加す る こ と と な り 、 会員へのサ ー ビ ス が裏 目 に 出 て し ま う た め 再検討。

議題 2 . 公益法 人制 度 に か か る 法案が 5 月 26 日 に 可 決 さ れ、 愛 知 県 よ り 資料が送 ら れ て き

た 。 今後期 日 を 決め て 県庁 に赴 く 予定。

議題 3 . メ ー ル 会員 に 対す る ホ ー ム ペ ー ジ上で の 会誌 ・ 会 報 の 閲 覧 に つ い て は 検討 を 継続

す る 。
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議題 4 . 会誌への 名 簿 (個 人情報) 掲載につ い て 、 42名 が掲載不可 を 申 し 出 た 。

掲載不可 の 会 員 に つ い て は 会誌へ の 名 簿掲載 を 会員 番号 の み記載 と す る 。

入会時 は 入会届 に 、 個 人情報取 り 扱い に つ い て 意思確認事項 を 設 け る よ う 検討す る 。

議題 5 . 第1 6 回 通常総会 ・ 学術大会の最終確認。

平成18年度 第 3 回愛知 県臨床工学技士会理事会議事録披粋

開 催 日 時 : 平成18年10月 14 日 (日) 14 : 00-

開 催場所 : 国立大学法人名古屋大学医学部付属痛 院臨床工学技術部

出 席 : 理事 9 名 、 監事 1 名

議題 1 . 法 人化 に つ い て 、 愛知県庁担 当 官 ( み さ き 様) か ら 説 明 を 受 け た 。 来 年 2 月 に 既存

の 法 人 が新 た な 法 人 に 移行す る た め の 説 明 会 を 予 定 し て い る 。 そ の 中 に は 新 規 法 人

手続 き の こ と は未定 と な っ て い る 。 今後 も 連絡 を と り な が ら 情報収集 に 当 た る 。

議題 2 . 会 費 納 付 方 法 に つ い て コ ン ビ ニ 決済 は 庖舗 が 限 ら れ る 。 ベ リ ト ラ ン ス 社 と の 契約

で は運用 に 費用 がかか る 。 よ っ て フ ァ ク タ リ ン グ運用 の 方 向 と す る 。

議題 3 . 教育事業 そ の 他 の 受付 ・ メ ー ル ア ド レ ス の 変 更 時 . e -lj- - ピ ス 利 用 で着信拒否 に よ

る ア ク セ ス 不 明 の 問題。 な ど事務局 に 問 い合 わせが続い て い る 。 こ れ ら を 円 滑運用 す

る に は 初期投資が必要 と な る 。 そ れ に 見合 う よ う な 会員 サ ー ビ ス も 検討の必要あ り 。

議題 4 . 事務局所在地 は 当 面 の あ い だ名古屋大学医学部附属病 院臨床工学技術部で継続す る 。

議題 5 . 選挙管理委員 長 に 選挙への 活動開始の依頼。

平成18年度 第 4 固 愛 知 県臨床工学技士会理事会議事録抜粋

開 催 日 時 : 平成18年12 月 16 日 出 13 : 00- 15 : 00 開催

開 催場所 : 国立大学法人名古屋大学医学部基礎棟一階会議室

出 席 : 理事10名 、 監事 1 名

議題 1 . 法人化 に つ い て は 1 月 に 県庁へ打診 に伺 う 予定 で あ る 。

議題 2 . 三 菱UF] フ ァ ク タ ー 株式会社 に よ る 会 費 納 入 の フ ァ ク タ リ ン グ の 説 明 を 受 け た 。

来年度の総会 に提案 し 、 承認 を 得 て平成20年 度か ら 実施す る 。

会 費 納 入 に フ ァ ク タ リ ン グ を 導入す る こ と に つ い て 会誌等 の 媒体 を 利用 し て 会 員

に 周 知 す る 。

議題 3 . 会 員 メ ー リ ン グ リ ス ト を 名 古屋大学サ ー バ ー か ら 愛 臨工 サ ー バ ー へ移設 し た 。 ー

斉配信 の み を 行 う こ と の 設定が完 了 し た ら 、 テ ス ト を 行 い 、 会 員 に 周 知 し て 運用 を

変更す る 。
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愛知 県臨床 工学技士会会員 メ ー リ ン グ リ ス ト (M υ に つ い て

ML登録会員 の 皆様へ

1 . 登録 ア ド レ ス に つ い て

登録ア ド レ ス を 変更 さ れた場合 は 、 ML管理者へ早急 に ご連絡 く だ さ い。

ご連絡 を 戴か な い と 会か ら の お 知 ら せ な どが ご案 内 で き な い こ と に な り ま す。

2 . メ ー ル サ ー バ容量 に つ い て

受信容量規制 が あ る メ ー ル サ ー バ を ご利用 さ れ て い る 方 は 、 常 に 整理 を 行 っ て 戴 き ま す よ う

お 願 い 申 し 上 げ ま す。

こ の こ と は 受信側 の メ ー ル サ ー バ容量が一杯 の場合、 当 MLか ら 送信 で き な い こ と があ り ま す

の で宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す。

ML登録の お 勧 め

現在、 当 会 で は事務局 の 経費節減や業務軽減 を 目 的 に 「愛知 県臨床工学技士会会員 メ ー リ ン グ

リ ス ト (ML) J を 開設致 し て お り ま す。

こ の メ ー リ ン グ リ ス ト は 、 会員 がML に 登録す る こ と に よ っ て 簡易 な 会告 な ど を 郵送 か ら メ ー

ル 配信 に切 り 替 え て ご案 内 し ま す。

ま た 、 こ のML経 由 で 日 臨工 な どか ら の色 々 な 情報 を 登録会員 の 方 に は 、 い ち 早 く ご案内 い た

し て お り ま す の で 、 ま だ登録 を さ れ て い な い 会員 の 方 に は 是非 と も 登録 し て 頂 き ま す よ う お 願

い 申 し 上 げ ま す。

ML登録 な どの お 問 い合わせ は下記 ま でお 願い い た し ま す。

愛知県臨床工学技士会会員 メ ー リ ン グ リ ス ト (ML)

管理者 : 西 山 博司

メ ー ル ア ド レ ス : nhiro@med.nagoya・u.ac.jp

TEL : (052) 744-2641 
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入 会 と 会 員 登録変更の ご 案 内

一
内一

一
案一

一R」一
一の一

一
会一

一
入一
愛知県臨床工学技士会 で は 、 臨 床工学技士 国 家 資 格 を 取得 さ れ た方々の 入 会 を 歓迎いた し ま す。

下記の 本 会 の 目 的に 賛 同 し て 戴け る 方 は 、 下記の要領 に て 入 会 の 手続 き を お 願いい た し ま す。

ま た 、 会 員 の皆様の お 知 り 合いで 、 未 入 会 の方がお 見 え で し た ら、 ご案内 く だ さ い ま すよ う お

願いいた し ま す。

[ 本 会 の 目 的 ]

本 会 は 、 臨床工学技士の 学術技術の研鎖 に 努め る と と も に 、 職業倫理の 高揚お よび資 質 の 向 上

を 図 り 、 も っ て 地域の福祉、 医 療 の 発展 に 寄与す る こ と を 目 的 と す る 。 (定款 第 l 章 第 3 条)

[入会手続方法]

愛 知 県 臨床工学技士 会 ホ ームペ ージよ り (PDF フ ァ イル) を ダ ウ ン ロ ー ド し て 、 お 手 持 ち の プ

リ ン ター で印刷 し て 戴 く か 、 本誌添付 の 申 込書 を コ ピ ー し て 使用 し て 戴 き 、 も れ な く 記入後、 捺

印の上、 下記、 事務局 ま でお 送 り く だ さ い。

な お 、 こ の 申 込書 は 社 団法 人 日 本 臨床工学技士 会 入 会 申 込書 と 兼用 と な っ て い ま す。

上記、 申 込書送付 と 同時 に 愛知 県 分 の 入会金および当 該 年 度の 年 会 費 を 下記 の 郵便 口 座へお振

り 込み く だ さ い。

な お 、 振 り 込み用紙 は 郵便局 備 え 付 け の振込用紙 を ご利用戴 き 、 振 り 込 み 人 ( 入会希望本人) 住

所、 氏名 を 必ず ご記入 く だ さ い。

首己

1 . 愛知県臨床工学技士 会 郵便 局 口 座

加入者名 : 愛 知 県臨床工学技士

口 座番号 : 00870 - 4 - 114433 

2 . 愛知県臨床工学技士会 ホ ームページ

http://www.aice.gr.jp/ 

3 . 事 務 局

干 466-8560 名 古屋 市 日百和区鶴舞町65番地

国立大 学 法 人 名古屋大学医学部付 属 病院 医療技術部 |臨床 工 学 ・ 歯科部門内

愛 知 県 臨床 工学技士会 事務局

TEL : (052 )744-2641 FAX兼用 : (052 ) 744-2646 

[会費 ・ 入会金]

愛知県|臨床工学技士会 入 会初年 度 は 、 入 会 金 と 年 会 費 合 わせ て 、 7，000 円 に な り ま す。

愛知 県臨床工学技士会

￥ 2，000 

￥ 5，000 
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〈社団法人 日 本臨床工学技士会への入会 に つ い て 〉

愛知県臨床工学技士会 の 定款上、 本会入会 と 同時 に 社 団 法 人 日 本 臨 床工学技士 会 に も 必ず 入 会

し て 戴 く 事 に な り ま す の で 、 ご承知お き く だ さ い。

ま た 、 日 本臨床工学技士会への 入 会方法 は 、 本会へ送られ た 入 会 申 込書 を 本会事務 局 から 当 会

会 員 番号 を 付ー け て 、 日 本臨床工学技士会事務局へ送付・ し ま す。

当 会からの 申 し 込み書が到 着 次 第 、 現在、 日 本臨床工学技士 会 で は 入 会 金 や 年 会 費 の 入 金方法

が銀行口 座 からの 自 動 引 き 落 と し と な っ てい る た め 、 申 込者 本 人へ 日 本|臨床工学技士会 から銀行

口 座引 き 落 と し の書類が送られて き ま す の で、 必ず手続 き を行っ て 裁 き ま すよ う お 願い 申 し 上 げ

ま す。

手続 き を 完了 後 、 会 員 扱い と な り ま す。

(参考)

日 本 臨 床 工 学 技 士 会

￥ 5，000 

￥ 1 0，000 

| 会員登録変更のご案内 |

愛知県臨床工学技士会の 会員 の方で、 氏名 ・ 住所や勤務先 な ど変 更 が ご ざい ま し たら、 下記 の

要領 に て登録変更 の 手続 を お 願いいた し ま す。

[変 更手続方法]

1 . 愛 知 県 臨 床工学技士 ホームページよ り (PDF フ ァ イ ル) を ダ ウ ン ロ ー ド し て 、 お 手持 ち の

プリンターで 印刷 し ていた だ く か、 本誌添付 の 申 込書 を 使用 し 、 も れ な く 記入 し捺 印 し て

く だ さ い。 印刷用紙 は 、 A 4 サ イ ズ です。 お 間違 え の ないよ う に お 願い し ま す。

2 . 移動届用紙 を 封書 に て 、 本会事務局 ま でお 送 り く だ さ い。

事 務 局 : 〒 466-8560 名 古屋市昭和 区鶴舞町65番 地

国立大学法 人 名古屋大学医学部付属病院 医療技術部 臨床工学 ・ 歯科部門内

愛 知 県 |臨床工学技士会 事務局

TEL : (052 ) 744-2641 FAX兼用 : (052 )744-2646 
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平成14年 4 月

社団法人 日 本 臨床工学技士会
入会申 込書記入 ・ 届 出要領(社) 日本臨床工学技士会

入 会までの流れは裏面の í (社) 日 本臨床工学技士会正 会 員 入 会手順チャート」 の 通 りです。

入 会 申 込書の記 入 ・ 届 出 にあたっては本記入要領を参照にして下さい。

く
o一
-
o

@入会希望年度を記入して下さし 、 。
尚 、 12月 1 日 以降に入会申込書を送られる 方 は 、 当 年 度 入 会も し く は次 年 度 入 会

のどちらかを選択できます。

記 入 要 領

⑤各都道府県|臨床工学技士会へ本申込書を提出した日付-を記入し
て下さい。

。下記の中から該 当するものにO印をつけて下さし 、。

⑤臨床工学技士と しての経験年月数を記入して下さし ミ。

⑤臨床工学技士以外の 医療 関 係職種の 資格等を取得 している場
合、 下記の中から選んで、O 印をつけて下さい。

①入会申込者は上記枠内を記入後、 各都道府県臨床工学技士会
へ提出して下さu 、。

Y開�����切湾対歩切沼崎��湯冷暗況か切切羽潟ジ￠湾海流��"開��切湾対決彰切切泌がe

日 本及 び愛知県|臨床工学技士会 入 会 申 込書は愛知県|臨床工学技 士 会

事務局 (下記) ま でお 問 い合わせ下 さ い。

臨床工学 ・ 歯科 部門内)
〒 466-8560 名古屋市昭和 区鶴舞町65
(国立大学法人 名古屋大学医学部付 属病院 医療技術部
TEL ( 0 52) 744 - 2641 ・ ( 0 52) 744- 2646 (FAX兼用)

〈幅式 ー J)

社団法人 日本臨床工学技士会入会申 込書
間 臨 床 工 学 技 士 会 入 会 申 込 書

側、 l't1'l(/) 13 f1�I:m，1日喰 @一 年度か らの比例込み ま す。

入会申込者記入欄 1 11.ib�"JJ u 可 波 句 IJ 1 1 ③ 
氏 名 7 リ ガナ '�'nl IJ 

�'. n O� E I 性 別
@ 年 n 日 生 91 女

| 臨 時 工 学 筏 t 免 併 帯 号 第 サ
現住所 Oli住地) ツ リ ガナ 世間帯百
〒ロロロー口口口口

PAX 
勤 務 先 .r， .? リ ガナ Eメールアドレス

所属部腎

勤 務 先住所 フ リ ガナ 世話番号
〒ロロロー口口口口

PAX 
批判分野 。 経験年 月 世 ③
1前珊 ft開 0'1'吸 ICU 手衛策 ME:;i 章者 。 教fr '1' ヶ Hその他 (
既取得医療関係資格等 ⑤
臨床検笹技師 宥謹師 陰線位射線療法問 救担救命士 3 学会合同呼唖僚出世世J 遭lJit主術認定士

体外循環控術毘定士 。 臨床高司庄治機筏師 免�2樟�.'IE控術主力検定試験 車i祖ME技術�ïJ検定試験

その他 (
郎通物tft;;Ë退付先

自 宅i 動 a 先 大 学 ・ 副 大 専門学位 高 校

都道府県寝床工学技士会記入禰 '" ⑦ 
都 道 '1 Jj 日 | 企11耐

臨床工学技士会 ⑮ | 畳 銑 fド IJ If.f • Yr� 

(柑 日 本臨床工学技士会配入欄 』品
| 畳間'J!J'. J 1 1 1ω 日 本 臨 床 仁 守 技 士 会 ⑮ | 
畳 録 勾 IJ IJ 

お問い合わせ先
主1: 1，司法人 日 本臨床工学妓士会
〒 1 13.回初 来);rø文点何本郷3Trl4-3

ヒ ル ズ曲4 お奈の水ピル"F
TEL迎羽5田5)2515 FAX力3{自拍'5)2516



〈様式 - 1)

社団法人 日本臨床工学技士会入会申込書
書道 臨 床 工 学 技 士 会 入 会 申 込 書

私 は、 貴会の 目 的 に 賛同 し平成 一一一一一 年 度か ら の入会 を 申 込み ま す。

入会場込者記�輔ミ 申 込年 月 日 平成 年

氏 名 7 '} 立て. . . 生年 月 日 性 別

@ 年 月 日 生 男

臨 床 工 学 技 士 免 許 番 号 第
現住所 (居住地) フ リ ガ ナ 電話番号- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 圃

〒 口口口一 口口口口

FAX : 

勤 務 先 名 之1主主… Eメ ー ル ア ドレス

所属 部署

勤務先住所 三日主主… 電話番号
干 口口口一 口口口口

FAX : 

主 な専 門分野 経験年 月 数

循環 ・ 代謝 ・ 呼吸 . ICU . 手術室 ・ ME室 ・ 業者 ・ 教育
年

その他 (

既取得医療関係資格等

月

. 女

号

ヶ 月

臨床検査技師 ・ 看護師 ・ 診療放射線療法師 ・ 救急救命士 ・ 3 学会合同呼吸療法認定士 ・ 透析技術認定士 ・
体外循環技術認定士 ・ 臨床高気圧治療技師 ・ 第2種ME技術実力検定試験 ・ 第1種ME技術実力検定試験 ・
そ の 他 (

郵送物指定送付先 最終学歴
自 弓.-'-三『・ 勤 務 先

都 ・ 道
臨床工学技士会 ⑮. 府 ・ 県

大 学

受 付

登 録

短 大

� 
年

年

月

月

日

日

専 門学校 . 高 校

会員番号

制日本臨床工学技士会記入欄 � 

制 日 本 臨 床 工 学 技 士 会 ⑮ 
受付入力年月 日 l 会員 番号

登 録 年 月 日

お問い合わせ先

社団法人 日 本臨床工学技士会
〒 1 13 ・ 0033 東京都文京 区本郷3丁 目 4-3

日

ヒ ル ズ884 ・ お 茶 の水 ビ ル4F
TEL:03(5805)2515 FAX:03(5805)2516 



移

愛知県臨床工学技師会 会長殿

会 員 番号 氏 名

変更内容 (該 当 す る も の に O を つ け る )

動 届

平成 年 月 日 届 出

移動 日 平成 年 月 日

勤務先 ・ 勤務先住所 ・ 勤務先電話番号 ・ 氏名 ・ 自 宅住所

自 宅電話番号 ・ 連絡先 ・ そ の 他 (

変 更 内 容 詳 細

変更前

変更後
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投 稿 原 稿 の 募 集

本会報 に 掲 載 し ま す研究論文、 研究速報、 症例報告 な ど の 医学論文 を 、 広 く 会員 よ り 募集 し

た い と 思 い ま す 。 次項 に 示 す投稿 ・ 執筆規定 に そ っ て 、 御 応 募 お 願 い い た し ま す 。 会 員 の 皆様

の研究成果 を 是非 ご投稿 く だ さ い 。

論文以外の コ ラ ム 、 感想文 な ど に つ い て は編集広報委員 に ご相談下 さ い 。

お 問 い 合 わ せ ・ 郵送先 :

干 466-8650 名 古屋市昭和 区妙見町 2 - 9

名古屋第二赤十字病 院 医療技術部 第二 臨床工学課

愛知県臨床工学技士会 編集広報委員 : 薗 田 誠 宛

TEL : (052) 832-1121  ( 内 線74945 ， 74946) 

FAX : (052) 832-1 1 30 

E-mail : me-sono@nagoya2.jrc.or.jp 

〒 482-0015 愛知県岩倉市 川 井町鉄砲59

メ デ イ カ ル サ テ ラ イ ト 岩倉

愛知県臨床工学技士会 編集広報委員 : 小川 あ か し 宛

TEL : (0587) 37-8700 

FAX : (0587) 38-5211  

E-mail : hiro_882@cb3.so・net.ne.jp

※ 上記の いずれか に 御連絡下 さ い 。
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愛知 県臨床工学技士会投稿 ・ 執筆規定

2006年 1 月 21 日 施行

1 . 愛知県臨床工学技士会会誌 ・ 会報で は 、 臨床工学技士業務 に 関係す る 、 他誌 に 未発表 の 原稿

を 掲載 し ま す。

2 . 投稿 は 、 原則 と し て 本会員 と し ま す。 た だ し 、 依頼原稿、 も し く は 共著者の場合 は こ の 限 り

で は あ り ま せ ん。

3 . 投稿原稿の採否 は 、 編集会議で検討 し 通知 し ま す。 ま た 、 原稿の加筆、 訂正、 削 除 な ど の お

願 い を す る 場合があ り ま す。

4 . 原稿の作成

1 ) 原則 と し て パ ー ソ ナ ル コ ン ビ ュ ー タ ー を 使用 し 、 文 字 の み の 本文 を Word ま た は Textの

フ ァ イ ル形式で作成 し て く だ さ い。

2 ) 原稿 の 大 き さ は A 4 判 、 縦使用 、 1 行30字 x 30行 (900字) に し て く だ さ い 。 ま た 、 本文 に

は 頁 を つ け て く だ さ い 。

3 ) 原稿 は漢字混 じ り ひ ら が な 邦文で、 原則 と し て 当 用 漢字お よ び新か な づか い を 使用 し 、 句

読点 は 正確 に 記 し て く だ さ い 。

4 ) 原則 と し て 難解 な 数式、 特殊 な 用 語、 外国語 は避け て 記述 し 、 や む を 得ず用 い た場合 に は

脚 注 を 付 け て く だ さ い。

5 ) ア ラ ビ ア 数字、 国 際単位 (SI単位) を 用 い て く だ さ い 。

6 ) フ ォ ン ト はMS明朝体、 12 ポ イ ン ト を 使用 し て く だ さ い 。

Mac ア プ リ ケ ー シ ョ ン で作成す る 場合は機種依存文字の使用 を 避 け 、 一般的 な フ ォ ン ト を

使用 し て く だ さ い 。

7 ) 図表はTIF ま た はJPEG形式やExcelの フ ァ イ ル を 使用 し て 、 そ れぞれの 図 表 を 1 頁 1 枚 に

て作成 し て く だ さ い 。

図、 写真 な ど は鮮明 な も の で作成 し て く だ さ い 。 図表の掲載 は 原則 的 に 白 黒 印刷 と な り ま

す の で、 カ ラ ー で 図 表 を 提 出 さ れ る 場合 は 印刷 時 の コ ン ト ラ ス ト に ご配慮 く だ さ い 。

各 々 の 図表の 大 き さ は 1 頁以内 に 収 ま る も の と し て く だ さ い 。

各 々 の 図 表 に は フ ォ ン ト MS明朝体 を 使用 し て 図 は 図 の 下 に 、 表 は 表の 上 に 図 表番号、 タ

イ ト ル を 記載 し て く だ さ い 。

例 … … 図 1 血液回路

表 1 患者バ イ タ ル

表の注釈は 表 の 下 に そ れぞれ記載 し て く だ さ い。

図表の掲載位置 は 、 本文 中 の お お よ そ の場所の右欄外に 図 1 、 表 1 と 赤字で朱記 し て く だ

さ い 。
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8 ) 本文 中 の参考文献番号 は 右肩付文字で次の よ う に記載 し て く だ さ い 。

文献が 1 つ の場合 … ら の報告で は 1 )

文献が複数の場合 … に つ い て は 1 ， 3 ・ 8 ) 

雑誌の場合の参考文献の 記載方法 は次の よ う に 記載 し て く だ さ い 。

著者名 、 共著者名 は 3 名 ま で と し 、 そ れ以上 は ほ か と 表 し て く だ さ い 。

論文題名 、 雑誌名 、 巻 (号) ; 初頁終頁、 発行年.

(例) 望 月 吉彦、 杉 田 洋一、 嶋 田 晃一郎、 ほ か : IABPの 上行大動脈 よ り の 挿入 に 関 す る 検

討. 人工臓器、 26 ( 3 )  ; 573-576、 1997

単行本の場合 の 参考文献の 記載方法 は次の よ う に 記載 し て く だ さ い 。

著者名 : 書名 . 版、 出 版地、 出 版社. 発行年. 初 頁終頁.

(例) 豊 岡秀訓 : 人工呼吸器の使い 方、 初版、 東京、 小学館. 1987. 129-132 

9 ) 原則 的 に 原稿枚数は 規定 し ま せ んが、 原稿用 紙20枚以内 、 文字数8000字程度、 図 表 は 10点

以 内 を 目 安 に し て く だ さ い 。

図表は各 々 1 枚が原稿用 紙 1 枚分に 相 当 し ま す。

10) 原稿 の 1 頁 日 に は 次 の 事項 を 記載 し た 表紙 を 付 け て く だ さ い 。

( 1 )題 名

サ ブ タ イ ト ル に は 、 前後 に ハ イ フ ォ ン ( 一 一 ) を 付 け て く だ さ い 。

( 2 )施設名 、 所属

所属 の異 な る 場合 は 改行 し 、 先頭 に 1 ) 2 ) の 番号 を 付 け て 記載 し て く だ さ い 。

( 3 )著者お よ び共著者

所属 の 異 な る 場合 は 、 名 前 の右端上 に 、 名 前 1 ) 、 名 前 2 ) 、 の よ う に 番号 を 付 け て 区 別 し

て く だ さ い 。

(4 )連絡先

筆頭者 の 郵便番号、 住所、 所属 、 電話番号、 FAX番号、 電子 メ ー ル ア ド レ ス を 記載 し

て く だ さ い 。

11 ) 原稿執筆の順序

( 1 )見 出 し 番号 は 次の よ う に し て く だ さ い 。

1 .  見 出 し

1 .  一 一 一 小見 出 し

a ) 一 一 一 一

( 2 )研究論文、 症例報告の記載は次の よ う に し て く だ さ い 。

1 . 緒 言 ( は じ め に 、 ま え が き )

II . 研究方法 (対象、 症例 、 方法)

Ill . 研究結果 (結果)

N . 考 察

v . 結 論 (結語、 ま と め 、 お わ り に )
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5 . 原稿の提出

題名 、 施設名 、 所属 、 著者、 お よ び共著者、 連絡先、 索 引 用 語、 本文、 参考文献、 図 表 を

保存 し た 、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な どの 電子媒体お よ びE メ ー ル な ど の 通信 に て提 出 し て く だ

さ し 、 。



協 賛 企 業 一 覧

株 式会社八神 製作所

日 本光 電株式会社

日 機装株 式会社 名 古屋支社

泉工 医科工業株式会社

協 和 医科器械株 式会社

扶桑薬 品 工業株式会社

高 取器械庖

フ ク ダ 電子 中 部販売株式会社

(敬称 略 ・ 順不 同 )
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歴史に学び、 「今を考え」
「有 り 難い」 こ と の実現を提案 しま す。
八神製作所lま、 1 30余年に亘り、 医療の発展とともに歩んできました。

その閥、 医療のあり方が治療のみな5す、 健康開発、 介護 ・ 福祉へと広がる につれて業容を拡大。

現在は「健康開発J r疾病治療J r介護・ 福祉J r保守点検 ・ 修理」 を4本柱として確立。

ひたすら「有り難いJことの実現を提案します。

株式会社 八神製作所
本社/干460-83 1 8 名古屋市中区千代田2-1 6-30 TEL (052) 25 1 -667 1 (代)

U R L  http ://www.yagami.co.jp/ 



エレクトロニクスて病魔に錦戦

監 NIHON KOHDEN 

e &Speedyにff麻酔記録をSiwp
ス タ ン ドア ロ ン
麻酔記録装置
仁AP-0500
- ベ ッ ドサイ ドモニ タ か う術中のパイタル

サイ ン デー タ を 自 動で収集、 麻酔記録上

に 自動プロ ッ ト し ます。

.薬剤投与量、 水分バラ ン ス を リ アルタイ

ムで 自動計算 ・ 表示 しま す。

. タ ッ チパネルで簡単操作。 術中のイベン

卜 を ワ ンタ ッ チで入力でき る フ ァ ンク シ

ヨ ンキ一入力や リ ス トの中か ら選択する

だ けの メ ニ ュ ー入力な ど 、 入力サポー ト

機能が充実 しています。

・麻酔記録、 患者基本情報 を も と に 麻酔台

帳を 自動作成 し ま す。

・投与 した薬剤、 輸j夜 、 輸血のデータ を も

と に コ ス ト請求に必要なボ トル数、 ア ン

プル数を 自 動計算 し 通知票を 自 動作成

し ま す。

e H I S (病院情報シ ス テ ム ) よ り 出力 さ れ

た患者基本情報 を 、 イ ン ポー ト し 各画

面に表示 し ま す。

. 麻 酔 終 了 時 に 麻 酔 記 録 画 面 イメ ー ジ

( J P EG) や、 麻酔台帳 、 通知票の データ

(テキスト形式) をファイルλで出力できますL

※ 当社指定フ ォ ーマ ッ ト と な り ます。

書
-

�..:、
1 ‘J (架台 オプシ ョ ン)� 

画面倒
...." 

回汚四-F、
ZE E 石弓アτす罰EE互�閉.. 

日本光電 詑72間誌協8
キ カ タ ロ グ を ご希望の方は当社までご請求 く ださ い。

皐単車よL
麻酔台帳画面麻酔記録画面 (全麻用)

ーーーーーーーーーーー函副面寝耳'A'I'，唱�'.I'..l'l'''.11・E・M・1:f司面冒，O!・R・4・111・".ーーーーーーーーーーK08-01 1 



"" 
N I KKISO 

.. 
http://www.nikkiso.co.jp 

日機装株式会社 医療機器カ ンパニー

働 く 笑 顔 が 、
患 者 さ ま へ の
エ ー ル で す。

患 者 さ ま の メ ン ヲ ル ケ ア か ら 、

機 器 操 作 、 デ 一 世 管 理 、 食 事 の 指 導 に

い た る ま で 、 透 析 現 場 で の 仕 事 は

山 ほ ど あ り ま す。 少 し で も そ の 負 担 を

減 ら し 、 安 心 し て 患 者 さ ま に

接 し て も ら う た め 、 N I KKI S O は

現 場 ス タ ッ フ の 業 務 サ ポ ー ト や 作 業 の

効 率 化 に 取 り 組 ん で い ま す。

よ り 良 い 透析 環 境 の も と で 、

患 者 さ ま と ス タ ッ フ の 方 々 が快適 に

過 ご せ る よ う に 。 透 析 の ト ー タ ルカ ン パ ニー

だ か ら で き る 製 品 開 発 と サ ー ビ ス で 、

透 析 の 現 場 を 応 援 して い ま す。

• 

， Ji."9 
� 

， 

Dドライ溶解装置

名 古 屋 支 社 干450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅3-1 6-4 太陽生命名駅ビル TEL.052-581 -6205 FAX.052-581 -6208 



NHP人工肺に待望のヘパリ ンコーティング登場

製造販売業者

メラNHPエ ク セ ラ ンNSH司R の ヘ パ リ ン コ ー テ ィ ン グ

は 、 メ ラ 人工心肺用 回 路 で、おなじ み のNSHヘ パ リ

ンコーティ ン グです 。 製 品 は 、 一体型、 人工肺単体、

リ ザーパー単体の3種をラインアッフ。しました。

NSHコ ー テ ィ ン グは 、 回 路 、 カ ニ ュ ー レ と合わ せ て 、

トー タル的な製品を供給いたします。

-日闘:flJlf考古呈長抗措図.
ず 10� ず ìot? ヘH川子

so� so� 50ft 50ft 

酸素加部はポリプロピレン中空

糸上にシリコーンコーティング

を施し、 さ ら にその上にへパリ

ンコーティングを施しています。

メラNHP工クセランプライム

と同等のガス交換性能を有し

ています。

メラNHPエクセランNSH-R
F u rt h e r  D ev e l o p m e n t s  o f  O x y g e n a t o r  f o r  A d v a n c e m e n t  i n  P e rf u s i o n  

.... mERA 泉工医融工業株式会社
.埼玉県春日部市浜川戸2- 1 1 - 1 ・問い合せ先 (本社商品部 : TEL.03-38 1 2-3254 FAX.03-38 1 5-70 1 1 ) 

周営業所 札幌・函館 青森・秋田ー仙台ー盛岡 福島 つくば 淘玉 千票ー東東京 西東京 横浜ー松本 名古屋ー静岡 金沢 新潟 大飯 京都 神戸 高松 広島 岡山 山口 福岡 西九州 鹿児島 沖縄

・ 医療用臭承認番号 2 1 700BZZ002 1 8000 www.mera.co.jp/ 



生命を守る強力なサホーター と して. . . 

回ean Tec踊 For 岡田岡lao . . . 

口出B
協和医械器械株式会社

愛知営業本部 ・ 名古屋支庖

干460-001 2 名古屋市中区千代田 5-6-21
TEL 052 (238) 6833 代表�FAX 052 (265) 3401 

- 豊橋支庖 圃 干440-0047・ 日 進営業所・ 干470-01 35

豊橋市東田仲の町 1 7-1 日 進市岩崎台 4-1 0 1 5

TEL 0532 (69) 5771 TEL 0561 7 (4) 1 1 3 1  

圃岡崎営業所置〒444-0834園小牧営業所・ 〒485-0059

岡崎市柱町 4ート25 小牧市中央 3-258

TEL 0564 (53) 0922 TEL 0568 (74) 7351 

飯田 ・ 静岡 ・ 東京
神奈川 ・ 山梨

オ哀 を1:
! 〒424-8688
1 静岡県静岡恥骨熔草舶t 3 - 1 8 I I TEL : 0543 (4日 81 05 代表

T 

- Ä液伊液の浸透圧比を等張に近づけま した。 一
ろ 過型人工腎臓用補液 句画面温，

，ヨヲ却F:US
Sublood-BS 

⑤ ゅ .. 

く〉効能 ー 効果、 用法 - 用量及び使用上の注意については

添付文書を ご参照下さい。

資料請求先 ・ 扶桑薬品工業株式会社研究開発セ ン タ ー
干 536 - 8523 大阪市城東区森之宮 2 丁 目 3 番30号 TEL 06 - 6969 - 3131 

V扶桑薬品工業株式会社
2005年3月 作成



警 高 械 脂

干460-0002 名 古 屋 市 中 区 丸 の 内 3 丁 目 1 6 番 3 3 号
TEL ( 0 5 2 )  9 6 2 - 0 8 5 5 (代表) FAX (05 2 )  9 6 2 - 0 8 7 8 

M A R I S は
M E 機 器 の 貸 出 業 務 に も
安 全 性 を 考 え ま す 。

患者憾にカルテがあるように.MElI器にもカルテが必要です. そして今.ME鐙置のトータルマネージメントが求められてい

ます.鷹λから、運用. 術'ーまでを‘ より安全に、 より曲率的に. そして睦演的にマネ…ジメントするZとが. 1!ii1l楓聞にとって

重現霞題ど曾えるでしょう.MARISは. 曾に安全性を考えながら効率的な軍用をサポートするMElIHのトータルマネージメ

ントシステムです.そして. ME銀器曹理蓄の集積を強力にサポートずる必須アイテムとして. これからも理化を続けます.

安 ・全 ・点 ・検 ・シ ・ス ・ テ ・ム 4・・h

M A R I S" Mainlenon回 Activity Record Informolion Sy�tem 

-ーーー_ __ ....._ __ _ <$: tl l ;:461-0003 名古屋市煎区筒野町4-39 総泳ピ1I， T'EL(052)93H001 (代) http 可否 E���ÇJA :i足 JL g { 田) 5802.6醐/畳付時間 月 ~胡日(棚田 闘を除く ) 9:00- 1 8 叩可V ロENSHI .医用電子憾器町民吉メーカー 7'7勾F蓮華:芋申書E担辰亨塁線王電主主主主
....胃銀員時 刊“-0871 髭観照健筒市大西ト13-5 n(05剖】24-2781j't)



編 集 後 司u
-E-ロ

今回 の 会誌発行 は こ れ ま で の 経験や理事会、 各会員 の御協力 の も と 、 小 川 あ か し さ ん が早 め の

準 備 に 入 り 、 ま た 、 発行 ま での段取 り を 非常 に 良 く 取 り ま と め て く れ ま し た。

い つ も の 反省 点 の も う 少 し準備 良 く … 。 と い う 言葉 を 今回 は 使 わ な く て も 良 さ そ う です。 こ れ

ま で何度 も 何度 も へ こ た れそ う に な り な が ら 技士会活動 と し て 編集広報活動 を 仲 間 と 一緒 に 支 え

て く れ て い ま す。 あ り が と う ご ざい ま し た 。

も う 一 つ 今 回 の 発行 に 際 し て 感 謝 申 し 上 げ ま す。

皆 様 ご存 知 の と う り 愛 知 県臨 床工学技士会の事務局 長 を 長年 勤 め て い た だ き ま し た 西 山博 司 事

務 局 長 が こ の 春退職 さ れ、 そ れ に よ り 事務 局 長 を 後輩 に 譲 ら れ ま す。 私が技士会 に 関 与す る 頃か

ら 長 く 事務局 を 預か り 、 日 本中 に 西 山 さ ん の こ と を 知 ら な い 関 係者が居 な い く ら い 有 名 で 、 こ と

に そ の 人柄 ゆ え 人 を 引 き 付 け 、 ま た 多 く の 仕事 を こ な し て 歴 代 の 会 長 を 支 え て 来 ら れ ま し た 。 編

集広報活動で 、 多 く の 資 料請求 や 問 い 合 わ せ に 快 く 返事 を 頂 き 答 え を 返 し て く だ さ い ま し た 。 時

に は小 川 あ か し を 可愛 が り 、 時 に は宿題の 多 さ に 閉 口 し な が ら 育 て て い た だ け た と 思 い ま す。 そ

れがあ か し ( ・ ・ ・ ) に 出 来 る よ う に な っ て い る と 感 じ て お り ま す。 い つ か電 話 で 、 「 今 ま で事務 局 で

封 筒詰 め の 仕事 を や っ て 、 ゃ ん な っ ち ゃ っ た 。 今 は 、 編集広報で送付 ま で し て く れ る こ と で本 当

に 助 か る よ 。 」 と 理解 し て い た だ い た こ と を あ り がた く 感 じ て お り ま す。 今後 と も 後輩 の ご指導 を

宜 し く お 願 い い た し ま す。 長 い 間 ご苦労様で し た。 今後 も 西 山 さ んが老 け 込 む こ と な ど、 周 り は

決 し て 許 さ な い と 思 い ま す よ ・ 一。

編集広報の活動 も ITへの 移行 を ふ ま え な が ら 今後 も 皆様の役 に 立 て る よ う 継続 し た い と 考 え て

お り ま す。 ご意見 ま た 各専 門 分野での活動内容 な ど ご協力 を お 願 い 致 し ま す。

(編集広報委員 長 長尾 尋智)

西 山 先生
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